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Ｉ．総論総論

はじめに関する調査研究
　「情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告診断」研究プロジェクト　報告プロジェクトでチーム主査までご連絡ください。は、2015 年に関する調査研究 ISO270017が少ない中小企業発行された事を実施しようとしている企業の実践手順踏まま
え、中小企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究安全でチーム主査までご連絡ください。セキュアなクラウドの診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究普及び研究プロジェクトメンバーの見解です。と評価に関する調査研究促進に関する調査研究つなげる調査研究事を実施しようとしている企業の実践手順目的と評価に関する調査研究してクラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告
の診断」研究プロジェクト　報告チェックリストなどを実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究事を実施しようとしている企業の実践手順検討した。
　検討の診断」研究プロジェクト　報告結果、クラウドの診断」研究プロジェクト　報告利活用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告促進に関する調査研究つなが少ない中小企業る調査研究チェックリストだけでチーム主査までご連絡ください。なく、必要に関する調査研究応じて関する調査研究連資料も提提
供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究などを実施しようとしている企業の実践手順模索する事も検討してきた。する調査研究事も提検討してき情報財産（資産）た。
　チェックリストを実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。は、提供するサービスに関する認定・情報公開制度等目的や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業提供するサービスに関する認定・情報公開制度等先でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。かれてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究市場動向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえ
て、何を実施しようとしている企業の実践手順チェックする調査研究の診断」研究プロジェクト　報告かに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て明確化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究事も提検討する調査研究事と評価に関する調査研究した。具体的に関する調査研究は、中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告動向けの攻撃の脅威や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業経営
者に関する調査研究と評価に関する調査研究っての診断」研究プロジェクト　報告サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクの診断」研究プロジェクト　報告認識の状況などでチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

　当研究プロジェクト　報告プロジェクトでチーム主査までご連絡ください。は中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告方々がクラウドサービスの導入に当たり、実際に直面する問題を調が少ない中小企業クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究当たり、実際に直面する問題を調に関する調査研究直し面する問題を調する調査研究問題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順調

査し、検討した結果を実施しようとしている企業の実践手順以下の診断」研究プロジェクト　報告項目でチーム主査までご連絡ください。まと評価に関する調査研究めたの診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

Ⅰ．総論総論

Ⅱ．総論導入への実践的課題と検討内容手順

・クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告流れれと評価に関する調査研究、各局面する問題を調の診断」研究プロジェクト　報告留意事項、潜在的リスクの診断」研究プロジェクト　報告認識の状況

Ⅲ．総論対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定

・クラウド導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定と評価に関する調査研究留意事項

Ⅳ．総論ＩＴガバナンスガバナン一覧ス

・クラウド導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究当たって求められるＩＴガバナンスめられる調査研究ＩＴガバナンスガバナン一覧ス

Ⅴ．総論維持管理

・クラウド維持管理と評価に関する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題目標達成への診断」研究プロジェクト　報告取り組み方り組み方方

Ⅵ．総論チェックリスト

・クラウド導入への実践的課題と検討内容される調査研究企業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けクラウド移行の診断」研究プロジェクト　報告チェックリスト

６つの診断」研究プロジェクト　報告テーマはそれぞれ独立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュアして利用と評価に関する調査研究する調査研究こと評価に関する調査研究も提でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究し、全てを実施しようとしている企業の実践手順まと評価に関する調査研究めてクラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告実践的の診断」研究プロジェクト　報告マニュア

ルと評価に関する調査研究しても提利用と評価に関する調査研究する調査研究こと評価に関する調査研究も提でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順意図して構成してある。して構成してある調査研究。

　

１．総論クラウドの診断」研究プロジェクト　報告定義

　平成３０年総務の選定省情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信白書※１に関する調査研究よる調査研究と評価に関する調査研究、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。に関する調査研究定義されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
クラウドと評価に関する調査研究は「クラウドコン一覧ピューティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ（Cloud Computing）」を実施しようとしている企業の実践手順略した呼び方で、データやアプリケーした呼び方で、データやアプリケーび研究プロジェクトメンバーの見解です。方でチーム主査までご連絡ください。、データや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業アプリケー
ション一覧等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告コン一覧ピューター資源をネットワーク経由で利用する仕組みのことである。今やスマートフォンや携を実施しようとしている企業の実践手順ネットワーク経由でチーム主査までご連絡ください。でチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究する調査研究仕組み方の診断」研究プロジェクト　報告こと評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。今や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業スマートフォン一覧や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業携
帯電話を使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらのを実施しようとしている企業の実践手順使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらのって、メールを実施しようとしている企業の実践手順や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業り取り組み方りしたりゲーム監査学会を実施しようとしている企業の実践手順したりする調査研究こと評価に関する調査研究は当たり前に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。しかし、これらの診断」研究プロジェクト　報告
アプリケーション一覧は、スマートフォン一覧や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業携帯電話を使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらの上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえだけでチーム主査までご連絡ください。動作してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。ネットワークでチーム主査までご連絡ください。つなが少ない中小企業る調査研究
データセン一覧ターと評価に関する調査研究呼び方で、データやアプリケーぶ大規模施設に置かれたサーバーやストレージ、各種のソフトウェアなどと連携するこ大規模施しようとしている企業の実践手順設に関する調査研究置かれたサーバーや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ストレージ、各種の診断」研究プロジェクト　報告ソフトウェアなどと評価に関する調査研究連携する調査研究こ
と評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。、電子メールやゲームといった“サービス”が実現されている。ネットワークにつながったメールや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ゲーム監査学会と評価に関する調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。った“サービス”が実現されている。ネットワークにつながったサービス”が少ない中小企業実現されている。ネットワークにつながったされてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。ネットワークに関する調査研究つなが少ない中小企業った PCや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業スマート
フォン一覧、携帯電話を使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらのなどに関する調査研究サービスを実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究コン一覧ピューター環境がクラウドである。が少ない中小企業クラウドでチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。クラウドが少ない中小企業提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究
サービスは、その診断」研究プロジェクト　報告構成要素から大きく下記の３種類がある。から大き情報財産（資産）く下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告３種類が少ない中小企業ある調査研究。 

（１）IaaS（Infrastructure as a Service）：システム監査学会　→ サーバー（イン一覧フラ）を実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究クラウドサービス

（２）PaaS（Platform as a Service）：システム監査学会　→ 開発環境がクラウドである。を実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究クラウドサービス
（３）SaaS（Software as a Service）：システム監査学会　→ ソフトウェアを実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究クラウドサービス
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２．総論中小企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究クラウド利活用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容

　現されている。ネットワークにつながった在クラウドの診断」研究プロジェクト　報告利活用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告動向けの攻撃の脅威は、総務の選定省から発行されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究「通信利用と評価に関する調査研究動向けの攻撃の脅威調査※１－２」が少ない中小企業平成２５年から
実施しようとしている企業の実践手順されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　また、平成２８年度、平成３０年度の診断」研究プロジェクト　報告総務の選定省発行の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信白書※１の診断」研究プロジェクト　報告第３節「組織を実施しようとしている企業の実践手順つなぐ事で生産性事でチーム主査までご連絡ください。生産性
向けの攻撃の脅威上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえを実施しようとしている企業の実践手順も提たらす ICT」に関する調査研究て、クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告国内利用と評価に関する調査研究状況の診断」研究プロジェクト　報告調査が少ない中小企業行われてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信白書の診断」研究プロジェクト　報告調査※１でチーム主査までご連絡ください。は、クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告種類と評価に関する調査研究して、IaaS/PaaS/SaaS、パブリッククラウドと評価に関する調査研究プ
ライベートクラウドを実施しようとしている企業の実践手順合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。わせた調査が少ない中小企業実施しようとしている企業の実践手順された。その診断」研究プロジェクト　報告中でチーム主査までご連絡ください。、クラウドサービスを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究する調査研究目的と評価に関する調査研究して、①シシ
ステム監査学会を実施しようとしている企業の実践手順構築と経費の算定の診断」研究プロジェクト　報告迅速さ、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているさ、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている初期費の算定用と評価に関する調査研究・運用と評価に関する調査研究費の算定の診断」研究プロジェクト　報告削減、③可用と評価に関する調査研究性の診断」研究プロジェクト　報告向けの攻撃の脅威上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ、④利便性の診断」研究プロジェクト　報告向けの攻撃の脅威上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえが少ない中小企業挙げられているげられてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　利用と評価に関する調査研究状況と評価に関する調査研究しては、一定規模以上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題は情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会に関する調査研究投資を実施しようとしている企業の実践手順してサービス基盤を整備するのが一を実施しようとしている企業の実践手順整備するのが一する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業一
般的でチーム主査までご連絡ください。あり、一方でチーム主査までご連絡ください。資金力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。が少ない中小企業十分でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。企業におけるクラウド利活用の課題は情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会を実施しようとしている企業の実践手順業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究利活用と評価に関する調査研究する調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業困難であった。でチーム主査までご連絡ください。あった。
　全体の診断」研究プロジェクト　報告設備するのが一投資額に占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業がに関する調査研究占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業がめる調査研究ソフトウェア投資比率を見ると、大企業がを実施しようとしている企業の実践手順見る調査研究と評価に関する調査研究、大企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業 10％程度であるのに対し、中小企程度でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究対し、中小企
業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。は 4％程度であるのに対し、中小企程度と評価に関する調査研究、大企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告方が少ない中小企業ソフトウェア投資割合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。は高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」結果と評価に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

図して構成してある。 1: 企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告 ICT投資の診断」研究プロジェクト　報告推移（情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信白書）

　また、”クラウドサービス未導入への実践的課題と検討内容者に関する調査研究対してクラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容に関する調査研究対する調査研究認識の状況を実施しようとしている企業の実践手順聞いたところ、日本企い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。たと評価に関する調査研究ころ、日本企
業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては「課題と検討内容が少ない中小企業わからない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」と評価に関する調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。う組織向けの攻撃の脅威回答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業が少ない中小企業諸外国と評価に関する調査研究比較して大きな割合を占めている。我が国企業して大き情報財産（資産）な割合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。を実施しようとしている企業の実践手順占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業がめてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。我が国企業が少ない中小企業国企業におけるクラウド利活用の課題
に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。てクラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容が少ない中小企業進まない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。背景には明確な課題が認識されているわけではなく、どのように関する調査研究は明確な課題と検討内容が少ない中小企業認識の状況されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究わけでチーム主査までご連絡ください。はなく、どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威
な課題と検討内容が少ない中小企業ある調査研究かも提認識の状況されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状況に関する調査研究ある調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業示唆される”と指摘されている。される調査研究”と評価に関する調査研究指摘されている。されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

図して構成してある。 2: クラウドサービスに関する調査研究対する調査研究課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告認識の状況状況
　　また、「クラウドサービス未導入への実践的課題と検討内容者が少ない中小企業認識の状況してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告内容と評価に関する調査研究しては、全調査対象国に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。てセキュ
リティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告担保に関する調査研究関する調査研究する調査研究項目の診断」研究プロジェクト　報告回答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業率を見ると、大企業がが少ない中小企業高い中小企業くなってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。特に関する調査研究日本企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては他の参考とする国内外の基準等の診断」研究プロジェクト　報告項目と評価に関する調査研究比較して大きな割合を占めている。我が国企業してセ
キュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告不安に関する調査研究対する調査研究回答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業率を見ると、大企業がが少ない中小企業高い中小企業く、  API      公開と評価に関する調査研究同様に定義されている。に関する調査研究セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告面する問題を調への診断」研究プロジェクト　報告不安は依然強いい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。  こと評価に関する調査研究が少ない中小企業わか
る調査研究」　と評価に関する調査研究されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

　上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告結果を実施しようとしている企業の実践手順検討した結果、当研究プロジェクト　報告プロジェクトと評価に関する調査研究しては、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容が少ない中小企業ある調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究して検討を実施しようとしている企業の実践手順進めた。

 中小企業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けに関する調査研究クラウドサービス導入への実践的課題と検討内容が少ない中小企業すすまない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告明確化に伴う組織向けの攻撃の脅威
 中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告クラウド導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告面する問題を調の診断」研究プロジェクト　報告不安解です。消のためのリスクと対策の明確化の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告リスクと評価に関する調査研究対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告明確化に伴う組織向けの攻撃の脅威
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３．総論中小企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告クラウドの診断」研究プロジェクト　報告利活用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告状況
　本研究プロジェクト　報告プロジェクトでチーム主査までご連絡ください。は、クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクを実施しようとしている企業の実践手順明確化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究ため、どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威な業におけるクラウド利活用の課題
種でチーム主査までご連絡ください。効果が少ない中小企業ある調査研究の診断」研究プロジェクト　報告かを実施しようとしている企業の実践手順確認した。
　中小企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究クラウドの診断」研究プロジェクト　報告概況に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、通信利用と評価に関する調査研究動向けの攻撃の脅威調査※１－２でチーム主査までご連絡ください。詳細な手順・評価な調査が少ない中小企業行われてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。　現されている。ネットワークにつながった在、大
企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業全業におけるクラウド利活用の課題種の診断」研究プロジェクト　報告調査でチーム主査までご連絡ください。は、お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。よそ３割の診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業「全社デンカク）、的に関する調査研究利用と評価に関する調査研究」してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、　一部の診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題、
利用と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業今後の検討課題利用と評価に関する調査研究する調査研究予定が少ない中小企業ある調査研究を実施しようとしている企業の実践手順含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業める調査研究と評価に関する調査研究、過去３年に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て増加の管理策等の改善処置してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、最新の診断」研究プロジェクト　報告平成２９年
度の診断」研究プロジェクト　報告状況でチーム主査までご連絡ください。は７割近い状況で、多くの企業で利用されている結果となった。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状況でチーム主査までご連絡ください。、多くの企業で利用されている結果となった。くの診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究結果と評価に関する調査研究なった。
　利用と評価に関する調査研究希望まで含めるとまでチーム主査までご連絡ください。含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業める調査研究と評価に関する調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信産業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。はお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。よそ９割が少ない中小企業利用と評価に関する調査研究予定でチーム主査までご連絡ください。あり、不動産業におけるクラウド利活用の課題、金融業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。も提８割と評価に関する調査研究
なってお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、建設業におけるクラウド利活用の課題や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業その診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等サービス業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。も提７割を実施しようとしている企業の実践手順越える程度となっており、最も低いサービス業でも６割５える調査研究程度と評価に関する調査研究なってお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、最も提低い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。サービス業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。も提６割５
分が少ない中小企業利用と評価に関する調査研究予定と評価に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
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表 1: 業におけるクラウド利活用の課題種別クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究状況
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　また、同調査に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究、資本規模や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業従業におけるクラウド利活用の課題員数による調査結果を分析すると下図の様になった。に関する調査研究よる調査研究調査結果を実施しようとしている企業の実践手順分析すると下図の様になった。する調査研究と評価に関する調査研究下図して構成してある。の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。に関する調査研究なった。
　中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告定義でチーム主査までご連絡ください。は資本金が少ない中小企業１億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業３億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存、大企業におけるクラウド利活用の課題以外と評価に関する調査研究と評価に関する調査研究らえる調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。も提ある調査研究など定義が少ない中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。くつか存
在してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。その診断」研究プロジェクト　報告上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。、資本金５億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用してある調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。は１億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用しての診断」研究プロジェクト　報告平均を取ると、「利用している」、「利用してを実施しようとしている企業の実践手順取り組み方る調査研究と評価に関する調査研究、「利用と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究」、「利用と評価に関する調査研究して
い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業今後の検討課題利用と評価に関する調査研究する調査研究予定が少ない中小企業ある調査研究」割合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業過半数による調査結果を分析すると下図の様になった。を実施しようとしている企業の実践手順超えており、えてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、「クラウドサービスに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。てよくわからな
い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」と評価に関する調査研究回答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業多くの企業で利用されている結果となった。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。でチーム主査までご連絡ください。も提２割を実施しようとしている企業の実践手順満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用してたない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。事から、中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くは、利用と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究と評価に関する調査研究は言え
ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。までチーム主査までご連絡ください。も提、クラウドが少ない中小企業分からない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。可能性は低い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究言わざる調査研究負えない事が分かった。えない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。事が少ない中小企業分かった。

　

上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ図して構成してある。の診断」研究プロジェクト　報告分析すると下図の様になった。を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえ、中小企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究クラウド利活用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告状況を実施しようとしている企業の実践手順分析すると下図の様になった。した結果、クラウドが少ない中小企業分からない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。可能
性が少ない中小企業低い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。事から、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告状況でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究と評価に関する調査研究した。

 中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業既にクラウドを経験済みに関する調査研究クラウドを実施しようとしている企業の実践手順経験済みみ方

  更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究、２０１４年度の診断」研究プロジェクト　報告調査結果に関する調査研究はなる調査研究が少ない中小企業、中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告事業におけるクラウド利活用の課題者別事業におけるクラウド利活用の課題者数による調査結果を分析すると下図の様になった。の診断」研究プロジェクト　報告中でチーム主査までご連絡ください。サービス業におけるクラウド利活用の課題は
1,CISA574,CISA494      者でチーム主査までご連絡ください。あり、全産業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告４１％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。  
　業におけるクラウド利活用の課題種の診断」研究プロジェクト　報告定義が少ない中小企業異なるものの、中小企業の４割がサービス業であり、サービス業のクラウド利用が６割５分なる調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告、中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告４割が少ない中小企業サービス業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。あり、サービス業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告クラウド利用と評価に関する調査研究が少ない中小企業６割５分
を実施しようとしている企業の実践手順超えており、えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究事を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等える調査研究と評価に関する調査研究、サービス業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告チェックリスト効果が少ない中小企業最も提大き情報財産（資産）い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられた。
　その診断」研究プロジェクト　報告結果を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえて、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。な業におけるクラウド利活用の課題種を実施しようとしている企業の実践手順対象と評価に関する調査研究する調査研究事と評価に関する調査研究した。

 対象業におけるクラウド利活用の課題種を実施しようとしている企業の実践手順サービス業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順中心の対象業務選定手順と評価に関する調査研究した業におけるクラウド利活用の課題種と評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究かどう組織向けの攻撃の脅威か検証する調査研究。
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1000万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して 1000万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存 -3000
万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して

3000万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存 -5000
万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して

5000万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存 -1億
円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して

1億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存～5億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存
未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して

5億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存～10億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存
未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して

10億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存～50億
円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して

50億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存以上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ
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無回答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業

よくわからない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

利用と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。し今後の検討課題も提利用と評価に関する調査研究しない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

利用と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か利用と評価に関する調査研究予定が少ない中小企業ある調査研究

図して構成してある。 3: 資本金別クラウド利用と評価に関する調査研究状況
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４.サービス業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告分類
　前述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義の診断」研究プロジェクト　報告サービス業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究あたる調査研究定義に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て中小企業におけるクラウド利活用の課題庁の定義の診断」研究プロジェクト　報告定義※１－３に関する調査研究よる調査研究と評価に関する調査研究、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　①シ．総論情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信業におけるクラウド利活用の課題：システム監査学会　→ 「放送業におけるクラウド利活用の課題」、「情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告サービス業におけるクラウド利活用の課題」、「映像の俯瞰情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告制の構築と経費の算定作・配給業におけるクラウド利活用の課題」、「音声情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告制の構築と経費の算定作業におけるクラウド利活用の課題」、「広告
制の構築と経費の算定作業におけるクラウド利活用の課題」、「（映像の俯瞰・音声・文字情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告制の構築と経費の算定作に関する調査研究附帯する調査研究サービス業におけるクラウド利活用の課題」
　②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている．総論不動産業におけるクラウド利活用の課題、物品賃貸業におけるクラウド利活用の課題：システム監査学会　→ 「駐車場業におけるクラウド利活用の課題」、「物品賃貸業におけるクラウド利活用の課題」、
　③．総論学術研究プロジェクト　報告
　④．総論専門・技術サービス業におけるクラウド利活用の課題、宿泊業におけるクラウド利活用の課題・飲食サービス業のうち、宿泊業、旅行業以外の「（生活関連サービスサービス業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告う組織向けの攻撃の脅威ち、宿泊業におけるクラウド利活用の課題、旅行業におけるクラウド利活用の課題以外の診断」研究プロジェクト　報告「（生活関する調査研究連サービス
業におけるクラウド利活用の課題、娯楽業におけるクラウド利活用の課題」、
　⑤．総論教育、学習支援業におけるクラウド利活用の課題、
　⑥．総論医療・福祉、複合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。サービス業におけるクラウド利活用の課題、
　⑦．総論その診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等サービス業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　サービス業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告定義は広域の業務となっており、放送業から学術研究、宿泊業、医療まで含まれている。の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定と評価に関する調査研究なってお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、放送業におけるクラウド利活用の課題から学術研究プロジェクト　報告、宿泊業におけるクラウド利活用の課題、医療までチーム主査までご連絡ください。含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業まれてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

　例えば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ宿泊業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッの診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会アーキテクチャを実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等える調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、観光庁の定義の診断」研究プロジェクト　報告「宿泊施しようとしている企業の実践手順設予約通知フォーマッフォーマッ
ト標準化に伴う組織向けの攻撃の脅威事業におけるクラウド利活用の課題」※１－５などと評価に関する調査研究連動した PMS（Property Management System)や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業GDS(Global 
Distribution System),CISACDS(Computer/Central Reservation System)などと評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連携が少ない中小企業重要なテーマと評価に関する調査研究
なってくる調査研究と評価に関する調査研究推定される調査研究。

　一方でチーム主査までご連絡ください。製造業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会と評価に関する調査研究しては、下図して構成してある。の診断」研究プロジェクト　報告製品ライフサイクル※１−６の診断」研究プロジェクト　報告アーキテクチャに関する調査研究企画・開発・生
産準備するのが一・生産・輸送・配送・保守るべき情報財産（資産）・廃棄等とは関係ありません。と評価に関する調査研究システム監査学会が少ない中小企業構築と経費の算定される調査研究事が少ない中小企業多くの企業で利用されている結果となった。く、一般的に関する調査研究考とする国内外の基準等えて当然 PMS と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告
相関する調査研究は見られない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。
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図して構成してある。 5: 製品ライフサイクルの診断」研究プロジェクト　報告対象プロセス
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　この診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究、サービス業におけるクラウド利活用の課題内の診断」研究プロジェクト　報告各分野でチーム主査までご連絡ください。主要なシステム監査学会や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業機能でチーム主査までご連絡ください。あっても提、広域の業務となっており、放送業から学術研究、宿泊業、医療まで含まれている。に関する調査研究わたり調査され取り組み方得可
能な統計上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告定義はより広い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ため、各分野の診断」研究プロジェクト　報告主要なシステム監査学会でチーム主査までご連絡ください。あっても提サービス業におけるクラウド利活用の課題全体を実施しようとしている企業の実践手順網羅しているとしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究と評価に関する調査研究
は考とする国内外の基準等えに関する調査研究くい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。こと評価に関する調査研究が少ない中小企業わかる調査研究。
　今回の診断」研究プロジェクト　報告目的は、クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告利活用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順評価に関する調査研究する調査研究事に関する調査研究より、中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告クラウド利用と評価に関する調査研究上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告リスクを実施しようとしている企業の実践手順
低減させ、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。クラウドの診断」研究プロジェクト　報告利活用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順促進する調査研究こと評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。　中小企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。システム監査学会
に関する調査研究特化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究方向けの攻撃の脅威でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究が少ない中小企業、業におけるクラウド利活用の課題務の選定システム監査学会に関する調査研究特化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究よりも提、メールや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ファイル共有の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威などの診断」研究プロジェクト　報告サービス業におけるクラウド利活用の課題
でチーム主査までご連絡ください。も提利用と評価に関する調査研究されい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か、ある調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。は経理や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業人事関する調査研究連システム監査学会などの診断」研究プロジェクト　報告共通性の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。システム監査学会でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業望まで含めるとまし
い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。
上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。結果を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえて、次の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。に関する調査研究検討を実施しようとしている企業の実践手順進める調査研究と評価に関する調査研究する調査研究事と評価に関する調査研究した。

 クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容と評価に関する調査研究セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクは、対象業におけるクラウド利活用の課題種を実施しようとしている企業の実践手順サービス業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究特定せ
ず、業におけるクラウド利活用の課題種に関する調査研究関する調査研究わらない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。共通業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究利用と評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容と評価に関する調査研究セキュリ
ティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順進める調査研究
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５．総論利用と評価に関する調査研究されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告種類
　具体的なクラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順調査する調査研究ため、実際に直面する問題を調に関する調査研究利用と評価に関する調査研究されい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究クラウドを実施しようとしている企業の実践手順調査した。
　総務の選定省「通信利用と評価に関する調査研究動向けの攻撃の脅威調査※１－２」に関する調査研究よれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、ファイル保管でチーム主査までご連絡ください。は５０．総論２％程度であるのに対し、中小企、サーバ利用と評価に関する調査研究４６．総論７％程度であるのに対し、中小企、電子メールやゲームといった“サービス”が実現されている。ネットワークにつながったメール
が少ない中小企業４５％程度であるのに対し、中小企、社デンカク）、内共有が少ない中小企業３７％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

　一方、利用と評価に関する調査研究しない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては、「必要が少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」が少ない中小企業３９．総論３％程度であるのに対し、中小企でチーム主査までご連絡ください。あり、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告漏洩などセキュリティに不安がなどセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究不安が少ない中小企業
ある調査研究が少ない中小企業３７．総論３％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究次い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　しかし、利用と評価に関する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては、サービスの診断」研究プロジェクト　報告信頼性や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告漏洩などセキュリティに不安がへの診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。効果が少ない中小企業得られたと評価に関する調査研究
答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業える調査研究企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業２９％程度であるのに対し、中小企も提あり、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業効果と評価に関する調査研究セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクの診断」研究プロジェクト　報告相反する２面性がある事が明らかとする調査研究２面する問題を調性が少ない中小企業ある調査研究事が少ない中小企業明らかと評価に関する調査研究
なった結果と評価に関する調査研究なった。

この診断」研究プロジェクト　報告結果を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえて、次の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。に関する調査研究検討を実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威事と評価に関する調査研究した。

 メールや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ファイルサーバ等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告共通的に関する調査研究利用と評価に関する調査研究される調査研究クラウドサービスを実施しようとしている企業の実践手順対象に関する調査研究する調査研究。
 クラウド利用と評価に関する調査研究上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告リスクと評価に関する調査研究クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告正しい情報提供について確認する。しい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告提供するサービスに関する認定・情報公開制度等に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て確認する調査研究。
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図して構成してある。 6: クラウド利用と評価に関する調査研究サービス分類

図して構成してある。 7: クラウドの診断」研究プロジェクト　報告必要性
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６．総論サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告への診断」研究プロジェクト　報告投資に関する調査研究対する調査研究認識の状況の診断」研究プロジェクト　報告状況

　2019 年４月に関する調査研究発表された、「サイバー保険に関する調査 に関する調査研究関する調査研究する調査研究調査 2018※６」でチーム主査までご連絡ください。は、「サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告観点
から対応が少ない中小企業必要なも提の診断」研究プロジェクト　報告」と評価に関する調査研究して、「クラウドコン一覧ピューティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グの診断」研究プロジェクト　報告普及び研究プロジェクトメンバーの見解です。」(56.2％程度であるのに対し、中小企)と評価に関する調査研究「サイバーテロの診断」研究プロジェクト　報告増加の管理策等の改善処置・巧
妙化に伴う組織向けの攻撃の脅威」(52.2％程度であるのに対し、中小企)が少ない中小企業 50%を実施しようとしている企業の実践手順超えており、えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究と評価に関する調査研究されてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義の診断」研究プロジェクト　報告クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究対する調査研究リスクと評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告意識の状況
の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業さと評価に関する調査研究同様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告傾向けの攻撃の脅威が少ない中小企業み方られた。

６．総論１.サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告事故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業に関する調査研究よる調査研究企業におけるクラウド利活用の課題イメージの診断」研究プロジェクト　報告低下意識の状況が少ない中小企業少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。中小企業におけるクラウド利活用の課題

　５０人未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用しての診断」研究プロジェクト　報告従業におけるクラウド利活用の課題員数による調査結果を分析すると下図の様になった。の診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。、サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告事故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業に関する調査研究より想定される調査研究自社デンカク）、への診断」研究プロジェクト　報告影響として「企業と評価に関する調査研究して「企業におけるクラウド利活用の課題
イメージの診断」研究プロジェクト　報告低下」が少ない中小企業５４．総論４％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究なってお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り１０００人以上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ大企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告９６．総論４％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究比べて４割も提低い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。こと評価に関する調査研究が少ない中小企業アン一覧ケー
トの診断」研究プロジェクト　報告結果でチーム主査までご連絡ください。明らかと評価に関する調査研究なった。

６．総論２. サイバーリスクに関する調査研究対する調査研究専門部署の設置・人材育成が少ない中小企業の診断」研究プロジェクト　報告設置・人材育成が少ない中小企業少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。中小企業におけるクラウド利活用の課題

　「サイバーリスクに関する調査研究対する調査研究現されている。ネットワークにつながった在の診断」研究プロジェクト　報告対応状況 」と評価に関する調査研究しては、従業におけるクラウド利活用の課題員５０人未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用しての診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。は、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告専門部
署の設置・人材育成が少ない中小企業の診断」研究プロジェクト　報告設置は６．総論２％程度であるのに対し、中小企に関する調査研究と評価に関する調査研究どまり、「サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告人材の診断」研究プロジェクト　報告育成・採用と評価に関する調査研究」は４．総論６％程度であるのに対し、中小企に関する調査研究と評価に関する調査研究どまってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。　「外
部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業からの診断」研究プロジェクト　報告助言を実施しようとしている企業の実践手順受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たける調査研究」対策の診断」研究プロジェクト　報告も提２０．総論２％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究なってお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、大企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告５８．総論０％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究比較して大きな割合を占めている。我が国企業する調査研究と評価に関する調査研究半分に関する調査研究も提満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用してた
ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状況と評価に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

６．総論３.セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告専門部署の設置・人材育成が少ない中小企業設置や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業の診断」研究プロジェクト　報告助言相談の意欲は高い中小企業の診断」研究プロジェクト　報告意欲は高い中小企業は高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。中小企業におけるクラウド利活用の課題

　５０人未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用しての診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。、今後の検討課題の診断」研究プロジェクト　報告サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告意欲は高い中小企業は軒並み高い事がうかがえる。み方高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。事が少ない中小企業う組織向けの攻撃の脅威かが少ない中小企業える調査研究。
例えば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、「サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告人材の診断」研究プロジェクト　報告育成・採用と評価に関する調査研究」２１．総論６％程度であるのに対し、中小企でチーム主査までご連絡ください。あり、現されている。ネットワークにつながった状認識の状況の診断」研究プロジェクト　報告４．総論６％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究比べる調査研究と評価に関する調査研究５倍になっに関する調査研究なっ
てお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、「外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業からの診断」研究プロジェクト　報告助言を実施しようとしている企業の実践手順受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たける調査研究」も提３０．総論０％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究なってお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、現されている。ネットワークにつながった状の診断」研究プロジェクト　報告２０．総論２％程度であるのに対し、中小企と評価に関する調査研究比べる調査研究と評価に関する調査研究１割高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。結果
と評価に関する調査研究なった。

６．総論４．総論自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告充足度が少ない中小企業「わからない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」中小企業におけるクラウド利活用の課題

　サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応の診断」研究プロジェクト　報告充足度に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては、５０人未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用しての診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。は「わからない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」が少ない中小企業６０％程度であるのに対し、中小企を実施しようとしている企業の実践手順越える程度となっており、最も低いサービス業でも６割５えてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。
り、「十分でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究」の診断」研究プロジェクト　報告５．総論５％程度であるのに対し、中小企の診断」研究プロジェクト　報告１０倍になっに関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。　
　これは、５０人未満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用しての診断」研究プロジェクト　報告経営者の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告必要性は認識の状況してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順したい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。も提の診断」研究プロジェクト　報告
の診断」研究プロジェクト　報告、よくわからない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状況に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。かと評価に関する調査研究推察される。される調査研究。
　企業におけるクラウド利活用の課題規模が少ない中小企業大き情報財産（資産）くなる調査研究ほど、サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応の診断」研究プロジェクト　報告充足度に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て自覚的に関する調査研究認識の状況してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究傾向けの攻撃の脅威が少ない中小企業
ある調査研究事から、サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ての診断」研究プロジェクト　報告認知フォーマッを実施しようとしている企業の実践手順深める活動の必要性が高いめる調査研究活動の診断」研究プロジェクト　報告必要性が少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究推定される調査研究。
　この診断」研究プロジェクト　報告結果を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえて、本プロジェクトでチーム主査までご連絡ください。は中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告現されている。ネットワークにつながった状を実施しようとしている企業の実践手順次の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。に関する調査研究分析すると下図の様になった。した。

【中小企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究クラウド利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告現されている。ネットワークにつながった状】
 中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業既にクラウドを経験済みに関する調査研究クラウドを実施しようとしている企業の実践手順経験済みみ方
 中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業メールや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ファイルサーバ等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題種に関する調査研究依存しない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。共通サービスの診断」研究プロジェクト　報告本格的利用と評価に関する調査研究
を実施しようとしている企業の実践手順実際に直面する問題を調に関する調査研究導入への実践的課題と検討内容してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か検討してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

 中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告専門部署の設置・人材育成が少ない中小企業の診断」研究プロジェクト　報告設置・人材育成が少ない中小企業進んでチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。
 中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業外部の診断」研究プロジェクト　報告専門家の助言相談の意欲は高い中小企業への診断」研究プロジェクト　報告相談の意欲は高い中小企業意欲は高い中小企業は高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業、助言を実施しようとしている企業の実践手順受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たけたこと評価に関する調査研究は少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。
 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告必要性は認識の状況してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順したい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。も提の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告、よくわからない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状況に関する調査研究なっ
てい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究
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Ⅱ．総論導入への実践的課題と検討内容手順

１．総論クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告全体像の俯瞰の診断」研究プロジェクト　報告俯瞰
クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告全体的な俯瞰を実施しようとしている企業の実践手順下図して構成してある。に関する調査研究よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究見てみ方る調査研究。ステークホルダーが少ない中小企業網羅しているとされてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か

確認する調査研究。

２．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威組織向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告脅威
２．総論１．総論企業におけるクラウド利活用の課題等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告組織向けの攻撃の脅威け攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告脅威

　サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告脅威は年々がクラウドサービスの導入に当たり、実際に直面する問題を調複雑・巧妙に関する調査研究なってき情報財産（資産）てい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。サイバー攻撃の脅威に関する調査研究よる調査研究被害は、顧は、顧

客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業従業におけるクラウド利活用の課題員の診断」研究プロジェクト　報告個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告漏えい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、ウイルスや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業詐欺メールによるハッキング被害、メールに関する調査研究よる調査研究ハッキン一覧グ被害は、顧、Webサイトの診断」研究プロジェクト　報告改

ざんや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業妨害は、顧に関する調査研究よる調査研究サービス停止、スマホ決済みの診断」研究プロジェクト　報告不正しい情報提供について確認する。利用と評価に関する調査研究など、金銭的な要求められるＩＴガバナンスを実施しようとしている企業の実践手順する調査研究人質的・脅迫

犯罪、など多くの企業で利用されている結果となった。岐にわたっている。攻撃者の目的は個人情報や機密情報の取得、金銭を得る、営業・に関する調査研究わたってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。攻撃の脅威者の診断」研究プロジェクト　報告目的は個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業機密情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告取り組み方得、金銭を実施しようとしている企業の実践手順得る調査研究、営業におけるクラウド利活用の課題・

サービスの診断」研究プロジェクト　報告妨害は、顧などさまざまな内容へと評価に関する調査研究変化に伴う組織向けの攻撃の脅威してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　「情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 10大脅威 2020」※２－１(組織向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告脅威)　　独立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュア行政法人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告処理推進
機構(IPA)が少ない中小企業公表されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。自社デンカク）、でチーム主査までご連絡ください。想定される調査研究被害は、顧、影響として「企業に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て下記の様に定義されている。に関する調査研究記の様に定義されている。載して、確認してして、確認して
お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。くこと評価に関する調査研究が少ない中小企業望まで含めるとましい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。

表 2: 組織向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告脅威
脅威 倒産の診断」研究プロジェクト　報告有無 売上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ激減 顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、離れれ

1位 標的型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援攻撃の脅威に関する調査研究よる調査研究被害は、顧

2位 ビジネスメール詐欺メールによるハッキング被害、に関する調査研究よる調査研究被害は、顧

3位 ラン一覧サム監査学会ウェアに関する調査研究よる調査研究被害は、顧

4位 サプライチェーン一覧の診断」研究プロジェクト　報告弱点を実施しようとしている企業の実践手順悪用と評価に関する調査研究した攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業まり 影響として「企業大

5位 内部不正しい情報提供について確認する。に関する調査研究よる調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告漏えい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。 影響として「企業大

6位 サービス妨害は、顧攻撃の脅威に関する調査研究よる調査研究サービスの診断」研究プロジェクト　報告停止 影響として「企業大

7位 イン一覧ターネットサービスからの診断」研究プロジェクト　報告個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告窃取り組み方

8位 IoT機器の脆弱性の顕在化の診断」研究プロジェクト　報告脆弱性の診断」研究プロジェクト　報告顕在化に伴う組織向けの攻撃の脅威

9位 脆弱性対策の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告公開に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威悪用と評価に関する調査研究増加の管理策等の改善処置

10位 不注意に関する調査研究よる調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告漏えい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

脅威に関する調査研究備するのが一える調査研究に関する調査研究は、ウイルス対策の診断」研究プロジェクト　報告以外に関する調査研究も提、ラン一覧サム監査学会ウェア、フィ対策の診断」研究プロジェクト　報告ッシン一覧グメール、悪意の診断」研究プロジェクト　報告ある調査研究
サイトへの診断」研究プロジェクト　報告誘導、脆弱性の診断」研究プロジェクト　報告放置、ファイル転送に関する調査研究よる調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告流れ出、USBデバイスを実施しようとしている企業の実践手順使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらのう組織向けの攻撃の脅威不正しい情報提供について確認する。な
データコピー、ソフトの診断」研究プロジェクト　報告誤の段階での業務選定操作、印刷ドキュメントによる持ち出しなどに対しても、ガードを固めるドキュメン一覧トに関する調査研究よる調査研究持ち出しなどに関する調査研究対しても提、ガードを実施しようとしている企業の実践手順固めるめる調査研究
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必要が少ない中小企業ある調査研究。最近い状況で、多くの企業で利用されている結果となった。の診断」研究プロジェクト　報告事例を実施しようとしている企業の実践手順見る調査研究と評価に関する調査研究、内部関する調査研究係ありません。者に関する調査研究よる調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告持ち出し、不正しい情報提供について確認する。・犯行も提起きることをき情報財産（資産）る調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順
前提に関する調査研究せざる調査研究を実施しようとしている企業の実践手順得ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。

２．総論２．総論クラウドサービスに関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究事故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業事例

クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告事故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業事例でチーム主査までご連絡ください。Ｗｅｂ上で紹介されているのは下記のものがある。上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。紹介されているのは下記のものがある。されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告は下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告も提の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業ある調査研究。

①シ レン一覧タルサーバー・クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者

・5000件チェックを実施しようとしている企業の実践手順超えており、える調査研究顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、データが少ない中小企業消のためのリスクと対策の明確化失

・事業におけるクラウド利活用の課題者側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会メン一覧テナン一覧スの診断」研究プロジェクト　報告作業におけるクラウド利活用の課題ミスが少ない中小企業原因

・バックアップは同一サーバー内に関する調査研究取り組み方得

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている ファイル転送サービス事業におけるクラウド利活用の課題者

・480万件チェックを実施しようとしている企業の実践手順超えており、える調査研究利用と評価に関する調査研究者の診断」研究プロジェクト　報告個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究ログイン一覧情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業漏えい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

・サーバーの診断」研究プロジェクト　報告脆弱性に関する調査研究対する調査研究サイバー攻撃の脅威が少ない中小企業原因

③ 国立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュア研究プロジェクト　報告開発法人

・5000件チェックを実施しようとしている企業の実践手順超えており、える調査研究個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業未公表の診断」研究プロジェクト　報告研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業クラウドサービス（メールシステム監査学会）と評価に関する調査研究内部

システム監査学会から漏えい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

・クラウドサービスへの診断」研究プロジェクト　報告不正しい情報提供について確認する。アクセスを実施しようとしている企業の実践手順契機と評価に関する調査研究したサイバー攻撃の脅威が少ない中小企業原因

④ 国立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュア大学法人「鹿屋体育大学」

・不正しい情報提供について確認する。アクセスに関する調査研究よって約 2,CISA500件チェックの診断」研究プロジェクト　報告メールアドレスが少ない中小企業外部に関する調査研究流れ出した

・さらに関する調査研究、その診断」研究プロジェクト　報告アカウン一覧トを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究して「成り済みましメール」を実施しようとしている企業の実践手順 319件チェック送信されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。たこと評価に関する調査研究も提発覚

・学生の診断」研究プロジェクト　報告クラウドサービスアカウン一覧トが少ない中小企業悪用と評価に関する調査研究されたこと評価に関する調査研究

３．総論中小企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業何故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業攻撃の脅威される調査研究の診断」研究プロジェクト　報告か　　　　
最近い状況で、多くの企業で利用されている結果となった。でチーム主査までご連絡ください。は、大企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順標的に関する調査研究して攻撃の脅威しよう組織向けの攻撃の脅威と評価に関する調査研究しても提、強い固めるなセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順講じている状況じてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究状況

の診断」研究プロジェクト　報告ため、大企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究取り組み方引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、を実施しようとしている企業の実践手順してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業充分でチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。中小企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順攻撃の脅威・突破し、し、メー

ルなどを実施しようとしている企業の実践手順通じて大企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会内部に関する調査研究侵入への実践的課題と検討内容する調査研究サプライチェーン一覧攻撃の脅威※２－２が少ない中小企業知フォーマッられる調査研究様に定義されている。に関する調査研究なっ

た。

３．総論１中小企業におけるクラウド利活用の課題は標的に関する調査研究なりや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業すい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

「我が国企業が少ない中小企業社デンカク）、くらい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告規模なら狙われることはない」、「機密情報なんて保持していない」、「狙われわれる調査研究こと評価に関する調査研究はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」、「機密情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告なんて保持してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」、「狙われることはない」、「機密情報なんて保持していない」、「狙われわれ

る調査研究よう組織向けの攻撃の脅威なデータも提ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。」と評価に関する調査研究安易に考えることなど油断は禁物である。に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究こと評価に関する調査研究など油断は禁物でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

攻撃の脅威されや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業すい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告特徴を幾つか紹介することとする。を実施しようとしている企業の実践手順幾つか紹介することとする。つか紹介されているのは下記のものがある。する調査研究こと評価に関する調査研究と評価に関する調査研究する調査研究。

①シ大手企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、先に関する調査研究持つ

 貴社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告ホーム監査学会ページに関する調査研究取り組み方引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、先と評価に関する調査研究して大手企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順列挙げられているしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。下請的な関する調査研究係ありません。が少ない中小企業明確

に関する調査研究分かる調査研究企業におけるクラウド利活用の課題

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているサプライチェーン一覧の診断」研究プロジェクト　報告一環と評価に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究

 ある調査研究業におけるクラウド利活用の課題界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業としの診断」研究プロジェクト　報告上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ流れ工程から、下流れ工程までチーム主査までご連絡ください。明示され、その診断」研究プロジェクト　報告環の診断」研究プロジェクト　報告一翼を担う企業としを実施しようとしている企業の実践手順担う組織向けの攻撃の脅威企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究して位

置づけられてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題

◦ 万が少ない中小企業一、自社デンカク）、を実施しようとしている企業の実践手順踏まみ方台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、に関する調査研究されて取り組み方引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、先の診断」研究プロジェクト　報告大企業におけるクラウド利活用の課題への診断」研究プロジェクト　報告サイバー攻撃の脅威が少ない中小企業行われてしまったら、

当該企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告取り組み方引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、が少ない中小企業なくなってしまう組織向けの攻撃の脅威可能性も提ある調査研究。

◦ 今は中小企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業サイバー攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告対象に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順認識の状況し、必要な対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順講じている状況

じてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。かなくてはならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。
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３．総論２．総論対策の診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧の診断」研究プロジェクト　報告推奨対策の診断」研究プロジェクト　報告

情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告処理推進機構（IPA）が少ない中小企業発表してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 対策の診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧　第

3版』』※２－３でチーム主査までご連絡ください。は、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告 5つの診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順推奨してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

①シOSや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ソフトウェアは常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッに関する調査研究最新の診断」研究プロジェクト　報告状態に関する調査研究する調査研究　

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているウイルス対策の診断」研究プロジェクト　報告ソフトを実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容する調査研究

③パスワードを実施しようとしている企業の実践手順強い化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究

④共有設定を実施しようとしている企業の実践手順見直しす

⑤脅威や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告手口を知っておくを実施しようとしている企業の実践手順知フォーマッってお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。く

また、ファイルを実施しようとしている企業の実践手順バックアップし、復元でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究機能も提必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

３．総論３．総論中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告サイバー攻撃の脅威対策の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業度化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告必要性

前述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義の診断」研究プロジェクト　報告「中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧」は、「中小企業におけるクラウド利活用の課題」に関する調査研究特化に伴う組織向けの攻撃の脅威されてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、サイバー

攻撃の脅威対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業重要な対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告み方に関する調査研究限定されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究様に定義されている。に関する調査研究も提捉える事ができる。える調査研究事が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究。

　クラウドが少ない中小企業利用と評価に関する調査研究される調査研究サイバー空間に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告み方、脅威が少ない中小企業軽減されたり、被害は、顧

が少ない中小企業減少ない中小企業したりする調査研究サイバー攻撃の脅威などは存在しない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究と評価に関する調査研究、先の診断」研究プロジェクト　報告限定的な対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告み方でチーム主査までご連絡ください。は不十分

でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。

　しかし、資金も提人材も提限られてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究中小企業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けに関する調査研究、適切なサイバー攻撃対策を検討する必要なサイバー攻撃の脅威対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順検討する調査研究必要

が少ない中小企業ある調査研究。サイバー空間の診断」研究プロジェクト　報告脅威と評価に関する調査研究中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告資源をネットワーク経由で利用する仕組みのことである。今やスマートフォンや携不足の診断」研究プロジェクト　報告２つの診断」研究プロジェクト　報告問題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告解です。決策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告一つと評価に関する調査研究して、段階における詳細な手順・評価的

に関する調査研究クラウドを実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容する調査研究方法を実施しようとしている企業の実践手順検討した。

３．総論４．総論クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告脅威や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業脆弱性

　サイバー攻撃の脅威への診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等える調査研究上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。、他の参考とする国内外の基準等人の診断」研究プロジェクト　報告コン一覧ピュータシステム監査学会を実施しようとしている企業の実践手順使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらのって、自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威

上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。はクラウド導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究応じた脅威や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業脆弱性への診断」研究プロジェクト　報告対応は避けて通れない課題である。けて通れない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。課題と検討内容でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。企業におけるクラウド利活用の課題経営上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ、

クラウド導入への実践的課題と検討内容と評価に関する調査研究セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応への診断」研究プロジェクト　報告アプローチを実施しようとしている企業の実践手順整理してみ方る調査研究と評価に関する調査研究下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究なる調査研究。

表 3: クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容と評価に関する調査研究アプローチ

クラウド導入への実践的課題と検討内容でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容 アプローチ

 クラウドの診断」研究プロジェクト　報告持つ潜在的なリスク

が少ない中小企業、自社デンカク）、業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究影響として「企業を実施しようとしている企業の実践手順与えないえない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

か。

事前の診断」研究プロジェクト　報告想定リスクでチーム主査までご連絡ください。シミュレーション一覧してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。く。メリットも提

ある調査研究が少ない中小企業デメリットも提ある調査研究。

 サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告脅威はど

の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威なも提の診断」研究プロジェクト　報告か。　

具体的なサイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクを実施しようとしている企業の実践手順特定する調査研究。

リスクアセスメン一覧トに関する調査研究より適切なサイバー攻撃対策を検討する必要に関する調査研究脅威を実施しようとしている企業の実践手順特定する調査研究事が少ない中小企業望まで含めると

ましく、対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等える調査研究上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。も提専門部門や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業専門家の助言相談の意欲は高い中小企業に関する調査研究委託す

る調査研究事でチーム主査までご連絡ください。ム監査学会ダを実施しようとしている企業の実践手順省く視点でチーム主査までご連絡ください。も提望まで含めるとましい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。

 被害は、顧、損失に関する調査研究基づい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て逆算して、

企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告経営を実施しようとしている企業の実践手順危うくする脅威を推う組織向けの攻撃の脅威くする調査研究脅威を実施しようとしている企業の実践手順推

定する調査研究。

リスクレベルの診断」研究プロジェクト　報告推定は経験が少ない中小企業必要と評価に関する調査研究されてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業

自社デンカク）、が少ない中小企業納得する調査研究方法を実施しようとしている企業の実践手順採用と評価に関する調査研究する調査研究。外部の診断」研究プロジェクト　報告有資格の診断」研究プロジェクト　報告専門

家の助言相談の意欲は高い中小企業に関する調査研究委託する調査研究事も提検討する調査研究。

 推定脅威から、中小でチーム主査までご連絡ください。も提守るべき情報財産（資産）らなけ

れば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。脅威を実施しようとしている企業の実践手順、予算・人員

の診断」研究プロジェクト　報告許す限り選定する。す限り選定する調査研究。

守るべき情報財産（資産）る調査研究べき情報財産（資産）も提の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究、予算・人員の診断」研究プロジェクト　報告バラン一覧ス

クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告人材の診断」研究プロジェクト　報告育成も提検討する調査研究。

 選定された脅威に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て対応策の診断」研究プロジェクト　報告、

管理策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順決定する調査研究。

不可能な場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。はその診断」研究プロジェクト　報告理由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告説明責任が少ない中小企業必要

発生時の留意点はや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業を実施しようとしている企業の実践手順得なかったと評価に関する調査研究許す限り選定する。しても提らえる調査研究か

 各種対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順しても提残るリスク（残る調査研究リスク（残るリスク（残

留リスク）を実施しようとしている企業の実践手順推定して被害は、顧、損失を実施しようとしている企業の実践手順

計数による調査結果を分析すると下図の様になった。化に伴う組織向けの攻撃の脅威してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。く。

リスクが少ない中小企業残るリスク（残る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告は想定内だが少ない中小企業、不幸にして発生したら最に関する調査研究して発生したら最

悪と評価に関する調査研究なる調査研究ケースを実施しようとしている企業の実践手順覚悟しておくことが必要であるしてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。くこと評価に関する調査研究が少ない中小企業必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究
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上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威な、クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威リスク対応と評価に関する調査研究して、次の診断」研究プロジェクト　報告事項と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性は取り組み方れる調査研究か。

①シクラウドへ移行したと評価に関する調査研究き情報財産（資産）情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究変化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告かその診断」研究プロジェクト　報告内容を実施しようとしている企業の実践手順確認した

か。

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているサードパーティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告サービスプロバイダが少ない中小企業提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保証機能はある調査研究の診断」研究プロジェクト　報告か。

③必要に関する調査研究応じて、又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「は顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、の診断」研究プロジェクト　報告要請に関する調査研究応じて、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告国際に直面する問題を調認証「JIS Q 

27001（ISO/IEC 27001）」や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業「JIS Q 27017（ISO/IEC 27017）」の診断」研究プロジェクト　報告認証を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得する調査研究か。

　以上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告確認事項を実施しようとしている企業の実践手順課題と検討内容と評価に関する調査研究して認識の状況して導入への実践的課題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順進める調査研究

３．総論５．総論クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題経営状態

　クラウドサービスを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告経営状態の診断」研究プロジェクト　報告説明は確実でチーム主査までご連絡ください。整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性が少ない中小企業と評価に関する調査研究れてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か。事前に関する調査研究し

てお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。かなければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。条件チェックを実施しようとしている企業の実践手順満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用してたしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か、経営者は確認する調査研究必要が少ない中小企業ある調査研究。

企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告本来ビジネスと評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性と評価に関する調査研究は、①シ自転車操業におけるクラウド利活用の課題的なビジネス企業におけるクラウド利活用の課題や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている基本的なビジネスは

回ってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。は結果と評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容効果が少ない中小企業出ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。、経営の診断」研究プロジェクト　報告安定化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究専念することが第一でする調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業第一でチーム主査までご連絡ください。

ある調査研究。

　特に関する調査研究、自転車操業におけるクラウド利活用の課題的なビジネス企業におけるクラウド利活用の課題は問題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順抱えながら、かろうじて経営している。その結果クえなが少ない中小企業ら、かろう組織向けの攻撃の脅威じて経営してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。その診断」研究プロジェクト　報告結果ク

ラウド導入への実践的課題と検討内容が少ない中小企業問題と検討内容解です。決に関する調査研究寄与えないする調査研究、と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告甘い考えに陥る可能性がある。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。考とする国内外の基準等えに関する調査研究陥る可能性がある。る調査研究可能性が少ない中小企業ある調査研究。

　その診断」研究プロジェクト　報告ため、経営上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告説明責任と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性は取り組み方れる調査研究事が少ない中小企業必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

①シ企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究してはどの診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧に関する調査研究従って対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順講じている状況じてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告社デンカク）、会的責任を実施しようとしている企業の実践手順果たしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。た

かを実施しようとしている企業の実践手順説明でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究か。

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている従って、どの診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業社デンカク）、会的に関する調査研究一番知フォーマッ名度が少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。か、や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業を実施しようとしている企業の実践手順得ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究される調査研究許す限り選定する。

容範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。の診断」研究プロジェクト　報告ガイドや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業事業におけるクラウド利活用の課題者はどれかを実施しようとしている企業の実践手順確実に関する調査研究認識の状況してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。たか。

③所属する調査研究業におけるクラウド利活用の課題界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業とし、多くの企業で利用されている結果となった。くの診断」研究プロジェクト　報告顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、が少ない中小企業認知フォーマッしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究ガイドライン一覧・事業におけるクラウド利活用の課題者でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究ならば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業生き情報財産（資産）残るリスク（残れ

る調査研究クラウド導入への実践的課題と検討内容でチーム主査までご連絡ください。あろう組織向けの攻撃の脅威。

４．総論テレワークに関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究クラウド導入への実践的課題と検討内容
４．総論１．総論新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウイルス感染症対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告テレワーク緊急導入への実践的課題と検討内容支援

　本来テレワークに関する調査研究はクラウドの診断」研究プロジェクト　報告活用と評価に関する調査研究が少ない中小企業当然考とする国内外の基準等えねば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、イン一覧フラの診断」研究プロジェクト　報告一環でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。特に関する調査研究、働きき情報財産（資産）

方改革への取り組みとして、時間外労働や勤務形態の改善のために計画性をもって導入しなけへの診断」研究プロジェクト　報告取り組み方り組み方と評価に関する調査研究して、時の留意点間外労働きや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業勤務の選定形態の診断」研究プロジェクト　報告改善の診断」研究プロジェクト　報告ために関する調査研究計画性を実施しようとしている企業の実践手順も提って導入への実践的課題と検討内容しなけ

れば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。

　今、中小企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業、新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウイルス感染症に関する調査研究関する調査研究する調査研究対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告ため、在宅又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「はサテライトオフィ対策の診断」研究プロジェクト　報告ス

に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て就業におけるクラウド利活用の課題する調査研究テレワークに関する調査研究取り組み方り組む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順目的と評価に関する調査研究して、テレワーク用と評価に関する調査研究通信機器の脆弱性の顕在化の診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容・運用と評価に関する調査研究、就

業におけるクラウド利活用の課題規則・労使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらの協定等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告作成・変更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で等とは関係ありません。を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順して業におけるクラウド利活用の課題務の選定改善の診断」研究プロジェクト　報告推進を実施しようとしている企業の実践手順図して構成してある。る調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順目的と評価に関する調査研究する調査研究支援が少ない中小企業実

施しようとしている企業の実践手順されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。（新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウイルス感染症対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告テレワーク緊急導入への実践的課題と検討内容支援※２－４）

　しかし、ここでチーム主査までご連絡ください。推進されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告は、新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウイルス対策の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究して在宅勤務の選定者を実施しようとしている企業の実践手順確保して感染

拡大を実施しようとしている企業の実践手順防ぐことを目的にしている。そのため、クラウド化に伴う働き方の形態の変化を考慮した上ぐ事で生産性こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順目的に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。その診断」研究プロジェクト　報告ため、クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威働きき情報財産（資産）方の診断」研究プロジェクト　報告形態の診断」研究プロジェクト　報告変化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等慮した上した上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ

でチーム主査までご連絡ください。導入への実践的課題と検討内容する調査研究必要が少ない中小企業ある調査研究。例えば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ労使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらの間の診断」研究プロジェクト　報告合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。意等とは関係ありません。が少ない中小企業必要な契約を実施しようとしている企業の実践手順十分に関する調査研究確認する調査研究事が少ない中小企業求められるＩＴガバナンスめられる調査研究。

　機器の脆弱性の顕在化導入への実践的課題と検討内容・利用と評価に関する調査研究・運用と評価に関する調査研究や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理は、適切なサイバー攻撃対策を検討する必要なリスク管理と評価に関する調査研究セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業求められるＩＴガバナンスめられる調査研究。厚生

労働き省よりテレワークガイドライン一覧、米国ＮＩＳＴガバナンスＳＰ８００－１７１などが少ない中小企業発行されてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り適切なサイバー攻撃対策を検討する必要な対応が少ない中小企業

求められるＩＴガバナンスめられる調査研究。一方でチーム主査までご連絡ください。クラウドが少ない中小企業前提と評価に関する調査研究なる調査研究ため、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。なイン一覧シデン一覧トへの診断」研究プロジェクト　報告適切なサイバー攻撃対策を検討する必要な運用と評価に関する調査研究方法と評価に関する調査研究維

持管理策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順策の診断」研究プロジェクト　報告定する調査研究必要が少ない中小企業ある調査研究が少ない中小企業、個別の診断」研究プロジェクト　報告条件チェックに関する調査研究合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。わせて判断する調査研究必要が少ない中小企業ある調査研究。

 設定ミスや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業知フォーマッ識の状況不足などに関する調査研究より非公開の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順誤の段階での業務選定操作に関する調査研究よりイン一覧ターネットに関する調査研究開示してし

まう組織向けの攻撃の脅威。

 アクセス権の設定が誤っていて非公開のファイルのはずがだれでも閲覧可能になっていたの診断」研究プロジェクト　報告設定が少ない中小企業誤の段階での業務選定ってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て非公開の診断」研究プロジェクト　報告ファイルの診断」研究プロジェクト　報告はずが少ない中小企業だれでチーム主査までご連絡ください。も提閲覧可能に関する調査研究なってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。た。
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５．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順しよう組織向けの攻撃の脅威と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告実践手順
５．総論１．総論基本的な流れれ

下図して構成してある。でチーム主査までご連絡ください。は、これからクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順しよう組織向けの攻撃の脅威と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順例に関する調査研究基本的な流れれを実施しようとしている企業の実践手順説明する調査研究。既にクラウドを経験済み

に関する調査研究クラウド導入への実践的課題と検討内容してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題は、下図して構成してある。の診断」研究プロジェクト　報告「定期的なクラウド運用と評価に関する調査研究チッェクと評価に関する調査研究評価に関する調査研究」から始める。める調査研究。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

５．総論２．総論手順策の診断」研究プロジェクト　報告定時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告留意点

　クラウド導入への実践的課題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順検討する調査研究たたき情報財産（資産）台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、と評価に関する調査研究して、小規模から取り組み方り組め、段階における詳細な手順・評価的に関する調査研究理解です。でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）、他の参考とする国内外の基準等人に関する調査研究説明でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究こと評価に関する調査研究

を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等慮した上した下表の診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告実践手順を実施しようとしている企業の実践手順仮定した（ただし、新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウィ対策の診断」研究プロジェクト　報告ルスへの診断」研究プロジェクト　報告対応に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威テレワークに関する調査研究

よって、検討フェーズがないままクラウドサービスの利用に踏み切ったケースが多数あると見受けられる。例が少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ままクラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究に関する調査研究踏まみ方切なサイバー攻撃対策を検討する必要ったケースが少ない中小企業多くの企業で利用されている結果となった。数による調査結果を分析すると下図の様になった。ある調査研究と評価に関する調査研究見受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たけられる調査研究。例

えば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッオン一覧ライン一覧ミーティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グツール）。

・中小の診断」研究プロジェクト　報告経営者に関する調査研究受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たけ入への実践的課題と検討内容れや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業すい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。（分かりや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業すい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。）手順。

・今までチーム主査までご連絡ください。議論されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。なかった実践的手順。

・各段階における詳細な手順・評価はステップバイステップでチーム主査までご連絡ください。より高い中小企業度なクラウド利用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順目指してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

・段階における詳細な手順・評価は第 0～４、Xの診断」研究プロジェクト　報告６段階における詳細な手順・評価を実施しようとしている企業の実践手順設定してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

・各段階における詳細な手順・評価は最低でチーム主査までご連絡ください。も提１年以上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ実施しようとしている企業の実践手順する調査研究事が少ない中小企業望まで含めるとましい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。　（０，１，Xの診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価は例外でチーム主査までご連絡ください。半年程度でチーム主査までご連絡ください。も提よい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。）

・本研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。は中小経営者の診断」研究プロジェクト　報告壁となる、第１～３段階の研究を中心に行う。と評価に関する調査研究なる調査研究、第１～３段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順中心の対象業務選定手順に関する調査研究行う組織向けの攻撃の脅威。
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クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告運用と評価に関する調査研究 

定期的なクラウド運用と評価に関する調査研究チッェクと評価に関する調査研究評価に関する調査研究 

J IS Q 27001の診断」研究プロジェクト　報告認証取り組み方得 
J IS Q 27017 の診断」研究プロジェクト　報告認証取り組み方得 
Ｐマークの診断」研究プロジェクト　報告取り組み方得 

既にクラウドを経験済みに関する調査研究導入への実践的課題と検討内容してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究企業におけるクラウド利活用の課題はここから 

資産保護への診断」研究プロジェクト　報告追加の管理策等の改善処置対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実施しようとしている企業の実践手順 

セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブ型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援の診断」研究プロジェクト　報告クラウド運用と評価に関する調査研究への診断」研究プロジェクト　報告是非（必
要時の留意点） 

⓪クラウドの診断」研究プロジェクト　報告活用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順理解です。する調査研究ための診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告収集と理解と評価に関する調査研究理解です。 

クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威すべき情報財産（資産）業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定 

④クラウド運用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告継続的改善 

個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保護、  
情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産保護 
クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告見直しし 
新規作業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告マニュアル作成 

クラウドの診断」研究プロジェクト　報告特性を実施しようとしている企業の実践手順体験する調査研究ための診断」研究プロジェクト　報告試行錯誤の段階での業務選定を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順 
①シアジャイル型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているプロトタイプ型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援、 別 
 

クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告選定と評価に関する調査研究契約 

クラウド資産の診断」研究プロジェクト　報告リスク分析すると下図の様になった。 

③本格導入への実践的課題と検討内容型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援 
業におけるクラウド利活用の課題務の選定クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告目的設定・評価に関する調査研究 
クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威への診断」研究プロジェクト　報告体制の構築と経費の算定、予算 

①シこれから導入への実践的課題と検討内容する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題はここから 

クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告成果と評価に関する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題活動の診断」研究プロジェクト　報告継続的進展 

図して構成してある。 9: クラウドの診断」研究プロジェクト　報告活用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順理解です。する調査研究ための診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告収集と理解と評価に関する調査研究理解です。
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表 4: クラウド利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告実践的構成

段階における詳細な手順・評価 特徴を幾つか紹介することとする。及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

第０段階における詳細な手順・評価

・経営者が少ない中小企業クラウドに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ての診断」研究プロジェクト　報告理解です。を実施しようとしている企業の実践手順深める活動の必要性が高いめる調査研究

・自社デンカク）、を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究必要性に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、経営者と評価に関する調査研究して

説明責任を実施しようとしている企業の実践手順果たす

・具体的な作業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順担当する調査研究人材の診断」研究プロジェクト　報告候補はいるのか確はい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告か確

認する調査研究

・担当候補はいるのか確と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告コミュニケーション一覧と評価に関する調査研究参加の管理策等の改善処置の診断」研究プロジェクト　報告同意

ここでチーム主査までご連絡ください。は検討

の診断」研究プロジェクト　報告み方

導入への実践的課題と検討内容はしない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

第１段階における詳細な手順・評価

アジャイル型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

・クラウド導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究当たっての診断」研究プロジェクト　報告体験を実施しようとしている企業の実践手順重視する調査研究試行的段

階における詳細な手順・評価と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究

・リスクを実施しようとしている企業の実践手順許す限り選定する。容でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究

・クラウド経費の算定は最小限に関する調査研究する調査研究

・第 2段階における詳細な手順・評価へ移行する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究必要な判断情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データの診断」研究プロジェクト　報告

記の様に定義されている。録を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方る調査研究

第２段階における詳細な手順・評価

プロトタイプ型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

・クラウド形態が少ない中小企業最も提効果・効率を見ると、大企業がの診断」研究プロジェクト　報告上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえが少ない中小企業る調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告再

体験を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究

・必要に関する調査研究応じて第三者の診断」研究プロジェクト　報告意見も提取り組み方り入への実践的課題と検討内容れる調査研究

・クラウド経費の算定は見積を取ってサービス内容との確認を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方ってサービス内容と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告確認

を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究

第３段階における詳細な手順・評価

本格導入への実践的課題と検討内容型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

・当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告基幹業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究

・失敗したら業績不振、最悪倒産の可能性があるのでしたら業におけるクラウド利活用の課題績不振、最悪倒産の診断」研究プロジェクト　報告可能性が少ない中小企業ある調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。

セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保険に関する調査 等とは関係ありません。に関する調査研究加の管理策等の改善処置入への実践的課題と検討内容する調査研究。

第４段階における詳細な手順・評価

ライフサイクル型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

・当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告クラウドシステム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告寿命について常に確認しに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッに関する調査研究確認し

なが少ない中小企業ら運用と評価に関する調査研究する調査研究

・改善・改良・新規サービスを実施しようとしている企業の実践手順柔軟に取り入れるに関する調査研究取り組み方り入への実践的課題と検討内容れる調査研究

・ベン一覧ダーロックイン一覧を実施しようとしている企業の実践手順防ぐことを目的にしている。そのため、クラウド化に伴う働き方の形態の変化を考慮した上ぐ事で生産性様に定義されている。に関する調査研究クラウドサービスを実施しようとしている企業の実践手順常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッに関する調査研究

確認しなが少ない中小企業ら運用と評価に関する調査研究する調査研究

第ｘ段階段階における詳細な手順・評価

セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブ型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

・個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告等とは関係ありません。リスクの診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順計画す

る調査研究

・実施しようとしている企業の実践手順は第３～４の診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。実施しようとしている企業の実践手順する調査研究
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６．総論各段階における詳細な手順・評価に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究詳細な手順・評価な手順・評価に関する調査研究
上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。各段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告クラウド導入への実践的課題と検討内容手順と評価に関する調査研究、次の診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価に関する調査研究進める調査研究ための診断」研究プロジェクト　報告判断を実施しようとしている企業の実践手順示す。

６．総論１．総論第０段階における詳細な手順・評価

実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

第０段階における詳細な手順・評価

経営者の診断」研究プロジェクト　報告ポリシー・実践内容⓪
 クラウドに関する調査研究興味を持つが自社の役に立つのか自問自答するを実施しようとしている企業の実践手順持つが少ない中小企業自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告役に立つのか自問自答するに関する調査研究立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュアつの診断」研究プロジェクト　報告か自問自答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業する調査研究

 経営者向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告クラウド関する調査研究連セミナーに関する調査研究参加の管理策等の改善処置する調査研究

 業におけるクラウド利活用の課題界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業としでチーム主査までご連絡ください。既にクラウドを経験済みに関する調査研究クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究経営者と評価に関する調査研究コミュニケーション一覧する調査研究

 クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業クラウド監査に関する調査研究関する調査研究わる調査研究人材育成を実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威

担当者の診断」研究プロジェクト　報告ポリシー・実践内容⓪
 自社デンカク）、に関する調査研究役に立つのか自問自答する立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュアつかどう組織向けの攻撃の脅威か各種資料などを実施しようとしている企業の実践手順参考とする国内外の基準等に関する調査研究検討する調査研究

 クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業システム監査学会監査の診断」研究プロジェクト　報告資格取り組み方得の診断」研究プロジェクト　報告ため学習する調査研究

評価に関する調査研究・決断 兎に角やってみて、体験してみる事に決めるに関する調査研究角やってみて、体験してみる事に決めるや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ってみ方て、体験してみ方る調査研究事に関する調査研究決める調査研究

６．総論２．総論第１段階における詳細な手順・評価

実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

第１段階における詳細な手順・評価

アジャイル

型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

ポリシー⓪
 クラウド導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究当たっての診断」研究プロジェクト　報告体験を実施しようとしている企業の実践手順重視する調査研究試行的段階における詳細な手順・評価と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究

①シ対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定

 リスクを実施しようとしている企業の実践手順許す限り選定する。容でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている事業におけるクラウド利活用の課題者選定

 クラウド経費の算定は、例えば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ第１段階における詳細な手順・評価５０～１００万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存程度

③バックアップ

 クラウドバックアップに関する調査研究即した方法を試行し、対応方法を学習するした方法を実施しようとしている企業の実践手順試行し、対応方法を実施しようとしている企業の実践手順学習する調査研究

④トラブル対応

 クラウド対応に関する調査研究即した方法を試行し、対応方法を学習するした方法を実施しようとしている企業の実践手順試行し対応方法を実施しようとしている企業の実践手順学習する調査研究。

⑤システム監査学会監査と評価に関する調査研究 ISMS クラウド監査

 第 2段階における詳細な手順・評価へ移行する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究必要な判断情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データを実施しようとしている企業の実践手順記の様に定義されている。録する調査研究

評価に関する調査研究・決断  経営者及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。クラウド管理者が少ない中小企業第１段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データでチーム主査までご連絡ください。安全性、有

効性、効率を見ると、大企業が性を実施しようとしている企業の実践手順評価に関する調査研究する調査研究

 必要に関する調査研究応じて第三者の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究も提取り組み方り入への実践的課題と検討内容れる調査研究

 第２段階における詳細な手順・評価へ進む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業事を実施しようとしている企業の実践手順決定する調査研究

６．総論３．総論第２段階における詳細な手順・評価

実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

第２段階における詳細な手順・評価

プロトタイ

プ型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

ポリシー⓪
 第１段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告経験を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえる調査研究

 セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブ情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告位置付けと評価に関する調査研究取り組み方り扱い等、リスクマネジメントとい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。等とは関係ありません。、リスクマネジメン一覧トと評価に関する調査研究

ガバナン一覧ス体制の構築と経費の算定を実施しようとしている企業の実践手順検討する調査研究

◦ リスク回避けて通れない課題である。する調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。でチーム主査までご連絡ください。も提ポリシーを実施しようとしている企業の実践手順策の診断」研究プロジェクト　報告定する調査研究

①シ対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定

 クラウド形態が少ない中小企業最も提効果・効率を見ると、大企業がの診断」研究プロジェクト　報告上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえが少ない中小企業る調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究
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◦ 例：システム監査学会　→ メール、ファイルサーバ等とは関係ありません。

 新規ビジネスでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告展開でチーム主査までご連絡ください。も提良い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

　

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている事業におけるクラウド利活用の課題者選定

 サービス内容の診断」研究プロジェクト　報告確認と評価に関する調査研究、当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告狙われることはない」、「機密情報なんて保持していない」、「狙われい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業一致しているか確認してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か確認

 クラウド経費の算定は第２段階における詳細な手順・評価１００～５００万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存程度

③バックアップ

  クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告サービスの診断」研究プロジェクト　報告バックアップ状況を実施しようとしている企業の実践手順確認しサービス

要求められるＩＴガバナンスと評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。目的適合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性を実施しようとしている企業の実践手順確認する調査研究。

④トラブル対応

 事業におけるクラウド利活用の課題者に関する調査研究マニュアルが少ない中小企業在る調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順確認、トラブル訓練を実施を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順

⑤監査　　システム監査学会監査と評価に関する調査研究 ISMS クラウド監査

 第３段階における詳細な手順・評価へ移行する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究必要な判断情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データを実施しようとしている企業の実践手順確実に関する調査研究記の様に定義されている。録

する調査研究

評価に関する調査研究・決断  クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威が少ない中小企業効果・効率を見ると、大企業がへの診断」研究プロジェクト　報告貢献度合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。を実施しようとしている企業の実践手順数による調査結果を分析すると下図の様になった。値化に伴う組織向けの攻撃の脅威して評価に関する調査研究する調査研究
 自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告リスク管理の診断」研究プロジェクト　報告視点から見て、安全性・妥当性・整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性に関する調査研究関する調査研究
し評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究

 必要に関する調査研究応じて第三者の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究も提取り組み方り入への実践的課題と検討内容れる調査研究
 第３段階における詳細な手順・評価へ進む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業事を実施しようとしている企業の実践手順決定する調査研究

６．総論４．総論第３段階における詳細な手順・評価

実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

第３段階における詳細な手順・評価

本格導入への実践的課題と検討内容

型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

ポリシー⓪
 当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告基幹業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究

①シ対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定

 第ｘ段階段階における詳細な手順・評価・セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブ型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定以外の診断」研究プロジェクト　報告全業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定対象と評価に関する調査研究する調査研究

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている事業におけるクラウド利活用の課題者選定

 第１，２段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告選定を実施しようとしている企業の実践手順踏ま襲するする調査研究

 事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告信頼関する調査研究係ありません。を実施しようとしている企業の実践手順ステークホルダーに関する調査研究説明でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順確

実に関する調査研究する調査研究

 契約は損害は、顧賠償にも言及するに関する調査研究も提言及び研究プロジェクトメンバーの見解です。する調査研究

③バックアップ

 JIS Q 27001 に関する調査研究規定されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究バックアップ関する調査研究連の診断」研究プロジェクト　報告手順に関する調査研究従い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

実施しようとしている企業の実践手順する調査研究。

 例：システム監査学会　→ IaaS の診断」研究プロジェクト　報告場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、マルチクラウドや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業クラウド外への診断」研究プロジェクト　報告バックアップ

④トラブル対応

 サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保険に関する調査 への診断」研究プロジェクト　報告加の管理策等の改善処置入への実践的課題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順検討する調査研究

 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告への診断」研究プロジェクト　報告対応と評価に関する調査研究して JIS Q 27001を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得

⑤監査　　システム監査学会監査と評価に関する調査研究 ISMS クラウド監査

 27001、27017、22301、15001 等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告取り組み方得した規格の診断」研究プロジェクト　報告内部監

査でチーム主査までご連絡ください。も提良い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

評価に関する調査研究・決断  第 3段階における詳細な手順・評価（本格導入への実践的課題と検討内容開始める。時の留意点）の診断」研究プロジェクト　報告リスク評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順再確認する調査研究。

 定期的に関する調査研究監査等とは関係ありません。に関する調査研究よる調査研究リスク評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究。
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６．総論５．総論第４段階における詳細な手順・評価

実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

第４段階における詳細な手順・評価

ライフサイ

クル型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

ポリシー⓪
 当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告クラウドシステム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告寿命について常に確認しに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッに関する調査研究確認しなが少ない中小企業ら運用と評価に関する調査研究す

る調査研究

 クラウドシステム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告分散化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順一部施しようとしている企業の実践手順行・運用と評価に関する調査研究する調査研究

①シ対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定

 クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威が少ない中小企業相応しくない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。業におけるクラウド利活用の課題務の選定以外の診断」研究プロジェクト　報告全業におけるクラウド利活用の課題務の選定

 対象と評価に関する調査研究しない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定手順、説明責任を実施しようとしている企業の実践手順確実に関する調査研究果たせる調査研究こと評価に関する調査研究

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている事業におけるクラウド利活用の課題者選定

 自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題風土との相性が良い業者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告相性が少ない中小企業良い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。業におけるクラウド利活用の課題者

③バックアップ

 復旧時の留意点間の診断」研究プロジェクト　報告想定範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。内の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データ

④トラブル対応

 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告への診断」研究プロジェクト　報告対応と評価に関する調査研究して JIS Q 27001を実施しようとしている企業の実践手順継続

 クラウドへの診断」研究プロジェクト　報告対応と評価に関する調査研究して JIS Q 27017を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得

 事業におけるクラウド利活用の課題継続マネジメン一覧トシステム監査学会 JIS Q 22301 に関する調査研究準拠

⑤システム監査学会監査と評価に関する調査研究 ISMS クラウド監査

 27001、27017、22301、15001 等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告審査の診断」研究プロジェクト　報告実施しようとしている企業の実践手順でチーム主査までご連絡ください。も提良い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

 導入への実践的課題と検討内容したクラウドシステム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告寿命について常に確認し（賞味を持つが自社の役に立つのか自問自答する期限）の診断」研究プロジェクト　報告チッェク

 改善や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業リニューアルでチーム主査までご連絡ください。延命について常に確認しを実施しようとしている企業の実践手順図して構成してある。れる調査研究かの診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データの診断」研究プロジェクト　報告収集と理解

 後の検討課題継人材育成の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告継続的教育と評価に関する調査研究その診断」研究プロジェクト　報告成果

評価に関する調査研究・決断  27001、27017、22301、15001 等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告審査を実施しようとしている企業の実践手順も提って評価に関する調査研究に関する調査研究代ええ

ても提良い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

 クラウドシステム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告寿命について常に確認しに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ての診断」研究プロジェクト　報告決定
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６．総論６．総論第Ｘ段階段階における詳細な手順・評価

実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

第ｘ段階段階における詳細な手順・評価

セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告

ブ型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

ポリシー⓪
 当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブな業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究

 これらの診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価はケースバイケースでチーム主査までご連絡ください。導入への実践的課題と検討内容する調査研究

①シ対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定

 個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順扱い等、リスクマネジメントとう組織向けの攻撃の脅威業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威

 営業におけるクラウド利活用の課題・顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順扱い等、リスクマネジメントとう組織向けの攻撃の脅威業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威

 経営企画、財務の選定・会計等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている事業におけるクラウド利活用の課題者選定

 セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブ業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究関する調査研究わる調査研究クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告リスク対応

要件チェックを実施しようとしている企業の実践手順満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用してたすこと評価に関する調査研究

③バックアップ

 デュアルクラウドでチーム主査までご連絡ください。保証する調査研究

④トラブル対応

 第４段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告対応を実施しようとしている企業の実践手順踏ま襲するする調査研究

 ＥＵ一般データ保護規則（一般データ保護規則（GDPR）対応の診断」研究プロジェクト　報告手引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、き情報財産（資産）（システム監査学会監査

学会発表資料）を実施しようとしている企業の実践手順参考とする国内外の基準等に関する調査研究して対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究

⑤監査　　システム監査学会監査と評価に関する調査研究 ISMS クラウド監査

 個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保護法に関する調査研究基づく対応を実施しようとしている企業の実践手順要求められるＩＴガバナンスされる調査研究

 EUに関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究個人データの診断」研究プロジェクト　報告保護はGDPR（General Data 

Protection Regulation）に関する調査研究基づくの診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。対応を実施しようとしている企業の実践手順要求められるＩＴガバナンスされる調査研究

評価に関する調査研究・決断  ＥＵ一般データ保護規則（一般データ保護規則（GDPR）対応の診断」研究プロジェクト　報告手引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、き情報財産（資産）（システム監査学会監査

学会発表資料）を実施しようとしている企業の実践手順参考とする国内外の基準等に関する調査研究して評価に関する調査研究する調査研究

19

2019年度「情報セキュリティ対策の診断研究プロジェクト」成果報告

©2020JSSAシステム監査学会－「情報セキュリティ対策の診断研究プロジェクト」　All right reserved.



７．総論実践手順の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究、見直しし
７．総論１．総論この診断」研究プロジェクト　報告手順に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究今後の検討課題の診断」研究プロジェクト　報告検討課題と検討内容

上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告図して構成してある。表に関する調査研究、コン一覧ピュータシステム監査学会への診断」研究プロジェクト　報告脅威は脆弱性対策の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究クラウドの診断」研究プロジェクト　報告利便性、生産性と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告調整に関する調査研究ある調査研究と評価に関する調査研究

考とする国内外の基準等えられる調査研究。

①シ具体的内容が少ない中小企業 JIS Q 27017 の診断」研究プロジェクト　報告内、中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告対応部分と評価に関する調査研究なる調査研究が少ない中小企業、それが少ない中小企業最適な答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業えか、に関する調査研究不安を実施しようとしている企業の実践手順感

じる調査研究

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている JIS Q 27001 の診断」研究プロジェクト　報告認証取り組み方得が少ない中小企業前提条件チェックでチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。か？

③ JIS Q 27017 の診断」研究プロジェクト　報告読み込みと理解を必要とするみ方込まれる項目み方と評価に関する調査研究理解です。を実施しようとしている企業の実践手順必要と評価に関する調査研究する調査研究

④中小向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ガイドを実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順済みみ方でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究事こと評価に関する調査研究

⑤これらを実施しようとしている企業の実践手順満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用してたした上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告メリットを実施しようとしている企業の実践手順享受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たする調査研究。
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27017
を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得

中小企業におけるクラウド利活用の課題対応部分

管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告最大値はどこまでチーム主査までご連絡ください。か？

J I S  Q 27001を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得

こちらの診断」研究プロジェクト　報告対応が少ない中小企業先でチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。か
　業におけるクラウド利活用の課題務の選定対応より、リスク対応を実施しようとしている企業の実践手順優先

クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威が少ない中小企業
これからの診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題

図して構成してある。 10: 中小企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスク
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Ⅲ．総論対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定

１．総論本格的なクラウド導入への実践的課題と検討内容
クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告具体的な手順と評価に関する調査研究対応、運用と評価に関する調査研究は第 0～４、Xの診断」研究プロジェクト　報告６段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。、「第３段階における詳細な手順・評価　本格導入への実践的課題と検討内容

型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援」を実施しようとしている企業の実践手順中心の対象業務選定手順に関する調査研究取り組み方り上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえげる調査研究。特に関する調査研究重点的に関する調査研究対応しなければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告

「JIS Q 27001 に関する調査研究基づくクラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実践の診断」研究プロジェクト　報告規範」の診断」研究プロジェクト　報告

紹介されているのは下記のものがある。を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究。

段階における詳細な手順・評価 取り組み方り組み方方

第３段階における詳細な手順・評価

本格導入への実践的課題と検討内容型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援

①シポリシーは経営者が少ない中小企業自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告趣旨を明確にする。を実施しようとしている企業の実践手順明確に関する調査研究する調査研究。

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定　　　本稿で紹介する。でチーム主査までご連絡ください。紹介されているのは下記のものがある。する調査研究。

③業におけるクラウド利活用の課題者選定は第１，２段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告選定を実施しようとしている企業の実践手順踏ま襲するする調査研究。信頼関する調査研究係ありません。を実施しようとしている企業の実践手順確実に関する調査研究し、損害は、顧賠償にも言及する

も提明確に関する調査研究する調査研究。

④バックアップ、トラブル対応、監査等とは関係ありません。は JIS Q 27001 及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。 JIS Q 27017を実施しようとしている企業の実践手順

取り組み方得、又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「は同等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順と評価に関する調査研究る調査研究。

リスクと評価に関する調査研究対処 失敗したら業績不振、最悪倒産の可能性があるのでしたら業におけるクラウド利活用の課題績不振や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業最悪倒産

リスクを実施しようとしている企業の実践手順回避けて通れない課題である。する調査研究選択肢の評価の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究

２．総論試行錯誤の段階での業務選定の診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定
前項でチーム主査までご連絡ください。クラウド導入への実践的課題と検討内容への診断」研究プロジェクト　報告アプローチ手順を実施しようとしている企業の実践手順紹介されているのは下記のものがある。したが少ない中小企業、対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定はアプローチの診断」研究プロジェクト　報告各段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。選定

基準が少ない中小企業変わる調査研究。

何故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業アプローチ手順の診断」研究プロジェクト　報告中に関する調査研究、試行錯誤の段階での業務選定の診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価を実施しようとしている企業の実践手順入への実践的課題と検討内容れたかは、導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究あたっての診断」研究プロジェクト　報告失敗したら業績不振、最悪倒産の可能性があるのでを実施しようとしている企業の実践手順上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ手く「経験」

に関する調査研究代ええる調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順狙われることはない」、「機密情報なんて保持していない」、「狙われい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。この診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価を実施しようとしている企業の実践手順踏ままない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。でチーム主査までご連絡ください。、本格的導入への実践的課題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題は、必ず導入への実践的課題と検討内容前に関する調査研究復旧でチーム主査までご連絡ください。

き情報財産（資産）る調査研究、バックアップと評価に関する調査研究経費の算定、復旧手順を実施しようとしている企業の実践手順用と評価に関する調査研究意してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。くこと評価に関する調査研究が少ない中小企業必要と評価に関する調査研究なる調査研究。

第 1段階における詳細な手順・評価、第 2段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告試行錯誤の段階での業務選定の診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。は、次の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威な留意点が少ない中小企業ある調査研究。

①シリスクが少ない中小企業許す限り選定する。容でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選択する調査研究。

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているクラウド形態が少ない中小企業最も提効果・効率を見ると、大企業がの診断」研究プロジェクト　報告上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえが少ない中小企業る調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定でチーム主査までご連絡ください。体験を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究。

　更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究この診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告終了時の留意点に関する調査研究、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。な事象でチーム主査までご連絡ください。第３段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告本格的に関する調査研究クラウド導入への実践的課題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順進める調査研究かの診断」研究プロジェクト　報告判断が少ない中小企業

でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究か、の診断」研究プロジェクト　報告現されている。ネットワークにつながった体験が少ない中小企業重要な留意点でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

①シクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告効果・効率を見ると、大企業が、自社デンカク）、業におけるクラウド利活用の課題務の選定への診断」研究プロジェクト　報告貢献度合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。を実施しようとしている企業の実践手順評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究。

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている経営者、クラウド管理者、社デンカク）、員が少ない中小企業クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威への診断」研究プロジェクト　報告理解です。と評価に関する調査研究納得が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究。

③自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告リスク管理の診断」研究プロジェクト　報告視点から見て、安全性・妥当性・整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性を実施しようとしている企業の実践手順評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究。

３．総論本格的導入への実践的課題と検討内容段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定
　1つの診断」研究プロジェクト　報告中小企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては、クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威対象と評価に関する調査研究なる調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告数による調査結果を分析すると下図の様になった。はそれほど多くの企業で利用されている結果となった。くない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究。だが少ない中小企業その診断」研究プロジェクト　報告中

でチーム主査までご連絡ください。優先してクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究こと評価に関する調査研究は必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。それはクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究より「Ⅰ．総論総論」に関する調査研究ある調査研究メ

リットが少ない中小企業確保され、自社デンカク）、への診断」研究プロジェクト　報告貢献向けの攻撃の脅威上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえが少ない中小企業図して構成してある。れる調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順優先する調査研究こと評価に関する調査研究に関する調査研究なる調査研究。

　本格的導入への実践的課題と検討内容段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定の診断」研究プロジェクト　報告考とする国内外の基準等え方を実施しようとしている企業の実践手順、次の診断」研究プロジェクト　報告３パターン一覧でチーム主査までご連絡ください。紹介されているのは下記のものがある。する調査研究。この診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定の診断」研究プロジェクト　報告考とする国内外の基準等え方に関する調査研究異なるものの、中小企業の４割がサービス業であり、サービス業のクラウド利用が６割５分

論が少ない中小企業出る調査研究こと評価に関する調査研究に関する調査研究十分理解です。してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究が少ない中小企業、その診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くはこの診断」研究プロジェクト　報告３パターン一覧の診断」研究プロジェクト　報告い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ずれか、または複数による調査結果を分析すると下図の様になった。の診断」研究プロジェクト　報告目的を実施しようとしている企業の実践手順も提って、

社デンカク）、内環境がクラウドである。と評価に関する調査研究比較して大きな割合を占めている。我が国企業の診断」研究プロジェクト　報告上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。導入への実践的課題と検討内容してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究。

①シシステム監査学会担当者や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業保守るべき情報財産（資産）会社デンカク）、が少ない中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ため、管理が少ない中小企業容易に考えることなど油断は禁物である。なクラウドに関する調査研究データを実施しようとしている企業の実践手順置く（コストを実施しようとしている企業の実践手順重視）。
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②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているどこからでチーム主査までご連絡ください。も提アクセスでチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究よう組織向けの攻撃の脅威、利便性の診断」研究プロジェクト　報告観点からクラウドに関する調査研究データを実施しようとしている企業の実践手順置く（利便性を実施しようとしている企業の実践手順重視）。クラウド
サービスの診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。様に定義されている。化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告中でチーム主査までご連絡ください。、利用と評価に関する調査研究したい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。機能が少ない中小企業クラウドサービスでチーム主査までご連絡ください。実現されている。ネットワークにつながったでチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究（利便性を実施しようとしている企業の実践手順重視）。

③重要な情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては、事業におけるクラウド利活用の課題継続の診断」研究プロジェクト　報告観点からクラウドへデータを実施しようとしている企業の実践手順置く（セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順重視）。

　なお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウィ対策の診断」研究プロジェクト　報告ルスに関する調査研究よる調査研究テレワークへの診断」研究プロジェクト　報告対応に関する調査研究よって活用と評価に関する調査研究されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究クラウドサービス（ファイ
ル共有、オン一覧ライン一覧ミーティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ、勤怠管理等とは関係ありません。）は、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているの診断」研究プロジェクト　報告「利便性」を実施しようとしている企業の実践手順第一の診断」研究プロジェクト　報告重要事項と評価に関する調査研究して導入への実践的課題と検討内容判断を実施しようとしている企業の実践手順し
たと評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

３．総論１．総論コン一覧ピュータシステム監査学会中心の対象業務選定手順の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定手順

コン一覧ピュータシステム監査学会中心の対象業務選定手順でチーム主査までご連絡ください。は、コン一覧ピュータに関する調査研究関する調査研究連する調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順、ハード、ソフト、アプリ、通信、等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告視点でチーム主査までご連絡ください。

管理する調査研究する調査研究と評価に関する調査研究き情報財産（資産）の診断」研究プロジェクト　報告メリットに関する調査研究着目して選定する調査研究方法でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

①シコン一覧ピュータシステム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告ハードウェア、ソフトウェア、及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。その診断」研究プロジェクト　報告運用と評価に関する調査研究、

コン一覧ピュータ室に設置されている機材の一部又は全てを対象とするかに関する調査研究設置されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究機材の診断」研究プロジェクト　報告一部又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「は全てを実施しようとしている企業の実践手順対象と評価に関する調査研究する調査研究か

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているコミュニケーション一覧ツール、記の様に定義されている。録

電子メールやゲームといった“サービス”が実現されている。ネットワークにつながったメール、グループウェア、ＬＩＮＥ、テレビ会議、テレワーク、ブラウザ等のツールと利用の記録、等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告ツールと評価に関する調査研究利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告記の様に定義されている。録、

パブリックアドレスと評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告、ＨＰ、ホーム監査学会ページ作成、採用と評価に関する調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、ＩＲ、の診断」研究プロジェクト　報告公開

③業におけるクラウド利活用の課題務の選定用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告ツール、

文書、表計算、プレゼン一覧資料、データベース、ファイル転送、

④業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告処理アプリ、

財務の選定会計、税務の選定申告、給与えない計算、労務の選定管理 などの診断」研究プロジェクト　報告経営管理アプリケーション一覧

顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、管理、販売管理、営業におけるクラウド利活用の課題管理、サービス管理、名刺管理、総務の選定庶務の選定、EC サイト などの診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定アプリ

ケーション一覧

購買管理、受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満た発注管理、在庫管理、納期管理、協力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。会社デンカク）、、などの診断」研究プロジェクト　報告製造アプリケーション一覧

経営計画、年度事業におけるクラウド利活用の課題計画、研究プロジェクト　報告開発、市場調査、社デンカク）、内情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会管理、など

⑤情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告蓄積を取ってサービス内容との確認と評価に関する調査研究活用と評価に関する調査研究、

上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定活動に関する調査研究基づく、データ・情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告エビデン一覧スと評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告記の様に定義されている。録、蓄積を取ってサービス内容との確認、及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。データ（ビックデータ）

の診断」研究プロジェクト　報告分析すると下図の様になった。、加の管理策等の改善処置工、利用と評価に関する調査研究　など

⑥クラウド固める有業におけるクラウド利活用の課題務の選定
運用と評価に関する調査研究・バックアップ・リカバリー、トラブル対応、監査の診断」研究プロジェクト　報告必要性

３．総論２．総論個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保護法中心の対象業務選定手順の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定手順

個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保護法が少ない中小企業施しようとしている企業の実践手順行され、個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告は全ての診断」研究プロジェクト　報告ビジネス活動の診断」研究プロジェクト　報告局面する問題を調でチーム主査までご連絡ください。守るべき情報財産（資産）らなければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。

これに関する調査研究対応する調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究して、プライバシーマーク（通称Ｐマーク）と言われる認証制度がある。Ｐマーク）と評価に関する調査研究言われる調査研究認証制の構築と経費の算定度が少ない中小企業ある調査研究。

クラウド利用と評価に関する調査研究時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告リスクと評価に関する調査研究被害は、顧範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。を実施しようとしている企業の実践手順特定し、管理策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順構築と経費の算定する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告だが少ない中小企業、個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告以外の診断」研究プロジェクト　報告重要と評価に関する調査研究思われわれ

る調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ての診断」研究プロジェクト　報告保護が少ない中小企業明確でチーム主査までご連絡ください。なかったり、個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告保護法に関する調査研究１００％程度であるのに対し、中小企対応してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究と評価に関する調査研究も提言い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。切なサイバー攻撃対策を検討する必要れない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

面する問題を調が少ない中小企業ある調査研究。また、クラウド導入への実践的課題と検討内容した時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告クラウド上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告はクラウド利用と評価に関する調査研究者と評価に関する調査研究クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告責任分解です。

を実施しようとしている企業の実践手順どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究べき情報財産（資産）か、議論の診断」研究プロジェクト　報告余地がある。が少ない中小企業ある調査研究。

自社デンカク）、と評価に関する調査研究して、実地がある。に関する調査研究様に定義されている。々がクラウドサービスの導入に当たり、実際に直面する問題を調な制の構築と経費の算定約が少ない中小企業ある調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告中からクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究よりその診断」研究プロジェクト　報告実行が少ない中小企業効率を見ると、大企業が化に伴う組織向けの攻撃の脅威でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究、安全

性が少ない中小企業強い化に伴う組織向けの攻撃の脅威でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告改善の診断」研究プロジェクト　報告大き情報財産（資産）な業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究。

表 5: 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因面する問題を調から見た影響として「企業

リスクカテゴリー クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者 クラウド利用と評価に関する調査研究者 利用と評価に関する調査研究者の診断」研究プロジェクト　報告顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、

個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告①シ アップロードしない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。 自社デンカク）、内でチーム主査までご連絡ください。対応 被害は、顧規模は人数による調査結果を分析すると下図の様になった。

顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応 法律義務の選定違反する２面性がある事が明らかと 被害は、顧規模は人数による調査結果を分析すると下図の様になった。

顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、所有物情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応 法律義務の選定違反する２面性がある事が明らかと 被害は、顧規模は人数による調査結果を分析すると下図の様になった。
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法規制の構築と経費の算定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応 法律義務の選定違反する２面性がある事が明らかと 限定的

基幹業におけるクラウド利活用の課題務の選定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応 停止時の留意点間の診断」研究プロジェクト　報告範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。 ＳＬ A

ＩＴガバナンス維持管理情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 アップしない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。 あらゆる調査研究リスクの診断」研究プロジェクト　報告想定 波及び研究プロジェクトメンバーの見解です。被害は、顧

その診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 免責範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。 信用と評価に関する調査研究喪失 ＳＬ A

データ改竄 免責範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。 信用と評価に関する調査研究喪失 ＳＬ A

サービス停止 停止時の留意点間の診断」研究プロジェクト　報告範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。 停止時の留意点間の診断」研究プロジェクト　報告範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。 機会損失

事業におけるクラウド利活用の課題継続 想定外 あらゆる調査研究リスクの診断」研究プロジェクト　報告想定 利用と評価に関する調査研究者と評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告リスク

生産性 自動化に伴う組織向けの攻撃の脅威 有効性 コストパフォーマン一覧ス

テレワーク 免責範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。 有効性 無関する調査研究係ありません。？

契約 標準契約書 個別契約書 契約・商慣習

＊SLA；Service Level Agreement サービスレベルアグリーメン一覧ト

３．総論３．総論ISMS認証中心の対象業務選定手順の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定手順

ISMS　情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告マネジメン一覧トシステム監査学会（JIS Q 27001）でチーム主査までご連絡ください。は資産の診断」研究プロジェクト　報告管理を実施しようとしている企業の実践手順要求められるＩＴガバナンスしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。つま
り業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。なく、業におけるクラウド利活用の課題務の選定遂行に関する調査研究必要なデータ・情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究は財産的価に関する調査研究値が少ない中小企業ある調査研究と評価に関する調査研究して、優先度を実施しようとしている企業の実践手順付
けて情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産の診断」研究プロジェクト　報告抽出と評価に関する調査研究選別を実施しようとしている企業の実践手順して、管理する調査研究方法でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

この診断」研究プロジェクト　報告ために関する調査研究資産を実施しようとしている企業の実践手順分類し、資産目録（情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産を実施しようとしている企業の実践手順含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業）の診断」研究プロジェクト　報告作成を実施しようとしている企業の実践手順お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。こなってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告対象に関する調査研究
する調査研究かしない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。かを実施しようとしている企業の実践手順、この診断」研究プロジェクト　報告資産目録に関する調査研究基づい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て決める調査研究事も提一案である。でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

具体的な、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産目録の診断」研究プロジェクト　報告例を実施しようとしている企業の実践手順下記の様に定義されている。に関する調査研究示す。

この診断」研究プロジェクト　報告目録でチーム主査までご連絡ください。行った作業におけるクラウド利活用の課題は、

①シ売上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえげが少ない中小企業１億円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存ほどの診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順想定してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているその診断」研究プロジェクト　報告ビジネスを実施しようとしている企業の実践手順構成してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産を実施しようとしている企業の実践手順リストアップして、データ件チェック数による調査結果を分析すると下図の様になった。等とは関係ありません。を実施しようとしている企業の実践手順把握する。する調査研究。

③情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産を実施しようとしている企業の実践手順値踏まみ方する調査研究。例でチーム主査までご連絡ください。は、お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。得意様に定義されている。台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、帳は１件１５万円とした。は１件チェック１５万円や３億円、大企業以外ととらえる場合もあるなど定義がいくつか存と評価に関する調査研究した。

④それぞれの診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産の診断」研究プロジェクト　報告データ件チェック数による調査結果を分析すると下図の様になった。と評価に関する調査研究値踏まみ方額に占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業がを実施しようとしている企業の実践手順掛け合わせとものが、その情報の資産総額とする。け合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。わせと評価に関する調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業、その診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告資産総額に占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業がと評価に関する調査研究する調査研究。

⑤全ての診断」研究プロジェクト　報告資産額に占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業がを実施しようとしている企業の実践手順合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。算したも提の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業、この診断」研究プロジェクト　報告ビジネスの診断」研究プロジェクト　報告売上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえげ総額に占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業がと評価に関する調査研究一致しているか確認すれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、資産モデルと評価に関する調査研究して成立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュア

する調査研究。

⑥ラン一覧クは自社デンカク）、に関する調査研究及び研究プロジェクトメンバーの見解です。ぼすリスクの診断」研究プロジェクト　報告度合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究応じて決め、その診断」研究プロジェクト　報告ラン一覧クに関する調査研究見合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。う組織向けの攻撃の脅威セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順講じている状況ずる調査研究。

ここでチーム主査までご連絡ください。は、安全性向けの攻撃の脅威上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ、省力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告み方ならず付加の管理策等の改善処置価に関する調査研究値の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順リストアップする調査研究の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業本来の診断」研究プロジェクト　報告姿であでチーム主査までご連絡ください。あ

る調査研究。
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３．総論４業におけるクラウド利活用の課題務の選定中心の対象業務選定手順　（クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告優位性識の状況別）の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定手順

業におけるクラウド利活用の課題務の選定中心の対象業務選定手順でチーム主査までご連絡ください。は、次の診断」研究プロジェクト　報告観点から優先順位を実施しようとしている企業の実践手順決めてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。く必要が少ない中小企業ある調査研究。

優先順位を実施しようとしている企業の実践手順決める調査研究の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究当たって、次を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等慮した上する調査研究。

①シ自社デンカク）、に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究利益の診断」研究プロジェクト　報告源をネットワーク経由で利用する仕組みのことである。今やスマートフォンや携泉の商品・サービス又は経営戦略の要となるビジネスの取扱、の診断」研究プロジェクト　報告商品・サービス又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「は経営戦略した呼び方で、データやアプリケーの診断」研究プロジェクト　報告要と評価に関する調査研究なる調査研究ビジネスの診断」研究プロジェクト　報告取り組み方扱い等、リスクマネジメントと、

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告事業におけるクラウド利活用の課題優位性から見たイン一覧パクト要素から大きく下記の３種類がある。、と評価に関する調査研究守るべき情報財産（資産）る調査研究べき情報財産（資産）資産を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等慮した上する調査研究。また、将来性を実施しようとしている企業の実践手順重視する調査研究。

表 6: 業におけるクラウド利活用の課題務の選定中心の対象業務選定手順の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定手順

自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告優位性の診断」研究プロジェクト　報告テーマ 自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告優位性の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定例 過去の診断」研究プロジェクト　報告優先順位 将来の診断」研究プロジェクト　報告優先順位

物でチーム主査までご連絡ください。は 製品開発、開発中の診断」研究プロジェクト　報告製品 高い中小企業 中

設備するのが一、施しようとしている企業の実践手順設でチーム主査までご連絡ください。は 製造ライン一覧の診断」研究プロジェクト　報告機器の脆弱性の顕在化、コスト 中 中、高い中小企業

ソフトウェアでチーム主査までご連絡ください。は コン一覧テン一覧ツの診断」研究プロジェクト　報告確保 低 低

情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。は 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産 中 高い中小企業

人でチーム主査までご連絡ください。は クリエイター、従業におけるクラウド利活用の課題員 高い中小企業 中、高い中小企業

この診断」研究プロジェクト　報告図して構成してある。表でチーム主査までご連絡ください。業におけるクラウド利活用の課題務の選定選定する調査研究に関する調査研究は、今後の検討課題は情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業最も提高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究してある調査研究の診断」研究プロジェクト　報告は、

①シ物でチーム主査までご連絡ください。あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ設計情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業在れば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ造れる調査研究、

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている設備するのが一機器の脆弱性の顕在化を実施しようとしている企業の実践手順自作する調査研究ほどでチーム主査までご連絡ください。あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業はり設計情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、

③ソフトは市販品中心の対象業務選定手順と評価に関する調査研究なる調査研究か、クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告提供するサービスに関する認定・情報公開制度等、

④人材はＡＩ化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順進めなければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。過渡期は別と評価に関する調査研究してノウハウ情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告優先と評価に関する調査研究なる調査研究。

従って、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理、特に関する調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業重要な要件チェックでチーム主査までご連絡ください。ある調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業浮かび上がってくる。これらの情報かび研究プロジェクトメンバーの見解です。上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえが少ない中小企業ってくる調査研究。これらの診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告

を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威したと評価に関する調査研究き情報財産（資産）、どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究「組織向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告脅威」から護る調査研究かが少ない中小企業対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告主流れに関する調査研究なる調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究。

４．総論守るべき情報財産（資産）る調査研究べき情報財産（資産）情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告財産（資産）
ここでチーム主査までご連絡ください。は、守るべき情報財産（資産）る調査研究べき情報財産（資産）情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順 ISMS の診断」研究プロジェクト　報告規格に関する調査研究そって事例と評価に関する調査研究して紹介されているのは下記のものがある。する調査研究。

４．総論１．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告資産目録

クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順組織向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告脅威等とは関係ありません。を実施しようとしている企業の実践手順勘案である。して、「資産目録」を実施しようとしている企業の実践手順作成して企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順護ってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。こう組織向けの攻撃の脅威と評価に関する調査研究

する調査研究考とする国内外の基準等え方が少ない中小企業ある調査研究。その診断」研究プロジェクト　報告一つが少ない中小企業 JIS Q 27001規格でチーム主査までご連絡ください。あり、更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順した場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。は JIS Q 27017を実施しようとしている企業の実践手順

追加の管理策等の改善処置して対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順たて、実行する調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業要求められるＩＴガバナンスされてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。これらの診断」研究プロジェクト　報告 JIS規格を実施しようとしている企業の実践手順総称Ｐマーク）と言われる認証制度がある。して「ＩＳＭＳ」と評価に関する調査研究呼び方で、データやアプリケーんでチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

る調査研究。
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図して構成してある。 11: 資産目録の診断」研究プロジェクト　報告例

2019年度「情報セキュリティ対策の診断研究プロジェクト」成果報告

©2020JSSAシステム監査学会－「情報セキュリティ対策の診断研究プロジェクト」　All right reserved.



ISMS でチーム主査までご連絡ください。は情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産を実施しようとしている企業の実践手順、優先度でチーム主査までご連絡ください。なく付加の管理策等の改善処置価に関する調査研究値の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順明確に関する調査研究して選別する調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業重要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

表 7: 資産目録の診断」研究プロジェクト　報告細な手順・評価分化に伴う組織向けの攻撃の脅威

リスクカテゴリー 基本 セン一覧シティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブ 例外的

個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告①シ 氏名、住所 人事、評価に関する調査研究、健康、 採用と評価に関する調査研究、解です。雇

顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている 名刺 戦略した呼び方で、データやアプリケー評価に関する調査研究

顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、所有物情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 発注、仕様に定義されている。、納品 見積を取ってサービス内容との確認、履歴

法規制の構築と経費の算定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 雇用と評価に関する調査研究、税、保険に関する調査 、 リアルタイム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告改定・

変更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で

基幹業におけるクラウド利活用の課題務の選定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 マニュアル、 事業におけるクラウド利活用の課題継続

ＩＴガバナンス維持管理情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 パスワード システム監査学会脆弱性

その診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告漏洩などセキュリティに不安が

４．総論２．総論資産目録作成　(事業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告特定と評価に関する調査研究資産目録の診断」研究プロジェクト　報告作成規程　例示)

資産目録の診断」研究プロジェクト　報告作成の診断」研究プロジェクト　報告手順は以下の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。りでチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。
①シ当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告各業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順職務の選定分掌、業におけるクラウド利活用の課題務の選定フロー等とは関係ありません。でチーム主査までご連絡ください。明確に関する調査研究する調査研究。また、必要に関する調査研究応じて業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらの用と評価に関する調査研究される調査研究
情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・設備するのが一等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容、リスクを実施しようとしている企業の実践手順業におけるクラウド利活用の課題務の選定フローでチーム主査までご連絡ください。特定する調査研究。　

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている各業におけるクラウド利活用の課題務の選定でチーム主査までご連絡ください。使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらの用と評価に関する調査研究される調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、設備するのが一等とは関係ありません。を実施しようとしている企業の実践手順下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告分類区分でチーム主査までご連絡ください。特定する調査研究。必要に関する調査研究応じて管理番号やや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業
管理シールを実施しようとしている企業の実践手順付ける調査研究。分類区分に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データ・ソフトウェアを実施しようとしている企業の実践手順総称Ｐマーク）と言われる認証制度がある。して情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産と評価に関する調査研究呼び方で、データやアプリケー
ぶ大規模施設に置かれたサーバーやストレージ、各種のソフトウェアなどと連携するこ。

表 8: 資産の診断」研究プロジェクト　報告分類区分

No 資産の診断」研究プロジェクト　報告分類区分 詳細な手順・評価

１
情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データ資産

情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産目録参照
個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、基幹業におけるクラウド利活用の課題務の選定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、ＩＴガバナンス関する調査研究連情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告など

２
ソフトウェア資産　

情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産目録参照　
開発ソフト、市販ソフト、スプリクトなど

３
物理的資産

固める定資産台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、帳は１件１５万円とした。参照　
事務の選定所、開発環境がクラウドである。、ﾈｯﾄﾜｰｸ環境、作業環境、各種装置など環境がクラウドである。、作業におけるクラウド利活用の課題環境がクラウドである。、各種装置など

４
サービス

情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産目録参照　
電力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。、イン一覧フラ、など

③情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産を実施しようとしている企業の実践手順下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告分類区分でチーム主査までご連絡ください。グループ化に伴う組織向けの攻撃の脅威して特定する調査研究。

表 9: 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産グループ

No 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産グループ 資産の診断」研究プロジェクト　報告例

１

個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 会員等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告
顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、所有物の診断」研究プロジェクト　報告中の診断」研究プロジェクト　報告個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告
協力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。会社デンカク）、個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告
社デンカク）、員の診断」研究プロジェクト　報告個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告
上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。データの診断」研究プロジェクト　報告バックアップデータ

２
顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、所有物情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 業におけるクラウド利活用の課題務の選定上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ、顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、から支給された情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告

上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。データの診断」研究プロジェクト　報告バックアップデータ

３
法規制の構築と経費の算定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 法令、規則等とは関係ありません。でチーム主査までご連絡ください。管理を実施しようとしている企業の実践手順規制の構築と経費の算定されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告（個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順除く）く）

上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。データの診断」研究プロジェクト　報告バックアップデータ

４
基幹業におけるクラウド利活用の課題務の選定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 当社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告基幹業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順形成する調査研究不可欠な情報・データな情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告・データ

営業におけるクラウド利活用の課題、生産、販売、在庫、など
上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。データの診断」研究プロジェクト　報告バックアップデータ

５
IT維持管理情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 コン一覧ピュータ等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告イン一覧フラ・アプリを実施しようとしている企業の実践手順維持してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。くための診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告

上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。データの診断」研究プロジェクト　報告バックアップデータ
６ その診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告管理上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告

その診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等の診断」研究プロジェクト　報告付帯情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告
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④上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ記の様に定義されている。に関する調査研究基づき情報財産（資産）、資産目録でチーム主査までご連絡ください。資産の診断」研究プロジェクト　報告目録を実施しようとしている企業の実践手順作成、維持する調査研究。
a)個人情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては法規制の構築と経費の算定でチーム主査までご連絡ください。求められるＩＴガバナンスめられてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究部分の診断」研究プロジェクト　報告欄も作成する。も提作成する調査研究。
b)情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告原本・控えの区別なく、ありのまま記載する。複数ある場合もそれぞれ記載する。えの診断」研究プロジェクト　報告区別なく、ありの診断」研究プロジェクト　報告まま記の様に定義されている。載して、確認してする調査研究。複数による調査結果を分析すると下図の様になった。ある調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。も提それぞれ記の様に定義されている。載して、確認してする調査研究。
c)同一組織の診断」研究プロジェクト　報告クライアン一覧ト PC は同一の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産グループと評価に関する調査研究み方なす。

⑤資産目録の診断」研究プロジェクト　報告中に関する調査研究、その診断」研究プロジェクト　報告資産の診断」研究プロジェクト　報告管理責任者を実施しようとしている企業の実践手順指定する調査研究。
　この診断」研究プロジェクト　報告管理責任者は原則と評価に関する調査研究してリスク所有者の診断」研究プロジェクト　報告役に立つのか自問自答する割・責任が少ない中小企業割り当てられる調査研究。
⑥資産の診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告許す限り選定する。容範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。に関する調査研究関する調査研究しては、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては資産目録の診断」研究プロジェクト　報告中の診断」研究プロジェクト　報告管理責任者が少ない中小企業明

確に関する調査研究し、実施しようとしている企業の実践手順する調査研究。ＰＣ、電子メールやゲームといった“サービス”が実現されている。ネットワークにつながったメール、イン一覧ターネット、モバイル装置、等とは関係ありません。に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては各管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告
中でチーム主査までご連絡ください。記の様に定義されている。載して、確認してする調査研究。
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５．総論情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告脅威への診断」研究プロジェクト　報告対応策の診断」研究プロジェクト　報告
情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告脅威への診断」研究プロジェクト　報告対応策の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究して、JIS Q 27001 及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。 JIS Q 27002（ＩＳＭＳ）の診断」研究プロジェクト　報告規格が少ない中小企業あり、

その診断」研究プロジェクト　報告認証活動が少ない中小企業行われてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順した場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。は JIS Q 27017 でチーム主査までご連絡ください。追加の管理策等の改善処置対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順する調査研究事が少ない中小企業

要求められるＩＴガバナンスされてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。ここでチーム主査までご連絡ください。は、クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容した時の留意点に関する調査研究認証を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得する調査研究しない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究関する調査研究わりなく、実施しようとしている企業の実践手順する調査研究べき情報財産（資産）

対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順抜粋して紹介する。して紹介されているのは下記のものがある。する調査研究。　

５．総論１．総論情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実践の診断」研究プロジェクト　報告規範

JIS Q 27002 クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実践の診断」研究プロジェクト　報告規範、及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。、“サービス”が実現されている。ネットワークにつながった附属書 A（規

定）クラウドサービス拡張管理策の診断」研究プロジェクト　報告集と理解に関する調査研究は次の診断」研究プロジェクト　報告項目が少ない中小企業明示されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

各項目番号やは JIS（ＩＳＭＳ）の診断」研究プロジェクト　報告項番を実施しようとしている企業の実践手順その診断」研究プロジェクト　報告まま表示してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

表 10: クラウドサービスカスタマの診断」研究プロジェクト　報告対応部分 抜粋して紹介する。

5.1.1 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告方針群
6.1.1 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告役に立つのか自問自答する割及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。責任
6.1.3 関する調査研究係ありません。当局と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連絡ください。

以下：システム監査学会　→  掲載して、確認して可否を著作者に確認中を実施しようとしている企業の実践手順著作者に関する調査研究確認中
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５．総論２．総論情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告規格でチーム主査までご連絡ください。作成する調査研究文書

情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告規格（ISMS）でチーム主査までご連絡ください。は文書や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業記の様に定義されている。録の診断」研究プロジェクト　報告作成や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業維持管理が少ない中小企業要求められるＩＴガバナンスされてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。りその診断」研究プロジェクト　報告一
部を実施しようとしている企業の実践手順例示する調査研究。

表 11: ＩＳＭＳでチーム主査までご連絡ください。必要と評価に関する調査研究される調査研究作成文書一覧（例示）

ISMSマニュアル

リスク管理マニュアル

ISMS テキストブック（教育教材）

0410-組織の診断」研究プロジェクト　報告状況

0520-ISMS方針

0530-ISMS体制の構築と経費の算定図して構成してある。

0530-ISMS役に立つのか自問自答する割責任

0530-誓約書

0611-リスク一覧表

0613-適用と評価に関する調査研究宣言書

0720-年度教育訓練を実施計画

0720-教育訓練を実施記の様に定義されている。録

0751-ISMS 文書記の様に定義されている。録一覧

0920-年度内部監査計画

0920-監査チェック表

0920-内部監査実施しようとしている企業の実践手順計画／記の様に定義されている。録

0930-マネジメン一覧トレビュー記の様に定義されている。録

1010-改善処置票

A080101-資産目録

A080101-固める定資産台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、帳は１件１５万円とした。

A080104-廃棄・返却・引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、継チェック表

A090201-業におけるクラウド利活用の課題務の選定システム監査学会利用と評価に関する調査研究申請書

A090201-ネットワーク利用と評価に関する調査研究申請書

A110101-セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告境がクラウドである。界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業とし

A110102-入への実践的課題と検討内容館受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満た付票

A110203-電気配線図して構成してある。

A110203-ＬＡＮ配線図して構成してある。

A110205-情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産持出し記の様に定義されている。録

A110207-廃棄マニフェスト伝票

A120401-ログ

A120403-セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告監視月報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告

A120403-セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告作業におけるクラウド利活用の課題日報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告

A130101-ネットワーク構成図して構成してある。

A150200-ISMS 関する調査研究係ありません。組織表

A150200-契約書

A160100-イン一覧シデン一覧ト処置票

A170101-事業におけるクラウド利活用の課題継続計画

A170102-事業におけるクラウド利活用の課題継続実施しようとしている企業の実践手順（検証）報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告告

A180101-法的規制の構築と経費の算定要求められるＩＴガバナンス事項
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表 12: クラウド導入への実践的課題と検討内容でチーム主査までご連絡ください。追加の管理策等の改善処置される調査研究文書

クラウドリスク管理マニュアル（追加の管理策等の改善処置分）

A080101-クラウド資産目録

A150100-クラウドサービス契約書

JIS Q 27002 に関する調査研究基づくクラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実践の診断」研究プロジェクト　報告規範」の診断」研究プロジェクト　報告Ｉ

ＳＭＳでチーム主査までご連絡ください。必要と評価に関する調査研究される調査研究作成文書一覧（例示）を実施しようとしている企業の実践手順希望まで含めるとされる調査研究企業におけるクラウド利活用の課題は連絡ください。先に関する調査研究ご質問、お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。一報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ください合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。
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６．総論クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告契約
選定した業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、その診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究に関する調査研究当たり、クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者に関する調査研究満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用してたして

も提らう組織向けの攻撃の脅威要求められるＩＴガバナンス事項を実施しようとしている企業の実践手順可能な限り明らかに関する調査研究記の様に定義されている。述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義する調査研究。

６．総論１．総論契約書に関する調査研究盛り込まれる項目り込まれる項目まれる調査研究項目

　　項目契約書に関する調査研究盛り込まれる項目り込まれる項目まれる調査研究一般的な項目を実施しようとしている企業の実践手順例示する調査研究。※３－１

1サービスの診断」研究プロジェクト　報告種類（SaaS,CISAaaS,CISAストレージサービス等とは関係ありません。）
2サービスの診断」研究プロジェクト　報告提供するサービスに関する認定・情報公開制度等範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。（クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業責任を実施しようとしている企業の実践手順持つ範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。）
3契約の診断」研究プロジェクト　報告締結に関する調査研究関する調査研究する調査研究こと評価に関する調査研究
4サービスが少ない中小企業提供するサービスに関する認定・情報公開制度等でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）なくなった場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告対応
5契約内容の診断」研究プロジェクト　報告変更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で
6付加の管理策等の改善処置サービス機能
7通信、回線の診断」研究プロジェクト　報告サービスレベル
8価に関する調査研究格体系や適用条件別料金や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業適用と評価に関する調査研究条件チェック別料金
9価に関する調査研究格の診断」研究プロジェクト　報告変更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究関する調査研究する調査研究規定 （通知フォーマッ期間、通知フォーマッ方法、不同意の診断」研究プロジェクト　報告場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告処理 等とは関係ありません。）
10保守るべき情報財産（資産）事項、保守るべき情報財産（資産）の診断」研究プロジェクト　報告優先順位
11損害は、顧賠償にも言及する
12利用と評価に関する調査研究者の診断」研究プロジェクト　報告義務の選定
13守るべき情報財産（資産）秘義務の選定（事業におけるクラウド利活用の課題者側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因、利用と評価に関する調査研究者側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因、双方同等とは関係ありません。。事業におけるクラウド利活用の課題者側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因の診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究者情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究関する調査研究 する調査研究守るべき情報財産（資産）秘義
務の選定や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業利用と評価に関する調査研究者側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因の診断」研究プロジェクト　報告義務の選定に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て注意が少ない中小企業必要）

14契約の診断」研究プロジェクト　報告満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して期終了と評価に関する調査研究更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新に関する調査研究関する調査研究する調査研究規定（契約期間は、自動更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新規定が少ない中小企業ある調査研究 か、更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新し
ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。（する調査研究）場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告通知フォーマッ期間・通知フォーマッ方法等とは関係ありません。）

15契約の診断」研究プロジェクト　報告解です。除く）に関する調査研究関する調査研究する調査研究規定（事業におけるクラウド利活用の課題者側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因が少ない中小企業一方的に関する調査研究解です。除く）でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究条件チェックでチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。か、 利用と評価に関する調査研究者側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因
が少ない中小企業解です。除く）する調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告ペナルティ対策の診断」研究プロジェクト　報告等とは関係ありません。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。か、等とは関係ありません。）

16契約の診断」研究プロジェクト　報告終了・解です。除く）に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威処理等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告規定（終了時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告義務の選定、利用と評価に関する調査研究者 の診断」研究プロジェクト　報告権の設定が誤っていて非公開のファイルのはずがだれでも閲覧可能になっていた利が少ない中小企業
規定されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か、それは妥当か。終了時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告データの診断」研究プロジェクト　報告返還や、 返還後にクラウド上のや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業、 返還や、 返還後にクラウド上の後の検討課題に関する調査研究クラウド上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告
データを実施しようとしている企業の実践手順完全消のためのリスクと対策の明確化去する調査研究こと評価に関する調査研究等とは関係ありません。が少ない中小企業明記の様に定義されている。されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か 等とは関係ありません。）

17データ等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告レベルや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業バックアップの診断」研究プロジェクト　報告範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。

　クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究実際に直面する問題を調に関する調査研究締結する調査研究契約書（又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「は約款）でチーム主査までご連絡ください。どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究表現されている。ネットワークにつながったされる調査研究か、自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究
引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、当てて各クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告特徴を幾つか紹介することとする。を実施しようとしている企業の実践手順把握する。する調査研究。

なお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、次の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威な一般的な企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究して評価に関する調査研究も提参考とする国内外の基準等に関する調査研究する調査研究。

a) 財務の選定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ場の診断」研究プロジェクト　報告有無
b) セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告方針
c) 売上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ高い中小企業
d) 顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、数による調査結果を分析すると下図の様になった。
e) サービス、メニューから見た強いみ方
f) セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告体制の構築と経費の算定、認証取り組み方得状況など
g) 相談の意欲は高い中小企業体制の構築と経費の算定、ツールの診断」研究プロジェクト　報告豊富ささ
h) サービスの診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究が少ない中小企業終了したと評価に関する調査研究き情報財産（資産）の診断」研究プロジェクト　報告、データを実施しようとしている企業の実践手順どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究取り組み方扱い等、リスクマネジメントとう組織向けの攻撃の脅威か
i) クラウド安全性評価に関する調査研究（ISMAP）の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か
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６．総論２．総論選定した業におけるクラウド利活用の課題務の選定と評価に関する調査研究事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告適合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

本格的導入への実践的課題と検討内容段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。選定した業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究、どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威な条件チェックが少ない中小企業必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究か整理し
て、どの診断」研究プロジェクト　報告クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業適合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。する調査研究か選定の診断」研究プロジェクト　報告参考とする国内外の基準等に関する調査研究する調査研究。　記の様に定義されている。載して、確認して事項は例示

業におけるクラウド利活用の課題務の選定：システム監査学会　→ ○○産物販売業におけるクラウド利活用の課題務の選定
利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告種類：システム監査学会　→ SaaS 利用と評価に関する調査研究
データ移行：システム監査学会　→ 移行が少ない中小企業必要なデータ 3種類。30項目、約 1TB
イン一覧ターフェイス：システム監査学会　→ 生産者連携システム監査学会と評価に関する調査研究データ連携要
導入への実践的課題と検討内容までチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告切なサイバー攻撃対策を検討する必要り替え期間：え期間：システム監査学会　→ 
運用と評価に関する調査研究体制の構築と経費の算定：システム監査学会　→ 年末年始める。以外稼働き。8：システム監査学会　→ 00～19：システム監査学会　→ ００
障害は、顧対応：システム監査学会　→ 障害は、顧は半日以内に関する調査研究回復の診断」研究プロジェクト　報告こと評価に関する調査研究
稼働き率を見ると、大企業が：システム監査学会　→ ９９．総論７％程度であるのに対し、中小企(年間停止 0.5 日以内)
端末：システム監査学会　→ 汎用と評価に関する調査研究 PC、利用と評価に関する調査研究拠点３箇所、端末台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、数による調査結果を分析すると下図の様になった。 15台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、
稼働き・運用と評価に関する調査研究相談の意欲は高い中小企業：システム監査学会　→ 出来る調査研究だけ欲は高い中小企業しい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。
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Ⅳ．総論ＩＴガバナンスガバナン一覧ス

１．総論クラウド導入への実践的課題と検討内容時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告ＩＴガバナンスガバナン一覧ス
クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告局面する問題を調でチーム主査までご連絡ください。は経営判断の診断」研究プロジェクト　報告役に立つのか自問自答する割は極めて重要である。めて重要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

具体的な判断を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究事象は次の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威なも提の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業考とする国内外の基準等えられる調査研究。

①シクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告推進体制の構築と経費の算定 ・推進組織や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業体制の構築と経費の算定、経営者の診断」研究プロジェクト　報告役に立つのか自問自答する割、担当者の診断」研究プロジェクト　報告指名

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告必要経費の算定 ・概算の診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容経費の算定と評価に関する調査研究見直しし時の留意点期

③クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告キックオフミーティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会戦略した呼び方で、データやアプリケー委員会等とは関係ありません。

・開始める。時の留意点期及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。第一段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告完了時の留意点期、メリット・デメリットの診断」研究プロジェクト　報告

明示

④クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧選定 ・所属する調査研究業におけるクラウド利活用の課題界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業とし、団体の診断」研究プロジェクト　報告ガイド、相談の意欲は高い中小企業窓口を知っておく

⑤クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告選定 ・事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告相性、

次の診断」研究プロジェクト　報告２項は【Ⅲ．総論対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定】参照

⑥クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定 ・クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順選定

⑦守るべき情報財産（資産）る調査研究べき情報財産（資産）情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告財産（資産） ・情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告財産の診断」研究プロジェクト　報告概念することが第一で理解です。と評価に関する調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資産の診断」研究プロジェクト　報告抽出

　これら経営陣の意思決定の行動様式については、次の様な資料を参考して行う。の診断」研究プロジェクト　報告意思われ決定の診断」研究プロジェクト　報告行動様に定義されている。式に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては、次の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。な資料を実施しようとしている企業の実践手順参考とする国内外の基準等して行う組織向けの攻撃の脅威。

『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応を実施しようとしている企業の実践手順躊躇する経営陣の意思決定行動に関する考察する調査研究経営陣の意思決定の行動様式については、次の様な資料を参考して行う。の診断」研究プロジェクト　報告意思われ決定行動に関する調査研究関する調査研究する調査研究考とする国内外の基準等察される。,CISA 経営情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告学会秋全

国研究プロジェクト　報告発表大会,CISA2016※４－１』

２．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威推進体制の構築と経費の算定の診断」研究プロジェクト　報告構築と経費の算定と評価に関する調査研究経費の算定の診断」研究プロジェクト　報告算定
２．総論１．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告推進体制の構築と経費の算定

　クラウドの診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究当たっての診断」研究プロジェクト　報告推進組織や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業体制の構築と経費の算定を実施しようとしている企業の実践手順決め、経営者の診断」研究プロジェクト　報告役に立つのか自問自答する割や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業担当者の診断」研究プロジェクト　報告指名を実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威。
特に関する調査研究経営者の診断」研究プロジェクト　報告役に立つのか自問自答する割と評価に関する調査研究して以下の診断」研究プロジェクト　報告様に定義されている。な内容が少ない中小企業紹介されているのは下記のものがある。されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
（ＩＰＡ資料：システム監査学会　→ 「中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧第３版』」）

・経営者が少ない中小企業クラウドに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ての診断」研究プロジェクト　報告理解です。を実施しようとしている企業の実践手順深める活動の必要性が高いめる調査研究　特に関する調査研究顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、への診断」研究プロジェクト　報告影響として「企業内容と評価に関する調査研究クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告信頼
性
・自社デンカク）、を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究必要性に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、経営者と評価に関する調査研究してリーダーシップを実施しようとしている企業の実践手順取り組み方り、社デンカク）、内外への診断」研究プロジェクト　報告説明
責任を実施しようとしている企業の実践手順果たす
・具体的な作業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順担当する調査研究人材の診断」研究プロジェクト　報告候補はいるのか確はい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究の診断」研究プロジェクト　報告か確認する調査研究
・担当候補はいるのか確と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告コミュニケーション一覧と評価に関する調査研究参加の管理策等の改善処置の診断」研究プロジェクト　報告同意

また、実行すべき情報財産（資産）「重要 7項目の診断」研究プロジェクト　報告取り組み方組」と評価に関する調査研究して以下を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順する調査研究。
　

１ 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究関する調査研究する調査研究組織全体の診断」研究プロジェクト　報告対応方針を実施しようとしている企業の実践手順定める調査研究
２ 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告予算や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業人材などを実施しようとしている企業の実践手順確保する調査研究
３ 必要と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順検討させて実行を実施しようとしている企業の実践手順指示する調査研究
４ 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究関する調査研究する調査研究適宜の見直しを指示するの診断」研究プロジェクト　報告見直ししを実施しようとしている企業の実践手順指示する調査研究
５ 緊急時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告対応や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業復旧の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告体制の構築と経費の算定を実施しようとしている企業の実践手順整備するのが一する調査研究
６ 委託や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業外部サービス利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告際に直面する問題を調に関する調査研究はセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究関する調査研究する調査研究責任を実施しようとしている企業の実践手順明確に関する調査研究する調査研究
７ 情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告に関する調査研究関する調査研究する調査研究最新動向けの攻撃の脅威を実施しようとしている企業の実践手順収集と理解する調査研究
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ここでチーム主査までご連絡ください。期待されていることは、リーダーシップを取ることと、今まで経験の無かった役割を行わなされてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究こと評価に関する調査研究は、リーダーシップを実施しようとしている企業の実践手順取り組み方る調査研究こと評価に関する調査研究と評価に関する調査研究、今までチーム主査までご連絡ください。経験の診断」研究プロジェクト　報告無かった役に立つのか自問自答する割を実施しようとしている企業の実践手順行わな

ければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。事が少ない中小企業留意点でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。これらの診断」研究プロジェクト　報告スキルを実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容活動と評価に関する調査研究併行しなが少ない中小企業ら身につけていくことに関する調査研究つけてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。くこと評価に関する調査研究

が少ない中小企業大切なサイバー攻撃対策を検討する必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

２．総論２．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告必要経費の算定

　クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告必要経費の算定の診断」研究プロジェクト　報告概算見積を取ってサービス内容との確認を実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威こと評価に関する調査研究、また進捗に応じてその見直しを行うことが大切でに関する調査研究応じてその診断」研究プロジェクト　報告見直ししを実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威こと評価に関する調査研究が少ない中小企業大切なサイバー攻撃対策を検討する必要でチーム主査までご連絡ください。

ある調査研究。必要経費の算定に関する調査研究は、①シ担当者の診断」研究プロジェクト　報告人件チェック費の算定、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているクラウド事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告サービス契約の診断」研究プロジェクト　報告金額に占めるソフトウェア投資比率を見ると、大企業が、③必要な

ハード、ソフトの診断」研究プロジェクト　報告経費の算定、④ネットワークの診断」研究プロジェクト　報告通信料、⑤有識の状況者への診断」研究プロジェクト　報告相談の意欲は高い中小企業料、コン一覧サルト経費の算定等とは関係ありません。でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

また、クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威が少ない中小企業進めば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、それに関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威経費の算定や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業想定外の診断」研究プロジェクト　報告経費の算定も提発生する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。注意する調査研究こと評価に関する調査研究。

３．総論クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告キックオフミーティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ
クラウド導入への実践的課題と検討内容はプロジェクトでチーム主査までご連絡ください。も提ある調査研究。周知フォーマッ内容と評価に関する調査研究しては次の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威なこと評価に関する調査研究が少ない中小企業考とする国内外の基準等えられる調査研究。

・クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告狙われることはない」、「機密情報なんて保持していない」、「狙われい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。（メリット・デメリットの診断」研究プロジェクト　報告明示を実施しようとしている企業の実践手順含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業）

・推進体制の構築と経費の算定（体制の構築と経費の算定、コスト、導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究伴う組織向けの攻撃の脅威う組織向けの攻撃の脅威変化に伴う組織向けの攻撃の脅威）

・開始める。時の留意点期及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。第一段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告完了時の留意点期（各段階における詳細な手順・評価の診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容内容と評価に関する調査研究スケジュール概要を実施しようとしている企業の実践手順含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業）　　等とは関係ありません。

４．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧選定
クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究当たっての診断」研究プロジェクト　報告より所と評価に関する調査研究なる調査研究ガイドライン一覧を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究

所属する調査研究業におけるクラウド利活用の課題界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業としや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業団体の診断」研究プロジェクト　報告ガイドが少ない中小企業あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、ガイドライン一覧を実施しようとしている企業の実践手順提案である。してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究組織体と評価に関する調査研究連絡ください。を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方り、相談の意欲は高い中小企業窓

口を知っておくや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業導入への実践的課題と検討内容サービスが少ない中小企業ある調査研究か確認する調査研究。

ガイドが少ない中小企業あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ良い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業、無い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究き情報財産（資産）は、元請け会社デンカク）、や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業大手顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、、有識の状況者への診断」研究プロジェクト　報告相談の意欲は高い中小企業、コン一覧サルトの診断」研究プロジェクト　報告採

用と評価に関する調査研究などを実施しようとしている企業の実践手順必要に関する調査研究応じて行う組織向けの攻撃の脅威。

現されている。ネットワークにつながった在公表されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究クラウド関する調査研究連ガイドライン一覧は【クラウド導入への実践的課題と検討内容の診断」研究プロジェクト　報告実践的ガイド－添付資料】参照

５．総論その診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等の診断」研究プロジェクト　報告参考とする国内外の基準等と評価に関する調査研究する調査研究国内外の診断」研究プロジェクト　報告基準等とは関係ありません。
①シ JIS Q 27001 （ISO/IEC 27001）ISMS（ Information Security Management System ）

（情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告マネジメン一覧トシステム監査学会）
②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている JIS Q 27002 （ISO/IEC 27002）（情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実践の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告規範）
③ JIS Q 27017 （ISO/IEC 27017）（JIS Q 27002 に関する調査研究基づくクラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セ

キュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実践の診断」研究プロジェクト　報告規範）
④NIST SP800-53 rev.4 （National Institute of Standards and Technolog ｙ）連邦政府情

報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。よび研究プロジェクトメンバーの見解です。連邦組織の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究プライバシー管理策の診断」研究プロジェクト　報告
⑤ Australian Government Information Security Manual（ISM）
オーストラリア政府情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告マニュアル
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６．総論クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告選定
　クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告選定に関する調査研究当たっては、事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告相性が少ない中小企業大切なサイバー攻撃対策を検討する必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。候補はいるのか確者と評価に関する調査研究なる調査研究幾つか紹介することとする。つかの診断」研究プロジェクト　報告ク

ラウド事業におけるクラウド利活用の課題者を実施しようとしている企業の実践手順選定し、その診断」研究プロジェクト　報告サービスを実施しようとしている企業の実践手順比較して大きな割合を占めている。我が国企業して最適な事業におけるクラウド利活用の課題者を実施しようとしている企業の実践手順選ぶ大規模施設に置かれたサーバーやストレージ、各種のソフトウェアなどと連携するここと評価に関する調査研究と評価に関する調査研究なる調査研究。

　最適な事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告選定に関する調査研究重要と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告安全性評価に関する調査研究は、検討が少ない中小企業行われて

い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告、未だ登録事業におけるクラウド利活用の課題者や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業評価に関する調査研究されたサービスなどはない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ため、現されている。ネットワークにつながった時の留意点点でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告選定

方法を実施しようとしている企業の実践手順述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義べる調査研究。
（クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告安全性評価に関する調査研究に関する調査研究関する調査研究する調査研究検討会中間と評価に関する調査研究りまと評価に関する調査研究め（案である。）　平成 31 年 3 月※４－２）

６．総論１．総論クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者選定

（１）サービス事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究サービスに関する調査研究関する調査研究する調査研究認定・情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告公開制の構築と経費の算定度等とは関係ありません。

　利用と評価に関する調査研究者が少ない中小企業クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者選択時の留意点に関する調査研究比較して大きな割合を占めている。我が国企業の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告　パラメータはⅢ．総論６．総論１．総論項でチーム主査までご連絡ください。クラウドサービス

事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究契約を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方り交わす際に考慮する項目とする。そのため「事業者」の選定と提供されるわす際に直面する問題を調に関する調査研究考とする国内外の基準等慮した上する調査研究項目と評価に関する調査研究する調査研究。その診断」研究プロジェクト　報告ため「事業におけるクラウド利活用の課題者」の診断」研究プロジェクト　報告選定と評価に関する調査研究提供するサービスに関する認定・情報公開制度等される調査研究

「サービス」の診断」研究プロジェクト　報告選定に関する調査研究関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順収集と理解・活用と評価に関する調査研究する調査研究。

①シ事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業公表してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究財務の選定情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順確認する調査研究。

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている利用と評価に関する調査研究者数による調査結果を分析すると下図の様になった。などの診断」研究プロジェクト　報告実績を実施しようとしている企業の実践手順問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。わせる調査研究。

③事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告方針や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業関する調査研究連した認証・認定制の構築と経費の算定度＊1 の診断」研究プロジェクト　報告取り組み方得状況を実施しようとしている企業の実践手順確認する調査研究。

④クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告安全・信頼性を実施しようとしている企業の実践手順確認する調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か。

⑤サービスの診断」研究プロジェクト　報告稼働き率を見ると、大企業が、障害は、顧発生頻度、障害は、顧時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告回復目標時の留意点間などの診断」研究プロジェクト　報告サービス品質保証を実施しようとしている企業の実践手順確認

する調査研究。

⑥店舗にクラウド型に関する調査研究クラウド型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援 POSレジを実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容する調査研究に関する調査研究あたりサービスが少ない中小企業常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ時の留意点に関する調査研究動い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。てい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究かの診断」研究プロジェクト　報告稼働き実績を実施しようとしている企業の実践手順

確認する調査研究。

⑦事業におけるクラウド利活用の課題者またはプラットフォーム監査学会事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業公表してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究品質保証基準（SLA＊２）を実施しようとしている企業の実践手順確認する調査研究。

⑧システム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告障害は、顧でチーム主査までご連絡ください。データ消のためのリスクと対策の明確化失などの診断」研究プロジェクト　報告被害は、顧が少ない中小企業発生したと評価に関する調査研究き情報財産（資産）に関する調査研究、どこまでチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告責任でチーム主査までご連絡ください。、どこ

からが少ない中小企業利用と評価に関する調査研究者の診断」研究プロジェクト　報告責任なの診断」研究プロジェクト　報告か利用と評価に関する調査研究規約でチーム主査までご連絡ください。確認する調査研究。

⑨クラウド利用と評価に関する調査研究に関する調査研究あたり長期間利用と評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッに関する調査研究改善してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究事業におけるクラウド利活用の課題者を実施しようとしている企業の実践手順選択す

る調査研究、

（２）利用と評価に関する調査研究実態から見た評価に関する調査研究項目と評価に関する調査研究クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者選定

これまでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告議論でチーム主査までご連絡ください。念することが第一で頭に置いたクラウドサービス事業者は、グローバルにサービスを展開するに関する調査研究置い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。たクラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者は、グローバルに関する調査研究サービスを実施しようとしている企業の実践手順展開する調査研究

大手の診断」研究プロジェクト　報告事業におけるクラウド利活用の課題者、国内でチーム主査までご連絡ください。回線や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業データセン一覧タ設備するのが一を実施しようとしている企業の実践手順保有しクラウドサービスを実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究事業におけるクラウド利活用の課題者でチーム主査までご連絡ください。あ

る調査研究。中小企業におけるクラウド利活用の課題は SaaS形態でチーム主査までご連絡ください。クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究アプリケーション一覧を実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究する調査研究こと評価に関する調査研究

を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等える調査研究。また、他の参考とする国内外の基準等に関する調査研究自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告既にクラウドを経験済み存の診断」研究プロジェクト　報告ソフトウェア資産を実施しようとしている企業の実践手順活用と評価に関する調査研究して PaaS形態でチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究する調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。も提考とする国内外の基準等え

られる調査研究。

クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究ため、HP上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえでチーム主査までご連絡ください。サービス内容や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業レベルを実施しようとしている企業の実践手順確認する調査研究こと評価に関する調査研究、更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究

現されている。ネットワークにつながった在利用と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究会社デンカク）、からの診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順入への実践的課題と検討内容手する調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）れば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッよい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。しかし、実際に直面する問題を調に関する調査研究は利用と評価に関する調査研究

者の診断」研究プロジェクト　報告声を実施しようとしている企業の実践手順聴くことや、それら利用者の評価をまとめた情報を得ることはなかなか困難である。クラくこと評価に関する調査研究や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業、それら利用と評価に関する調査研究者の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順まと評価に関する調査研究めた情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順得る調査研究こと評価に関する調査研究はなかなか困難であった。でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。クラ

ウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者はHP 等とは関係ありません。に関する調査研究より自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告サービスの診断」研究プロジェクト　報告特徴を幾つか紹介することとする。を実施しようとしている企業の実践手順アピ－ルしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告特徴を幾つか紹介することとする。、得

意分野の診断」研究プロジェクト　報告ほか、サービスメニュー、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告面する問題を調の診断」研究プロジェクト　報告特徴を幾つか紹介することとする。、価に関する調査研究格、他の参考とする国内外の基準等の診断」研究プロジェクト　報告クラウドサービスと評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連携、利

用と評価に関する調査研究者サポートなどでチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。実際に直面する問題を調の診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究状況に関する調査研究代えわる調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究してこれが少ない中小企業参考とする国内外の基準等に関する調査研究なる調査研究。。

SaaS形態でチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究する調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究アプリケーション一覧を実施しようとしている企業の実践手順その診断」研究プロジェクト　報告まま利

用と評価に関する調査研究出来れば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッよい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業、出来ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究は企業におけるクラウド利活用の課題はクラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者が少ない中小企業提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究アプリケーショ

ン一覧と評価に関する調査研究適合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。度合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。を実施しようとしている企業の実践手順見極めて重要である。める調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業必要に関する調査研究なる調査研究。また PaaS形態でチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究する調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究はクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究は

それなりの診断」研究プロジェクト　報告 IT 技術の診断」研究プロジェクト　報告対応が少ない中小企業必要に関する調査研究なる調査研究。
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クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究は、クラウド導入への実践的課題と検討内容支援の診断」研究プロジェクト　報告ほか、導入への実践的課題と検討内容後の検討課題に関する調査研究運用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告維持管理や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業監視業におけるクラウド利活用の課題務の選定、また

セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応が少ない中小企業必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告契約に関する調査研究より明確に関する調査研究なる調査研究こと評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究が少ない中小企業、

これらを実施しようとしている企業の実践手順必ずしも提すべてクラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者に関する調査研究任せる調査研究こと評価に関する調査研究は出来ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。一方中小企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究しては

本業におけるクラウド利活用の課題以外の診断」研究プロジェクト　報告この診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威なクラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威移行技術、運用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告工数による調査結果を分析すると下図の様になった。や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業技術を実施しようとしている企業の実践手順持たない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。し、持ちに関する調査研究くい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。

この診断」研究プロジェクト　報告こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等える調査研究と評価に関する調査研究、クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告選定と評価に関する調査研究しては、クラウド導入への実践的課題と検討内容支援と評価に関する調査研究併せて、運用と評価に関する調査研究管

理代え行の診断」研究プロジェクト　報告 MSP(マネージドサービスプロバイダ)や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応支援を実施しようとしている企業の実践手順代え行する調査研究機能を実施しようとしている企業の実践手順持つ

MSS（マネージドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告サービス）を実施しようとしている企業の実践手順選定する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業ポイン一覧トと評価に関する調査研究も提考とする国内外の基準等えられる調査研究。世の中には自社の診断」研究プロジェクト　報告中に関する調査研究は自社デンカク）、

でチーム主査までご連絡ください。は設備するのが一を実施しようとしている企業の実践手順持たず、持っても提小規模に関する調査研究特定の診断」研究プロジェクト　報告目的に関する調査研究特化に伴う組織向けの攻撃の脅威した設備するのが一を実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容し、大手事業におけるクラウド利活用の課題者と評価に関する調査研究連携し

てサービスメニューの診断」研究プロジェクト　報告効率を見ると、大企業が的・効果的な利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容支援を実施しようとしている企業の実践手順中心の対象業務選定手順に関する調査研究、運用と評価に関する調査研究に関する調査研究関する調査研究わる調査研究対応も提引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、き情報財産（資産）受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たけ

実施しようとしている企業の実践手順する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業多くの企業で利用されている結果となった。くある調査研究。大手事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告サービスと評価に関する調査研究連携する調査研究「クラウド導入への実践的課題と検討内容支援事業におけるクラウド利活用の課題者」が少ない中小企業多くの企業で利用されている結果となった。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。こ

と評価に関する調査研究は、クラウド利用と評価に関する調査研究に関する調査研究はそれだけの診断」研究プロジェクト　報告ノウハウが少ない中小企業必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順表してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。利用と評価に関する調査研究者でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究中小企業におけるクラウド利活用の課題

は、この診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威なこと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順念することが第一で頭に置いたクラウドサービス事業者は、グローバルにサービスを展開するに関する調査研究メニューを実施しようとしている企業の実践手順見て自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題務の選定と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告適合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性を実施しようとしている企業の実践手順判断する調査研究ほか、利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告容易に考えることなど油断は禁物である。性、

既にクラウドを経験済み存データの診断」研究プロジェクト　報告移行の診断」研究プロジェクト　報告容易に考えることなど油断は禁物である。性、導入への実践的課題と検討内容スピード、料金、契約内容などの診断」研究プロジェクト　報告項目に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て自社デンカク）、業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順クラ

ウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究ための診断」研究プロジェクト　報告適合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。する調査研究サービス事業におけるクラウド利活用の課題者を実施しようとしている企業の実践手順探す切り口として参考に見てほしい。また導入手順す切なサイバー攻撃対策を検討する必要り口を知っておくと評価に関する調査研究して参考とする国内外の基準等に関する調査研究見てほしい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。また導入への実践的課題と検討内容手順

でチーム主査までご連絡ください。紹介されているのは下記のものがある。した試行錯誤の段階での業務選定を実施しようとしている企業の実践手順体験する調査研究こと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順推奨する調査研究。【Ⅱ．総論導入への実践的課題と検討内容手順】参照
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表 13: クラウド事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告アピール、メニュー、特徴を幾つか紹介することとする。など

クラウドサービス事
業におけるクラウド利活用の課題者（名称Ｐマーク）と言われる認証制度がある。）

各社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告URL
事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告アピール、サービスメニュー、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告特徴を幾つか紹介することとする。、サポートな
ど

Amazon
（AWS）

https://aws.amazon.com/jp/
 最も提包括的　サービスを実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等　　コスト削減　俊敏性
 ソリューション一覧　機械学習、分析すると下図の様になった。と評価に関する調査研究データレイク、IoT、コン一覧テナ、
エン一覧タープライズがないままクラウドサービスの利用に踏み切ったケースが多数あると見受けられる。例アプリケーション一覧、ストレージ
業におけるクラウド利活用の課題種別、規模別ユースケース別　メニュー表示が少ない中小企業豊富さ

 高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究実績を実施しようとしている企業の実践手順持つ　軍隊、銀行など
 リモートワーク（テレワーク）及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。リモート学習
 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告標準９０を実施しようとしている企業の実践手順クリア
 システム監査学会イン一覧テグレータと評価に関する調査研究独立して利用することもできるし、全てをまとめてクラウド導入の実践的のマニュアベン一覧ダに関する調査研究よる調査研究サポート
 無料利用と評価に関する調査研究　AWS無料利用と評価に関する調査研究枠ありあり

Google
（Google Cloud）

https://cloud.google.com/
 本質はソリューション一覧の診断」研究プロジェクト　報告提供するサービスに関する認定・情報公開制度等、必要ツールを実施しようとしている企業の実践手順パッケージでチーム主査までご連絡ください。利用と評価に関する調査研究

でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究
 大手企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究実績多くの企業で利用されている結果となった。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。
 メニュー多くの企業で利用されている結果となった。彩 データ分析すると下図の様になった。に関する調査研究強いい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。　BigQuery　
 シーム監査学会レス利用と評価に関する調査研究
 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告　セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告重視設計、Google の診断」研究プロジェクト　報告お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、様に定義されている。サービ

スの診断」研究プロジェクト　報告使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらの用と評価に関する調査研究と評価に関する調査研究同じレベル
 無料利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告制の構築と経費の算定度有　最大 12か月

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ 
（Ａｚｕｒｅ）

https://azure.microsoft.com/ja-jp
 信頼でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究 Azure製品と評価に関する調査研究サービスを実施しようとしている企業の実践手順使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらの用と評価に関する調査研究してアイデアを実施しようとしている企業の実践手順イノ
ベーション一覧に関する調査研究変える調査研究

 大手ｸ環境、作業環境、各種装置などﾗｳﾄﾞプロバイダｰの診断」研究プロジェクト　報告中でチーム主査までご連絡ください。も提先進的ガバナン一覧ス機能を実施しようとしている企業の実践手順備するのが一え
てい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究

 障害は、顧対応を実施しようとしている企業の実践手順含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業サポ‐とプランがと評価に関する調査研究プラン一覧が少ない中小企業 basicレベルから4種
 開発は未来に関する調査研究備するのが一える調査研究　思われい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告ままに関する調査研究ビルド
 価に関する調査研究格　－コスト削減、AWS の診断」研究プロジェクト　報告 1/5
 ハイブリッド環境がクラウドである。の診断」研究プロジェクト　報告シーム監査学会レス運用と評価に関する調査研究　エキスパートチーム監査学会支

援、
  セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告　コン一覧プライアン一覧ス認証９０上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ　　　　
 無料利用と評価に関する調査研究有　無料の診断」研究プロジェクト　報告アカウン一覧ト（アプリの診断」研究プロジェクト　報告テスト、データ分析すると下図の様になった。）

IBM 
(IBM.Cloud)

https://www.ibm.com/jp-ja/cloud
 I ビジネス用と評価に関する調査研究クラウド。AI の診断」研究プロジェクト　報告ビジネス活用と評価に関する調査研究、既にクラウドを経験済み存システム監査学会を実施しようとしている企業の実践手順クラ

ウドに関する調査研究移行、クラウドネイティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ブ・アプリケーション一覧開発の診断」研究プロジェクト　報告両方に関する調査研究
対応でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究。・スマートビジネスGARAGE

 IBM クラウド製品　業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究最適なツールを実施しようとしている企業の実践手順選択
 20 業におけるクラウド利活用の課題種数による調査結果を分析すると下図の様になった。千社デンカク）、が少ない中小企業信頼して利用と評価に関する調査研究
 他の参考とする国内外の基準等ｻｰﾋﾞｽとの連携　と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連携　SＡＰ　・オラクル　・セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告マネジメ

ン一覧ト
 ハイブリッド、マルチｸ環境、作業環境、各種装置などﾗｳﾄ、プライベートクラウドを実施しようとしている企業の実践手順統合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、ﾞ環境がクラウドである。を実施しようとしている企業の実践手順
管理

 データ価に関する調査研究値評価に関する調査研究、AI に関する調査研究移行、オープン一覧ソーステクノロジ
 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告　アプリ、サービス、イン一覧フラに関する調査研究組み方込まれる項目む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業

Alibaba 

(Alibaba Cloud)

https://jp.alibabacloud.com
 中国ビジネスに関する調査研究強いい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、中国でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告活躍を支援、平昌オリンピックを実施しようとしている企業の実践手順支援、平昌オリンピックオリン一覧ピック
パートナー

 業におけるクラウド利活用の課題界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業とし別、機能別ソリューション一覧
 製品　コン一覧ピューティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ、ストレージ、データベース、分析すると下図の様になった。、

ネットワーキン一覧グ、モバイル、開発者用と評価に関する調査研究ツール、管理ツール、セ
キュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、40以上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告プロダクトが少ない中小企業利用と評価に関する調査研究可
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 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告　Web攻撃の脅威への診断」研究プロジェクト　報告防ぐことを目的にしている。そのため、クラウド化に伴う働き方の形態の変化を考慮した上御技術、中国国内と評価に関する調査研究国外の診断」研究プロジェクト　報告セ
キュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告基準を実施しようとしている企業の実践手順遵守るべき情報財産（資産）

NTT
communications
(Enterprise

Platform　service)

https://www.ntt.com/business/service/services/cloud.html
 ICT基盤を整備するのが一　NTTcom の診断」研究プロジェクト　報告ハイブリッドクラウドは通信キャリアな
らでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告安全性、信頼でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究。プラットフォーム監査学会に関する調査研究優れたパブリック
クラウドを実施しようとしている企業の実践手順組み方合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。わせ、ビジネス基盤を整備するのが一の診断」研究プロジェクト　報告最適化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究貢献

 Enterprise cloud　　ネットワーク、データセン一覧ター、マネジメ
ン一覧トサービス、を実施しようとしている企業の実践手順連携したクラウドサービス

 レン一覧タルサーバー　ホスティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ　オン一覧ライン一覧ストレージ
 他の参考とする国内外の基準等サービスと評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連携　office365　Google Suite 提供するサービスに関する認定・情報公開制度等　
 柔軟に取り入れるなパブリッククラウド
 ネットワークと評価に関する調査研究データセン一覧タを実施しようとしている企業の実践手順一体化に伴う組織向けの攻撃の脅威、災害は、顧に関する調査研究強いい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。 ICT基盤を整備するのが一
 無料利用と評価に関する調査研究　無料トライアル（ファイル転送、オン一覧ライン一覧ストレー

ジサービス）

KDDI
(KDDI Cloud)

https://big.kddi.com/service/cloud-data-center/
 トータル ICTソリューション一覧　データセン一覧タや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業クラウド、・SaaS,CISA

ネットワークなど幅広い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ライン一覧ナップ
 クラウドサービス　 CiscoWebex Zoom　GSuite MS365 
ベーシックパックプラス　LINEWorks Chatwork

 高い中小企業品質、低価に関する調査研究格、低コスト　ファイルストレージ　
 通信キャリアでチーム主査までご連絡ください。、障害は、顧に関する調査研究強いい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。
 他の参考とする国内外の基準等ｻｰﾋﾞｽとの連携　と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連携　Oracle　 AWS GCP Azure 
 マルチｸ環境、作業環境、各種装置などﾗｳﾄﾞ環境がクラウドである。対応
 データセン一覧ター　万全な運用と評価に関する調査研究監視、国内セン一覧ター、サポート体
制の構築と経費の算定

 無料利用と評価に関する調査研究　3ヶ月無料制度月無料制の構築と経費の算定度

ソフトバン一覧ク 
（ソフトバン一覧ク

Cloud）

https://www.softbank.jp/biz/cloud
 多くの企業で利用されている結果となった。種多くの企業で利用されている結果となった。様に定義されている。なクラウドサービスでチーム主査までご連絡ください。、お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告ビジネス課題と検討内容解です。決

に関する調査研究応える調査研究。自社デンカク）、活用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告実績を実施しようとしている企業の実践手順も提と評価に関する調査研究に関する調査研究クラウドコン一覧ピューティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ
の診断」研究プロジェクト　報告可能性を実施しようとしている企業の実践手順最大限に関する調査研究引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、き情報財産（資産）出したイン一覧テグレーション一覧サービスを実施しようとしている企業の実践手順
提供するサービスに関する認定・情報公開制度等

 どの診断」研究プロジェクト　報告クラウド製品が少ない中小企業最適かサービスを実施しようとしている企業の実践手順さが少ない中小企業す
 提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究クラウドサービス　複数による調査結果を分析すると下図の様になった。の診断」研究プロジェクト　報告製品導入への実践的課題と検討内容　グループウェ
ア、オフィ対策の診断」研究プロジェクト　報告スツール、ファイル共有、会議ソリューション一覧など

 他の参考とする国内外の基準等者サービスと評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連携　Google、Microsoft、Alibaba,CISA IBM
クラウド・クラウドソリューション一覧を実施しようとしている企業の実践手順お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、の診断」研究プロジェクト　報告ニーズがないままクラウドサービスの利用に踏み切ったケースが多数あると見受けられる。例に関する調査研究合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。わせて利用と評価に関する調査研究
する調査研究

 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告　「Cybereason」「CloudGuard Dome9」など
強い固めるなセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告実現されている。ネットワークにつながったを実施しようとしている企業の実践手順サポート

 対策の診断」研究プロジェクト　報告メニューから顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、の診断」研究プロジェクト　報告環境がクラウドである。に関する調査研究合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。わせた対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順講じている状況じる調査研究
 セミナー開催（オン一覧ライン一覧も提含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業）

イン一覧テック
（クラウドサービス

EINS/SPS
仮想サーバ基盤を整備するのが一サー

ビス)
（バックアップサービ

ス EINS/BRS）

http://www.intec.co.jp/service/solution/cloud.html
 高い中小企業品質・高い中小企業可用と評価に関する調査研究な国内データセン一覧タでチーム主査までご連絡ください。運用と評価に関する調査研究する調査研究ビジネス向けの攻撃の脅威け

クラウドサービス
 ソリューション一覧　業におけるクラウド利活用の課題種・産業におけるクラウド利活用の課題別サービス　金融、製造、流れ通、
医療、公共

 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告、ﾈｯﾄﾜｰｸ環境、作業環境、各種装置などサービスメニュー　・訓練を実施、認証、診断
 セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告　多くの企業で利用されている結果となった。要素から大きく下記の３種類がある。認証システム監査学会、マルウェア感染診断サー

ビス等とは関係ありません。
 他の参考とする国内外の基準等ｻｰﾋﾞｽとの連携　と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告連携　MicrosoftAzure、IBM、 オラクル、グーグ

ルクラウドプラットフォーム監査学会
 セキュアサイトの診断」研究プロジェクト　報告構築と経費の算定・運用と評価に関する調査研究・監視・診断を実施しようとしている企業の実践手順提供するサービスに関する認定・情報公開制度等
 国内サーバー
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Ⅴ．総論維持管理

１．総論クラウド導入への実践的課題と検討内容後の検討課題の診断」研究プロジェクト　報告維持管理
クラウド導入への実践的課題と検討内容後の検討課題の診断」研究プロジェクト　報告維持管理に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ても提、（A)人まかせに関する調査研究する調査研究か又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「は成り行き情報財産（資産）に関する調査研究任せる調査研究か、（B)自

社デンカク）、でチーム主査までご連絡ください。意識の状況的に関する調査研究クラウド活用と評価に関する調査研究管理を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究か、考とする国内外の基準等えてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。かなければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッならない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。（A)の診断」研究プロジェクト　報告場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。は依頼経費の算定を実施しようとしている企業の実践手順

用と評価に関する調査研究意する調査研究予算確保だけと評価に関する調査研究なる調査研究。（B)自社デンカク）、でチーム主査までご連絡ください。管理を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等える調査研究の診断」研究プロジェクト　報告なら、下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告事象を実施しようとしている企業の実践手順、計画し、実施しようとしている企業の実践手順し、評

価に関する調査研究する調査研究。注意して行わなければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、往々がクラウドサービスの導入に当たり、実際に直面する問題を調に関する調査研究してトラブルを実施しようとしている企業の実践手順発生する調査研究元凶にもなる。主要な維持管理項に関する調査研究も提なる調査研究。主要な維持管理項

目は次の診断」研究プロジェクト　報告通りでチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

①シクラウド運用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告チッェクと評価に関する調査研究評価に関する調査研究（オペレーション一覧）

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている追加の管理策等の改善処置の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告改善処置

③契約内容の診断」研究プロジェクト　報告見直しし

④クラウド業におけるクラウド利活用の課題務の選定監査（社デンカク）、内、事業におけるクラウド利活用の課題者）

⑤トラブル対応

２．総論クラウド運用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告チッェクと評価に関する調査研究評価に関する調査研究　（オペレーション一覧）
　クラウド運用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順自社デンカク）、でチーム主査までご連絡ください。行う組織向けの攻撃の脅威場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究しても提、アウトソースする調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。でチーム主査までご連絡ください。も提、次の診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威な項目でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威必要
が少ない中小企業ある調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。稼働き監視等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会運用と評価に関する調査研究、イン一覧フラストラクチャー運用と評価に関する調査研究、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告運用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告３種類に関する調査研究
分けた場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告主な評価に関する調査研究項目を実施しようとしている企業の実践手順記の様に定義されている。載して、確認してする調査研究。

２．総論１．総論オペレーション一覧管理

マニュアル維持管理　　　　オペレーション一覧マニュアル作成、変更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で管理

オペレーション一覧監視 システム監査学会稼働き監視、モニタリン一覧グ、処理終了通知フォーマッ

オペレーション一覧ログ分析すると下図の様になった。 ログ分析すると下図の様になった。に関する調査研究よる調査研究処理の診断」研究プロジェクト　報告完了確認、処理量の計測値記録の診断」研究プロジェクト　報告計測値記の様に定義されている。録

障害は、顧管理　　　　　 　　　　　事前準備するのが一、特別監視、終了確認、残るリスク（残留リスク経過監視

レポート 　　　　　運用と評価に関する調査研究状況の診断」研究プロジェクト　報告定期レポーティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ

２．総論２．総論セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理

セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告監視 　　24時の留意点間 365 日の診断」研究プロジェクト　報告モニタリン一覧グ、イン一覧シデン一覧ト通知フォーマッ

セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ログ分析すると下図の様になった。 　　原因追及び研究プロジェクトメンバーの見解です。トレース、原因の診断」研究プロジェクト　報告特定、真の脅威の抽出、予防策の設定の診断」研究プロジェクト　報告脅威の診断」研究プロジェクト　報告抽出、予防ぐことを目的にしている。そのため、クラウド化に伴う働き方の形態の変化を考慮した上策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告設定

緊急遮断措置 　　　　　影響として「企業拡大防ぐことを目的にしている。そのため、クラウド化に伴う働き方の形態の変化を考慮した上止の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告通信緊急遮断（FW、Proxy 等とは関係ありません。）

レポート 　　　　　イン一覧シデン一覧トレポーティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ

CSIRT運営支援 　　　CSIRT の診断」研究プロジェクト　報告相談の意欲は高い中小企業対応、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告専門家の助言相談の意欲は高い中小企業と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告意見交わす際に考慮する項目とする。そのため「事業者」の選定と提供される換

脆弱性診断 　　　　　Webや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業アプリケーション一覧の診断」研究プロジェクト　報告診断

　　　　　　　　　　　　　　　　　システム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告プラットフォーム監査学会診断（リモート/オン一覧サイト）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ネットワーク診断

　　　　　　　　　　　　　　　　　クライアン一覧ト診断

データの診断」研究プロジェクト　報告入への実践的課題と検討内容出力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。 クラウド／オン一覧プレミスの診断」研究プロジェクト　報告入への実践的課題と検討内容出力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。機器の脆弱性の顕在化の診断」研究プロジェクト　報告設定等とは関係ありません。妥当性確認

２．総論３．総論イン一覧フラストラクチャー・デバイス管理

機器の脆弱性の顕在化機材監視 　　　　　24時の留意点間 365 日、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告機器の脆弱性の顕在化の診断」研究プロジェクト　報告故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業障監視、稼働き監視

機器の脆弱性の顕在化の診断」研究プロジェクト　報告設定変更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で 　　　ポリシー変更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で、ブラックリスト、ホワイトリスト追加の管理策等の改善処置等とは関係ありません。

パッチ・シグネチャー適用と評価に関する調査研究 　必要に関する調査研究応じたパッチ・シグネチャー適用と評価に関する調査研究
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３．総論追加の管理策等の改善処置の診断」研究プロジェクト　報告管理策の診断」研究プロジェクト　報告等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告改善処置
３．総論１．総論ファシリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ーマネジメン一覧ト

（１）不要な施しようとしている企業の実践手順設、不足な施しようとしている企業の実践手順設、不適当な施しようとしている企業の実践手順設の診断」研究プロジェクト　報告使って、メールをやり取りしたりゲームをしたりすることは当たり前になっている。しかし、これらのわれ方が少ない中小企業明らかに関する調査研究なり、設備するのが一投資、施しようとしている企業の実践手順設運営費の算定

の診断」研究プロジェクト　報告最小化に伴う組織向けの攻撃の脅威（コストミニマム監査学会）が少ない中小企業実現されている。ネットワークにつながったする調査研究。だだし、情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理施しようとしている企業の実践手順設と評価に関する調査研究して、ストレージの診断」研究プロジェクト　報告容量の計測値記録、データ

ベースの診断」研究プロジェクト　報告容量の計測値記録など、タイトに関する調査研究する調査研究と評価に関する調査研究、レスポン一覧スが少ない中小企業落ちるなどの副作用があるので注意を要する。ちる調査研究などの診断」研究プロジェクト　報告副作用と評価に関する調査研究が少ない中小企業ある調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。注意を実施しようとしている企業の実践手順要する調査研究。

（２）IT 関する調査研究連設備するのが一に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、将来の診断」研究プロジェクト　報告発展、変化に伴う組織向けの攻撃の脅威への診断」研究プロジェクト　報告柔軟に取り入れるな対応が少ない中小企業自由でチーム主査までご連絡ください。度（フレキシビリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告）が少ない中小企業高い中小企業く

維持される調査研究。ファシリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告最適化に伴う組織向けの攻撃の脅威、最先端化に伴う組織向けの攻撃の脅威が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究。

（３）ネットワークに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、速さ、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている度、容量の計測値記録、の診断」研究プロジェクト　報告監視と評価に関する調査研究バイパスの診断」研究プロジェクト　報告確保

（４）ITを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究して顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、に関する調査研究関する調査研究する調査研究情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順適切なサイバー攻撃対策を検討する必要に関する調査研究管理する調査研究 CRM（Customer Relationship 

Management）や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業工場の診断」研究プロジェクト　報告生産ライン一覧に関する調査研究 ITを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究し、生産を実施しようとしている企業の実践手順総合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。的に関する調査研究管理する調査研究 CIM（Computer 

Integrated Manufacturing）等とは関係ありません。への診断」研究プロジェクト　報告貢献が少ない中小企業期待されていることは、リーダーシップを取ることと、今まで経験の無かった役割を行わなされる調査研究。

３．総論２．総論ソフトウェア

（１）提供するサービスに関する認定・情報公開制度等を実施しようとしている企業の実践手順受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たけてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究サービスの診断」研究プロジェクト　報告ソフトウェアの診断」研究プロジェクト　報告アップデートや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業脆弱性チッェクの診断」研究プロジェクト　報告必要性はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。が少ない中小企業

バージョン一覧アップが少ない中小企業タイム監査学会リーに関する調査研究実施しようとしている企業の実践手順されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究かの診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告管理は定期的に関する調査研究行う組織向けの攻撃の脅威必要が少ない中小企業ある調査研究。

（２）ソフトウェアの診断」研究プロジェクト　報告更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業新規ソフトウェアの診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容でチーム主査までご連絡ください。、整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性に関する調査研究齟齬がでたり、テンポラリーファイルが少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。たり、テン一覧ポラリーファイル

の診断」研究プロジェクト　報告不良などの診断」研究プロジェクト　報告発生が少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究、事前に関する調査研究整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性チッェクを実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威こと評価に関する調査研究。

（３）市販ソフトが少ない中小企業利用と評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）なくなる調査研究事への診断」研究プロジェクト　報告注意。

３．総論３．総論アプリケーション一覧

新たに関する調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定を実施しようとしている企業の実践手順クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究に関する調査研究当たって、対象と評価に関する調査研究なる調査研究業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告アプリケーション一覧を実施しようとしている企業の実践手順どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究調達

する調査研究か。

①シクラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者の診断」研究プロジェクト　報告アプリ

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている市販の診断」研究プロジェクト　報告アプリ

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている新たに関する調査研究アプリを実施しようとしている企業の実践手順開発
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４．総論契約内容の診断」研究プロジェクト　報告見直しし
４．総論１．総論外部委託、アウトソーシン一覧グ

　クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者への診断」研究プロジェクト　報告委託に関する調査研究関する調査研究する調査研究ポリシーの診断」研究プロジェクト　報告主な項目を実施しようとしている企業の実践手順例示する調査研究。委託ポリシーは情

報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告システム監査学会戦略した呼び方で、データやアプリケー委員会等とは関係ありません。でチーム主査までご連絡ください。 IT ガバナン一覧スと評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告整合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。性を実施しようとしている企業の実践手順保ち各々がクラウドサービスの導入に当たり、実際に直面する問題を調の診断」研究プロジェクト　報告組織でチーム主査までご連絡ください。策の診断」研究プロジェクト　報告定される調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業前提

と評価に関する調査研究なる調査研究。

表 14: クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者への診断」研究プロジェクト　報告委託ポリシーの診断」研究プロジェクト　報告例

段階における詳細な手順・評価 特徴を幾つか紹介することとする。及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。実践内容 備するのが一考とする国内外の基準等

品質  自社デンカク）、でチーム主査までご連絡ください。行ってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。たサービスレベルを実施しようとしている企業の実践手順下回らない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。こと評価に関する調査研究

セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告  自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告技術者が少ない中小企業判断でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）なければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、専門家の助言相談の意欲は高い中小企業を実施しようとしている企業の実践手順信頼する調査研究しかない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

（クラウドサービス事業におけるクラウド利活用の課題者や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業独自に関する調査研究依頼する調査研究コン一覧サル等とは関係ありません。）

事業におけるクラウド利活用の課題継続  影響として「企業範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。（顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、、サプライチェーン一覧、従業におけるクラウド利活用の課題員）

 復旧時の留意点間

費の算定用と評価に関する調査研究対効果  妥当性、自社デンカク）、満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して足度、顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して足度

 一次経費の算定、継続的経費の算定でチーム主査までご連絡ください。評価に関する調査研究
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５．総論クラウド業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告監査　（社デンカク）、内、事業におけるクラウド利活用の課題者）
５．総論１．総論有効性の診断」研究プロジェクト　報告アセスメン一覧トと評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告監査

（１）提供するサービスに関する認定・情報公開制度等を実施しようとしている企業の実践手順受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たけてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究サービスに関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て、例えば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、メール、ＨＰ、グループウェア、オフィ対策の診断」研究プロジェクト　報告ス（Office 製

品） 、ファイル管理、ファイル転送、テレビ会議等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告有効性の診断」研究プロジェクト　報告評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究事が少ない中小企業望まで含めるとましい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。単純な評な評

価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告前後の検討課題でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告、コストの診断」研究プロジェクト　報告比較して大きな割合を占めている。我が国企業でチーム主査までご連絡ください。あろう組織向けの攻撃の脅威が少ない中小企業、果たして細な手順・評価かい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。原価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告算出と評価に関する調査研究、そ

の診断」研究プロジェクト　報告比較して大きな割合を占めている。我が国企業評価に関する調査研究が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究か、はなはだ心の対象業務選定手順許す限り選定する。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究。

（２）顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、の診断」研究プロジェクト　報告満あるいは１億円未満の平均を取ると、「利用している」、「利用して足度も提一つの診断」研究プロジェクト　報告尺度でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。サービスや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告提供するサービスに関する認定・情報公開制度等が少ない中小企業タイム監査学会リーでチーム主査までご連絡ください。スム監査学会ーズがないままクラウドサービスの利用に踏み切ったケースが多数あると見受けられる。例でチーム主査までご連絡ください。あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、

評価に関する調査研究は高い中小企業くなる調査研究。

（３）最終的に関する調査研究は、利便性に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。てコスト対パフォーマン一覧スを実施しようとしている企業の実践手順計数による調査結果を分析すると下図の様になった。的に関する調査研究も提、感覚的に関する調査研究も提評価に関する調査研究してサー

ビスの診断」研究プロジェクト　報告継続を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究か、他の参考とする国内外の基準等の診断」研究プロジェクト　報告選択肢の評価を実施しようとしている企業の実践手順検討する調査研究かの診断」研究プロジェクト　報告作業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順行い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、判断する調査研究。

クラウド業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告有効性の診断」研究プロジェクト　報告アセスメン一覧トと評価に関する調査研究して、システム監査学会監査や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業内部監査、外部監査を実施しようとしている企業の実践手順活用と評価に関する調査研究する調査研究。

自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告監査を実施しようとしている企業の実践手順具体的に関する調査研究希望まで含めるとされる調査研究企業におけるクラウド利活用の課題は連絡ください。先に関する調査研究ご質問、お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。一報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ください合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。ご質問、お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。相談の意欲は高い中小企業に関する調査研究応じます。

５．総論２．総論JIS Q 27001 及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。 JIS Q 27017 に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究維持管理

（１）JIS Q 27001 及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。 JIS Q 27017を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究ならば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、審査の診断」研究プロジェクト　報告状況を実施しようとしている企業の実践手順監査と評価に関する調査研究見なして対応

する調査研究。

（２）取り組み方得してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。なければ宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、審査と評価に関する調査研究同等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告監査を実施しようとしている企業の実践手順社デンカク）、内でチーム主査までご連絡ください。行う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告は要員の診断」研究プロジェクト　報告確保や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業監査力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。量の計測値記録の診断」研究プロジェクト　報告保持が少ない中小企業

難であった。しい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。、第三者に関する調査研究委託する調査研究。

６．総論トラブル対応
６．総論１．総論情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告イン一覧シデン一覧ト対応

（１）オペレーション一覧監視ルールに関する調査研究基づき情報財産（資産）、「・日時の留意点業におけるクラウド利活用の課題務の選定確認、・週次業におけるクラウド利活用の課題務の選定確認、・月次業におけるクラウド利活用の課題務の選定確認、・変

更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で業におけるクラウド利活用の課題務の選定確認」を実施しようとしている企業の実践手順通して、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告事象及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告弱点に関する調査研究関する調査研究する調査研究、「・問題と検討内容あり、・規定値

オーバー、・アラーム監査学会値、・疑い、・誤動作、・誤操作、・違反、・未遂」などの検出・発見に努める。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、・誤の段階での業務選定動作、・誤の段階での業務選定操作、・違反する２面性がある事が明らかと、・未遂」などの診断」研究プロジェクト　報告検出・発見に関する調査研究努める。める調査研究。

（２）イン一覧シデン一覧ト（トラブル、事件チェック、事故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業、障害は、顧）が少ない中小企業発生したか又は顧客の要請に応じて、情報セキュリティの国際認証「は発生が少ない中小企業予測される調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、その診断」研究プロジェクト　報告情

報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順入への実践的課題と検討内容手した者は、緊急連絡ください。網に関する調査研究従い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。遅滞なく報告する。なく報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告告する調査研究。

（３）イン一覧シデン一覧トの診断」研究プロジェクト　報告報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告は、①シ顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、に関する調査研究影響として「企業を実施しようとしている企業の実践手順及び研究プロジェクトメンバーの見解です。ぼすか、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている法規制の構築と経費の算定の診断」研究プロジェクト　報告違反する２面性がある事が明らかとが少ない中小企業発生したか、③社デンカク）、

会的影響として「企業が少ない中小企業ある調査研究か、などの診断」研究プロジェクト　報告状況把握する。と評価に関する調査研究判断を実施しようとしている企業の実践手順して対応する調査研究。

（４）サービスデスク機能も提備するのが一えて、予防ぐことを目的にしている。そのため、クラウド化に伴う働き方の形態の変化を考慮した上・抑制の構築と経費の算定が少ない中小企業充実する調査研究対応策の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

（５）新しい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告関する調査研究連情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順キャッチする調査研究。日々がクラウドサービスの導入に当たり、実際に直面する問題を調進化に伴う組織向けの攻撃の脅威する調査研究攻撃の脅威に関する調査研究対応する調査研究ための診断」研究プロジェクト　報告仕組み方

（CSIRT）を実施しようとしている企業の実践手順構築と経費の算定してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。く。

（６）専門的な対策の診断」研究プロジェクト　報告スキルを実施しようとしている企業の実践手順持つ技術者（セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告資格取り組み方得者）の診断」研究プロジェクト　報告確保かサポートが少ない中小企業受ける」対策も２０．２％となっており、大企業の５８．０％と比較すると半分にも満たけられ

る調査研究体制の構築と経費の算定構築と経費の算定。
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６．総論２．総論事業におけるクラウド利活用の課題継続計画（ＢＣＰ）

イン一覧シデン一覧ト・トラブルの診断」研究プロジェクト　報告中に関する調査研究は不慣れでチーム主査までご連絡ください。対応が少ない中小企業遅れ、致しているか確認命について常に確認し的な状況に関する調査研究陥る可能性がある。る調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業ある調査研究。

その診断」研究プロジェクト　報告ため、想定する調査研究べき情報財産（資産）災害は、顧と評価に関する調査研究して、①シ地がある。震、台にされて取引先の大企業へのサイバー攻撃が行われてしまったら、風等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告広域の業務となっており、放送業から学術研究、宿泊業、医療まで含まれている。災害は、顧、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている火災等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告局所災害は、顧、③サプラ

イヤーの診断」研究プロジェクト　報告被災等とは関係ありません。でチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告外部サービスの診断」研究プロジェクト　報告停止、④悪性イン一覧フルエン一覧ザ等のツールと利用の記録、、疫病等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告感染系や適用条件別料金人的災害は、顧、⑤

食サービス業のうち、宿泊業、旅行業以外の「（生活関連サービス中毒、交わす際に考慮する項目とする。そのため「事業者」の選定と提供される通事故による企業イメージの低下意識が少ない中小企業等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告非感染系や適用条件別料金人的災害は、顧の診断」研究プロジェクト　報告５種類が少ない中小企業ある調査研究と評価に関する調査研究されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

今回の診断」研究プロジェクト　報告新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウイルスでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告経験でチーム主査までご連絡ください。、その診断」研究プロジェクト　報告範囲のガイドや事業者はどれかを確実に認識していたか。と評価に関する調査研究影響として「企業力が十分でない企業は情報システムを業務に利活用することが困難であった。、対応必要性は全世の中には自社界の上流工程から、下流工程まで明示され、その環の一翼を担う企業とし的な問題と検討内容までチーム主査までご連絡ください。

考とする国内外の基準等慮した上せざる調査研究を実施しようとしている企業の実践手順得なくなった。

（１）自社デンカク）、が少ない中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告イン一覧シデン一覧ト等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告トラブルが少ない中小企業発生したと評価に関する調査研究き情報財産（資産）の診断」研究プロジェクト　報告対応と評価に関する調査研究して、事業におけるクラウド利活用の課題継続計

画を実施しようとしている企業の実践手順策の診断」研究プロジェクト　報告定する調査研究。

（２）事業におけるクラウド利活用の課題継続計画でチーム主査までご連絡ください。は、自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告危うくする脅威を推機管理と評価に関する調査研究して情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告以外の診断」研究プロジェクト　報告ケースも提含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業めて、生き情報財産（資産）残るリスク（残りに関する調査研究関する調査研究する調査研究ポ

リシーと評価に関する調査研究して作成する調査研究。

（３）内容はイン一覧シデン一覧トに関する調査研究対する調査研究リスクアセスメン一覧ト、発生時の留意点の診断」研究プロジェクト　報告組識の状況体制の構築と経費の算定、職務の選定と評価に関する調査研究責任、対応手順を実施しようとしている企業の実践手順

計画する調査研究。特に関する調査研究、復旧の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告復旧対応の診断」研究プロジェクト　報告想定時の留意点間を実施しようとしている企業の実践手順設定し、顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。意が少ない中小企業あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究良い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

も提の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究。

（４）事業におけるクラウド利活用の課題継続計画書の診断」研究プロジェクト　報告試験を実施しようとしている企業の実践手順定期的に関する調査研究実施しようとしている企業の実践手順し、事業におけるクラウド利活用の課題継続実施しようとしている企業の実践手順記の様に定義されている。録、計画の診断」研究プロジェクト　報告検証、計画書が少ない中小企業最新

でチーム主査までご連絡ください。効果的なも提の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究ための診断」研究プロジェクト　報告見直しし修正しい情報提供について確認する。を実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威。

７．総論クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告総合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。的評価に関する調査研究
７．総論１．総論クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告有益性

ビジネス上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ、製品・サービスの診断」研究プロジェクト　報告ライフサイクル（Product life cycle）は市場に関する調査研究登場してから退場

する調査研究までチーム主査までご連絡ください。、①シ導入への実践的課題と検討内容期、②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている成長期、③成熟期、④衰退期、と評価に関する調査研究４つの診断」研究プロジェクト　報告段階における詳細な手順・評価に関する調査研究分けられる調査研究の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業普通でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

各段階における詳細な手順・評価に関する調査研究ある調査研究自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告製品・サービスを実施しようとしている企業の実践手順どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究管理して、企業におけるクラウド利活用の課題業におけるクラウド利活用の課題績を実施しようとしている企業の実践手順高い中小企業めてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。くかが少ない中小企業経営の診断」研究プロジェクト　報告鍵

でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究。

これらは情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業データに関する調査研究よって管理し、下記の様に定義されている。に関する調査研究対応する調査研究事が少ない中小企業求められるＩＴガバナンスめられる調査研究。

①シ中軸の製品・サービスに関するライフサイクルの診断」研究プロジェクト　報告製品・サービスに関する調査研究関する調査研究する調査研究ライフサイクル

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられている新規開発の診断」研究プロジェクト　報告製品・サービスの診断」研究プロジェクト　報告市場投入への実践的課題と検討内容時の留意点期

③成熟した製品・サービスの診断」研究プロジェクト　報告収益性の診断」研究プロジェクト　報告拡大

④陳腐化に伴う組織向けの攻撃の脅威製品の診断」研究プロジェクト　報告縮小・撤退の診断」研究プロジェクト　報告タイミン一覧グ

７．総論２．総論クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告将来性

クラウド化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告総合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。的評価に関する調査研究は将来的な要因を実施しようとしている企業の実践手順含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業めて、詳細な手順・評価な検討が少ない中小企業必要なテーマが少ない中小企業在る調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等え

たの診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。、次に関する調査研究列挙げられているした。

①シ生き情報財産（資産）残るリスク（残りに関する調査研究関する調査研究する調査研究ポリシー

②初期費用・運用費の削減、③可用性の向上、④利便性の向上が挙げられているコン一覧ピタン一覧スに関する調査研究関する調査研究する調査研究ポリシー

③外部委託に関する調査研究関する調査研究する調査研究ポリシー

④品質マネジメン一覧トシステム監査学会ー要求められるＩＴガバナンス事項ポリシー

⑤情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告技術－要求められるＩＴガバナンス事項ポリシー

⑥情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告プラットフォーム監査学会ポリシー

⑦サプライチェーン一覧に関する調査研究関する調査研究する調査研究ポリシー
⑧イノベーション一覧に関する調査研究関する調査研究する調査研究ポリシー
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Ⅵ．総論チェックリスト

１．総論１．総論前提条件チェックチェック
　中小企業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けの診断」研究プロジェクト　報告クラウドサービス安全性の診断」研究プロジェクト　報告手引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、き情報財産（資産）※６－１に関する調査研究よる調査研究チェックリストが少ない中小企業既にクラウドを経験済みに関する調査研究提供するサービスに関する認定・情報公開制度等されてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。
り、多くの企業で利用されている結果となった。種多くの企業で利用されている結果となった。様に定義されている。に関する調査研究独自性の診断」研究プロジェクト　報告ある調査研究中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告状況の診断」研究プロジェクト　報告現されている。ネットワークにつながった状を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえて分かりや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業すさに関する調査研究重点
が少ない中小企業置かれてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。しかし、Ⅱ．総論３．総論３．総論中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告サイバー攻撃の脅威対策の診断」研究プロジェクト　報告高い中小企業度化に伴う組織向けの攻撃の脅威の診断」研究プロジェクト　報告必要性でチーム主査までご連絡ください。述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義べたよう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究、
リスクに関する調査研究企業におけるクラウド利活用の課題規模の診断」研究プロジェクト　報告大小が少ない中小企業無い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。事を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえ、中小企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。あっても提大企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究同様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告クラウドセキュリ
ティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業必要でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告結論に関する調査研究至った。しかし、大企業のクラウドセキュリティ対策の構築は容った。しかし、大企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告構築と経費の算定は容
易に考えることなど油断は禁物である。でチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ため、Ⅱ．総論６．総論各段階における詳細な手順・評価に関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究詳細な手順・評価な手順・評価に関する調査研究に関する調査研究よる調査研究段階における詳細な手順・評価的クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告
を実施しようとしている企業の実践手順実施しようとしている企業の実践手順する調査研究事が少ない中小企業望まで含めるとましい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられた。
　しかし、各種調査の診断」研究プロジェクト　報告結果に関する調査研究よる調査研究と評価に関する調査研究、特定の診断」研究プロジェクト　報告業におけるクラウド利活用の課題種、企業におけるクラウド利活用の課題規模、経営環境がクラウドである。、リスク認識の状況等とは関係ありません。も提ば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッらつき情報財産（資産）が少ない中小企業
多くの企業で利用されている結果となった。く、モデル化に伴う組織向けの攻撃の脅威が少ない中小企業容易に考えることなど油断は禁物である。でチーム主査までご連絡ください。はなく、特定の診断」研究プロジェクト　報告ステレオタイプに関する調査研究集と理解約したチェックリストを実施しようとしている企業の実践手順策の診断」研究プロジェクト　報告定する調査研究事も提困
難であった。でチーム主査までご連絡ください。あった。
　そこでチーム主査までご連絡ください。、先ず、総務の選定省情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信白書※１に関する調査研究て報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告告されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告マジョリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順対象かどう組織向けの攻撃の脅威
かを実施しようとしている企業の実践手順判別し、該当する調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、後の検討課題述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義の診断」研究プロジェクト　報告チェックリストを実施しようとしている企業の実践手順行う組織向けの攻撃の脅威事を実施しようとしている企業の実践手順前提と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ます。
　

No
項目

結果
補はいるのか確足説明

1.1.
貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、クラウドを実施しようとしている企業の実践手順何らかの診断」研究プロジェクト　報告形でチーム主査までご連絡ください。経験した事が少ない中小企業ある調査研究か？ Yes

・
No

中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業クラウドを実施しようとしている企業の実践手順経験してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究調査結果が少ない中小企業あり、クラウド経験が少ない中小企業全くない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順本書が少ない中小企業対象と評価に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ため

1.2.

貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、共通的なメールや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ファイルサーバの診断」研究プロジェクト　報告クラウドを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究したこと評価に関する調査研究が少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

Yes
・
No

中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告割合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。でチーム主査までご連絡ください。はサービス業におけるクラウド利活用の課題が少ない中小企業最も提多くの企業で利用されている結果となった。く、製造業におけるクラウド利活用の課題、卸売業におけるクラウド利活用の課題等とは関係ありません。が少ない中小企業利用と評価に関する調査研究する調査研究様に定義されている。な業におけるクラウド利活用の課題種に関する調査研究より利用と評価に関する調査研究傾向けの攻撃の脅威に関する調査研究ば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッらつき情報財産（資産）の診断」研究プロジェクト　報告発生してお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、

どの診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威なシステム監査学会を実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告かを実施しようとしている企業の実践手順特定が少ない中小企業困難であった。でチーム主査までご連絡ください。あった。効果の診断」研究プロジェクト　報告大き情報財産（資産）い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。共通業におけるクラウド利活用の課題務の選定に関する調査研究必要なクラウドを実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容する調査研究事に関する調査研究より共通業におけるクラウド利活用の課題

務の選定以外の診断」研究プロジェクト　報告クラウドシステム監査学会や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容を実施しようとしている企業の実践手順促すこと評価に関する調査研究が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。既にクラウドを経験済みに関する調査研究全面する問題を調的に関する調査研究導入への実践的課題と検討内容されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究中小企業におけるクラウド利活用の課題を実施しようとしている企業の実践手順

対象と評価に関する調査研究はしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ため

1.3.

貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、クラウド利用と評価に関する調査研究上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクが少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。またはその診断」研究プロジェクト　報告認識の状況が少ない中小企業ある調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か？ Yes
・
No

中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告経営者の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業クラウドの診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクを実施しようとしている企業の実践手順認識の状況してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究と評価に関する調査研究推定される調査研究。クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクを実施しようとしている企業の実践手順認知フォーマッされてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告チェックリストと評価に関する調査研究しては本書は効果が少ない中小企業得られに関する調査研究くい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究ため。

1.4.

貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、クラウド利用と評価に関する調査研究と評価に関する調査研究比較して大きな割合を占めている。我が国企業して、クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告理解です。に関する調査研究経営者が少ない中小企業積を取ってサービス内容との確認極めて重要である。的かどう組織向けの攻撃の脅威かわからな
い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究感じる調査研究事が少ない中小企業ある調査研究 Yes

・
No

クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクは認知フォーマッしてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告、クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告理解です。が少ない中小企業得られに関する調査研究くい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。傾向けの攻撃の脅威が少ない中小企業ある調査研究と評価に関する調査研究調査結果が少ない中小企業ありまし

た。クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告導入への実践的課題と検討内容に関する調査研究対して理解です。の診断」研究プロジェクト　報告ある調査研究企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。、積を取ってサービス内容との確認極めて重要である。的に関する調査研究クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告が少ない中小企業導入への実践的課題と検討内容済みの診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究は本チェックリストの診断」研究プロジェクト　報告効

果が少ない中小企業得られない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。可能性が少ない中小企業あります。

1.5.

貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、経営者が少ない中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告全般に関する調査研究対して充足してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究 Yes
・
No

経営者の診断」研究プロジェクト　報告多くの企業で利用されている結果となった。くが少ない中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告充足度に関する調査研究対して分からない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究回答が諸外国と比較して大きな割合を占めている。我が国企業してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究調査結果が少ない中小企業あり、ＩＳＭＳに関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究資産管理が少ない中小企業十分

に関する調査研究実施しようとしている企業の実践手順済みみ方の診断」研究プロジェクト　報告場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究はチェックリストの診断」研究プロジェクト　報告効果が少ない中小企業得られない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。可能性が少ない中小企業あります。　

1.6.

貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、経営リスクの診断」研究プロジェクト　報告優先度を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等えた場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、実際に直面する問題を調の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究ころ、サイバー攻撃の脅威や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告漏洩などセキュリティに不安がの診断」研究プロジェクト　報告リスクは低
い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究

Yes
・
No

調査と評価に関する調査研究議論の診断」研究プロジェクト　報告結果、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告全般と評価に関する調査研究してセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクの診断」研究プロジェクト　報告脅威の診断」研究プロジェクト　報告認識の状況が少ない中小企業低くイン一覧ターネットに関する調査研究接続されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究事に関する調査研究よる調査研究セキュ

リティ対策の診断」研究プロジェクト　報告リスクは企業におけるクラウド利活用の課題規模に関する調査研究は無関する調査研究係ありません。でチーム主査までご連絡ください。ある調査研究認識の状況はある調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告、経営上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえリスク対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告優先度と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告相関する調査研究が少ない中小企業見られない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。傾向けの攻撃の脅威が少ない中小企業ある調査研究事が少ない中小企業

明らかと評価に関する調査研究なりました。サイバー攻撃の脅威リスクや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告漏洩などセキュリティに不安がリスクの診断」研究プロジェクト　報告優先度が少ない中小企業既にクラウドを経験済みに関する調査研究高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。経営者の診断」研究プロジェクト　報告企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。は効果が少ない中小企業得られない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。可能性が少ない中小企業

ある調査研究ため

1.7.

貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告部門や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業専門家の助言相談の意欲は高い中小企業へに関する調査研究相談の意欲は高い中小企業してみ方たい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究 Yes
・
No

セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告部門や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業専門家の助言相談の意欲は高い中小企業への診断」研究プロジェクト　報告相談の意欲は高い中小企業意欲は高い中小企業は高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。傾向けの攻撃の脅威が少ない中小企業ある調査研究事が少ない中小企業分かり、その診断」研究プロジェクト　報告前提でチーム主査までご連絡ください。チェックリストを実施しようとしている企業の実践手順構成する調査研究ため。当該企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究し

てその診断」研究プロジェクト　報告よう組織向けの攻撃の脅威な取り組み方り組み方を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等慮した上でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状況でチーム主査までご連絡ください。は本書の診断」研究プロジェクト　報告チェックリストの診断」研究プロジェクト　報告効果が少ない中小企業得られない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。可能性が少ない中小企業ある調査研究ため

1.8. 貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、第三者認証を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得する調査研究検討を実施しようとしている企業の実践手順したこと評価に関する調査研究や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業してみ方たい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究が少ない中小企業、自組織でチーム主査までご連絡ください。はハードルが少ない中小企業高い中小企業 Yes
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い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
・
Noセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告部門や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業専門家の助言相談の意欲は高い中小企業に関する調査研究相談の意欲は高い中小企業したい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。う組織向けの攻撃の脅威意思われはある調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告、第三者認証を実施しようとしている企業の実践手順取り組み方得する調査研究に関する調査研究はハードルが少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究経営

者が少ない中小企業多くの企業で利用されている結果となった。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究推定される調査研究前提でチーム主査までご連絡ください。チェックリストを実施しようとしている企業の実践手順検討してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究ため

Yes の診断」研究プロジェクト　報告合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。計 ／８

１．総論２．総論クラウド移行チェックリスト
　前述のサービス業にあたる定義について中小企業庁の定義の診断」研究プロジェクト　報告チェックリストの診断」研究プロジェクト　報告結果、大半が少ない中小企業Ｙｅｓと評価に関する調査研究なる調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究は、本書６．総論２．総論第１段階における詳細な手順・評価に関する調査研究該当する調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等え
られ、第２段階における詳細な手順・評価への診断」研究プロジェクト　報告クラウド移行が少ない中小企業効果を実施しようとしている企業の実践手順得らる調査研究可能性が少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究診断した。
　検討の診断」研究プロジェクト　報告結果、第一段階における詳細な手順・評価でチーム主査までご連絡ください。あれば宿泊業の通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ、６．総論３．総論第２段階における詳細な手順・評価へ移行する調査研究事でチーム主査までご連絡ください。クラウドの診断」研究プロジェクト　報告有効性を実施しようとしている企業の実践手順安全に関する調査研究高い中小企業
める調査研究事が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究可能性が少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告結論に関する調査研究至った。しかし、大企業のクラウドセキュリティ対策の構築は容った。下記の様に定義されている。の診断」研究プロジェクト　報告チェックでチーム主査までご連絡ください。すべて Yes に関する調査研究なる調査研究状態に関する調査研究する調査研究
こと評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。適切なサイバー攻撃対策を検討する必要に関する調査研究第２段階における詳細な手順・評価へ進める調査研究様に定義されている。に関する調査研究してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

No
項目

結果
補はいるのか確足説明

4.1.

オン一覧プレミスの診断」研究プロジェクト　報告サーバの診断」研究プロジェクト　報告老朽更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新など、ライフサイクルに関する調査研究お問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ける調査研究老朽更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新時の留意点期を実施しようとしている企業の実践手順迎えているかえてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か

Yes
・
No

 大企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。は、従来の診断」研究プロジェクト　報告顧客や従業員の個人情報の漏えい、ウイルスや詐欺メールによるハッキング被害、ネットワークを実施しようとしている企業の実践手順活用と評価に関する調査研究し、デジタルサービスを実施しようとしている企業の実践手順面する問題を調的に関する調査研究提供するサービスに関する認定・情報公開制度等する調査研究こと評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。、新たな市場を実施しようとしている企業の実践手順創出する調査研究ビジネ

スモデルに関する調査研究よる調査研究クラウドの診断」研究プロジェクト　報告活用と評価に関する調査研究が少ない中小企業み方られる調査研究

 中小企業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けWindows2008の診断」研究プロジェクト　報告切なサイバー攻撃対策を検討する必要り替え期間：えを実施しようとしている企業の実践手順迎えているかえた際に直面する問題を調に関する調査研究Windows2012 に関する調査研究切なサイバー攻撃対策を検討する必要り替え期間：えを実施しようとしている企業の実践手順せずに関する調査研究Office365を実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容して

SaaS 利用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順検討した事例有

 オン一覧プレミスに関する調査研究問題と検討内容が少ない中小企業あったと評価に関する調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。う組織向けの攻撃の脅威点でチーム主査までご連絡ください。は、中小企業におけるクラウド利活用の課題向けの攻撃の脅威けWindows2008に関する調査研究ファイル数による調査結果を分析すると下図の様になった。の診断」研究プロジェクト　報告上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえ限等とは関係ありません。の診断」研究プロジェクト　報告課題と検討内容が少ない中小企業あり

Office365 でチーム主査までご連絡ください。は制の構築と経費の算定限が少ない中小企業なくなる調査研究メリット等とは関係ありません。も提ある調査研究。

 老朽更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新時の留意点期に関する調査研究オン一覧プレミスの診断」研究プロジェクト　報告サーバ更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中で新と評価に関する調査研究してクラウドを実施しようとしている企業の実践手順検討する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告は適切なサイバー攻撃対策を検討する必要な機会と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。

4.2

貴組織でチーム主査までご連絡ください。は、共通的なメールや外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業ファイルサーバの診断」研究プロジェクト　報告クラウドを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究したこと評価に関する調査研究が少ない中小企業なくコスト低減手法と評価に関する調査研究して
大手サービスを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究する調査研究事に関する調査研究抵抗がないかが少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。か

Yes
・
No

 大企業におけるクラウド利活用の課題でチーム主査までご連絡ください。は専門の診断」研究プロジェクト　報告部門や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業専門家の助言相談の意欲は高い中小企業が少ない中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究ため、フリーソフトウェアの診断」研究プロジェクト　報告活用と評価に関する調査研究も提考とする国内外の基準等えられる調査研究

 大手サービスに関する調査研究よる調査研究専門性と評価に関する調査研究外部サービスの診断」研究プロジェクト　報告利用と評価に関する調査研究に関する調査研究よる調査研究費の算定用と評価に関する調査研究面する問題を調を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等慮した上した結果大手サービスを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究した方が少ない中小企業安心の対象業務選定手順でチーム主査までご連絡ください。安

価に関する調査研究だと評価に関する調査研究判断した事例も提ある調査研究

 フリーソフトに関する調査研究よる調査研究導入への実践的課題と検討内容コスト抑制の構築と経費の算定が少ない中小企業、専門性が少ない中小企業不足する調査研究ために関する調査研究結果的に関する調査研究高い中小企業くなる調査研究可能性が少ない中小企業ある調査研究ため

4.3

自然災害は、顧対策の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究しての診断」研究プロジェクト　報告クラウド利用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順検討してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か
Yes

・
No

 最近い状況で、多くの企業で利用されている結果となった。でチーム主査までご連絡ください。はオン一覧プレミスでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告自然災害は、顧リスクも提高い中小企業まってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究こと評価に関する調査研究からオン一覧プレミスの診断」研究プロジェクト　報告安全性に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ても提以前に関する調査研究比べて低下し、

クラウドの診断」研究プロジェクト　報告安全性が少ない中小企業高い中小企業まってい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

 水害は、顧、火災、地がある。震などを実施しようとしている企業の実践手順想定したリスクマネジメン一覧トと評価に関する調査研究してクラウド利用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順検討い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ただき情報財産（資産）たい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

4.4

クラウド利用と評価に関する調査研究に関する調査研究あたり、プログラム監査学会の診断」研究プロジェクト　報告開発や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業データベースの診断」研究プロジェクト　報告操作でチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。設定だけの診断」研究プロジェクト　報告オペレーション一覧でチーム主査までご連絡ください。
あっても提手順書の診断」研究プロジェクト　報告作成に関する調査研究時の留意点間を実施しようとしている企業の実践手順かけられる調査研究か

Yes
・
No

 アクセス権の設定が誤っていて非公開のファイルのはずがだれでも閲覧可能になっていた設定は誤の段階での業務選定操作を実施しようとしている企業の実践手順防ぐことを目的にしている。そのため、クラウド化に伴う働き方の形態の変化を考慮した上止する調査研究ため、手順書を実施しようとしている企業の実践手順作成した事例が少ない中小企業あった。

 クラウドベン一覧ダからの診断」研究プロジェクト　報告手順書を実施しようとしている企業の実践手順ダウン一覧ロードしただけでチーム主査までご連絡ください。は抽象的なため、心の対象業務選定手順配でチーム主査までご連絡ください。あったため念することが第一での診断」研究プロジェクト　報告ため作成した事例が少ない中小企業あ

り、手順書が少ない中小企業ある調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。ダウン一覧ロードして利用と評価に関する調査研究する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告でチーム主査までご連絡ください。はなく、クラウドセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順確実に関する調査研究する調査研究ため、個別に関する調査研究手順書を実施しようとしている企業の実践手順作成

する調査研究事が少ない中小企業必要と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究が少ない中小企業、一見重複した無駄な作業にも見えるため、関係者の理解が必要と考えられる。な作業におけるクラウド利活用の課題に関する調査研究も提見える調査研究ため、関する調査研究係ありません。者の診断」研究プロジェクト　報告理解です。が少ない中小企業必要と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。

4.5

クラウド利用と評価に関する調査研究に関する調査研究あたりテストの診断」研究プロジェクト　報告ために関する調査研究通常のシステムアーキテクチャを考える場合、観光庁の「宿泊施設予約通知フォーマッ負えない事が分かった。担費の算定用と評価に関する調査研究が少ない中小企業増加の管理策等の改善処置する調査研究事に関する調査研究納得でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究か Yes
・
No

 アクセス権の設定が誤っていて非公開のファイルのはずがだれでも閲覧可能になっていた設定はテストの診断」研究プロジェクト　報告ため別アカウン一覧トを実施しようとしている企業の実践手順作成して実際に直面する問題を調に関する調査研究アクセス権の設定が誤っていて非公開のファイルのはずがだれでも閲覧可能になっていたが少ない中小企業設定されてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究事を実施しようとしている企業の実践手順確認した事例が少ない中小企業あった。

 一時の留意点的に関する調査研究想定費の算定用と評価に関する調査研究よりも提増加の管理策等の改善処置する調査研究事が少ない中小企業想定される調査研究。その診断」研究プロジェクト　報告対応を実施しようとしている企業の実践手順踏ままえた費の算定用と評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順予め想定する調査研究必要が少ない中小企業ある調査研究ため

4.6

クラウド操作の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告マニュアル作成に関する調査研究費の算定用と評価に関する調査研究が少ない中小企業かかる調査研究事に関する調査研究合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。意でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究か

Yes
・
No

 従来の診断」研究プロジェクト　報告オン一覧プレミス等とは関係ありません。と評価に関する調査研究異なるものの、中小企業の４割がサービス業であり、サービス業のクラウド利用が６割５分なり実際に直面する問題を調の診断」研究プロジェクト　報告ハードウェアが少ない中小企業ある調査研究訳ではないものの、操作を間違えると費用がかかったり、費用でチーム主査までご連絡ください。はない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。も提の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告、操作を実施しようとしている企業の実践手順間違える調査研究と評価に関する調査研究費の算定用と評価に関する調査研究が少ない中小企業かかったり、費の算定用と評価に関する調査研究

が少ない中小企業かかる調査研究ため操作が少ない中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）なかったり異なるものの、中小企業の４割がサービス業であり、サービス業のクラウド利用が６割５分なる調査研究操作を実施しようとしている企業の実践手順する調査研究事が少ない中小企業懸念することが第一でされる調査研究。

 慣れて覚える調査研究と評価に関する調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。う組織向けの攻撃の脅威事が少ない中小企業困難であった。な為、詳細な手順・評価な操作説明書が少ない中小企業必要と評価に関する調査研究なる調査研究が少ない中小企業その診断」研究プロジェクト　報告ために関する調査研究時の留意点間と評価に関する調査研究手間を実施しようとしている企業の実践手順かける調査研究事を実施しようとしている企業の実践手順理解です。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ただく

必要が少ない中小企業ある調査研究と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究

4.7.

通信の診断」研究プロジェクト　報告暗号や化に伴う組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ての診断」研究プロジェクト　報告対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順検討してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か Yes
・
No

 クラウドまでチーム主査までご連絡ください。の診断」研究プロジェクト　報告通信つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。ては SaaS 利用と評価に関する調査研究でチーム主査までご連絡ください。ブラウザ等のツールと利用の記録、の診断」研究プロジェクト　報告 SSL通信の診断」研究プロジェクト　報告他の参考とする国内外の基準等通信の診断」研究プロジェクト　報告暗号や化に伴う組織向けの攻撃の脅威状況に関する調査研究つい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。て対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順検討してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究必

要が少ない中小企業ある調査研究も提の診断」研究プロジェクト　報告と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。

4.8. クライアン一覧トセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順検討してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か Yes
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・
No

 ブラウザ等のツールと利用の記録、側のシステムメンテナンスの作業ミスが原因の診断」研究プロジェクト　報告XSS（Cross Site Scripting)、CSRF（CrossSite Request Forgery)に関する調査研究対しては PC の診断」研究プロジェクト　報告アクセス数による調査結果を分析すると下図の様になった。が少ない中小企業少ない中小企業ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。

事から全ての診断」研究プロジェクト　報告 PC の診断」研究プロジェクト　報告ウィ対策の診断」研究プロジェクト　報告ルス対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順充実させ、最新に関する調査研究する調査研究事を実施しようとしている企業の実践手順怠らず、オン一覧プレミスの診断」研究プロジェクト　報告 FW等とは関係ありません。は確実に関する調査研究実施しようとしている企業の実践手順する調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業必

要と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。

 クラウドの診断」研究プロジェクト　報告 SaaS に関する調査研究はアクセス権の設定が誤っていて非公開のファイルのはずがだれでも閲覧可能になっていた設定を実施しようとしている企業の実践手順して自社デンカク）、の診断」研究プロジェクト　報告ネットワーク以外からはアクセスでチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。よう組織向けの攻撃の脅威に関する調査研究してプライベートクラウ

ドに関する調査研究近い状況で、多くの企業で利用されている結果となった。い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状態を実施しようとしている企業の実践手順構築と経費の算定。

4.9.

クラウドでチーム主査までご連絡ください。必要と評価に関する調査研究なる調査研究利用と評価に関する調査研究者の診断」研究プロジェクト　報告バックアップ対策の診断」研究プロジェクト　報告を実施しようとしている企業の実践手順実際に直面する問題を調に関する調査研究行う組織向けの攻撃の脅威想定を実施しようとしている企業の実践手順してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究か

Yes
・
No

 データの診断」研究プロジェクト　報告バックアップは、安価に関する調査研究な PC と評価に関する調査研究共有する調査研究設定に関する調査研究してバックアップ可能に関する調査研究する調査研究こと評価に関する調査研究も提必要と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えられる調査研究。

 中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、バックアップ容量の計測値記録は大企業におけるクラウド利活用の課題と評価に関する調査研究比べる調査研究と評価に関する調査研究それほど大き情報財産（資産）くない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。可能性が少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。。対象の診断」研究プロジェクト　報告ファイル容量の計測値記録は予め計

算して確認する調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業必要と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等える調査研究。

 クラウド上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告バックアップを実施しようとしている企業の実践手順利用と評価に関する調査研究する調査研究事も提考とする国内外の基準等えられる調査研究が少ない中小企業、自社デンカク）、でチーム主査までご連絡ください。持つこと評価に関する調査研究を実施しようとしている企業の実践手順考とする国内外の基準等えたため PC に関する調査研究バックアップでチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）る調査研究可能性も提あ

る調査研究。

Yes の診断」研究プロジェクト　報告合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。計 ／９

　なお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。、更に、２０１４年度の調査結果にはなるが、中小企業の事業者別事業者数の中でに関する調査研究進んだ６．総論４．総論第３段階における詳細な手順・評価と評価に関する調査研究推定される調査研究組織でチーム主査までご連絡ください。は、Ⅲ．総論対象業におけるクラウド利活用の課題務の選定の診断」研究プロジェクト　報告選定でチーム主査までご連絡ください。指定される調査研究、資
産目録の診断」研究プロジェクト　報告策の診断」研究プロジェクト　報告定、ISO/ISMS認証等とは関係ありません。、セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告専門組織や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業専門家の助言相談の意欲は高い中小企業への診断」研究プロジェクト　報告委託が少ない中小企業必須な状況とな状況と評価に関する調査研究
診断してい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。る調査研究。
　有資格の診断」研究プロジェクト　報告サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告専門家の助言相談の意欲は高い中小企業と評価に関する調査研究相談の意欲は高い中小企業でチーム主査までご連絡ください。き情報財産（資産）ない合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状態に関する調査研究ある調査研究場合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。に関する調査研究はリスクが少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。状態
に関する調査研究ある調査研究可能性が少ない中小企業高い中小企業い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究考とする国内外の基準等えてお問い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。り、システム監査学会監査や外部専門家の助言相談の意欲は高い中小企業セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告監査、コン一覧サルティ対策の診断」研究プロジェクト　報告ン一覧グ及び研究プロジェクトメンバーの見解です。び研究プロジェクトメンバーの見解です。専門
人材の診断」研究プロジェクト　報告育成も提含む全業種の調査では、およそ３割の企業が「全社的に利用」しており、　一部の利用している企業め実施しようとしている企業の実践手順する調査研究事を実施しようとしている企業の実践手順強いく推奨する調査研究こと評価に関する調査研究が少ない中小企業望まで含めるとましい合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。と評価に関する調査研究い合わせは、システム監査学会経由でチーム主査までご連絡ください。う組織向けの攻撃の脅威結論と評価に関する調査研究なった。
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参考とする国内外の基準等文献
※１『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第平成３０年総務の選定省情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告通信白書』
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd133210.html 

※１－２『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第通信利用と評価に関する調査研究動向けの攻撃の脅威調査』
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05a.html 

※１－３『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第中小企業におけるクラウド利活用の課題基本法上では、提供目的や提供先である中小企業のおかれている市場動向を踏まえの診断」研究プロジェクト　報告類型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援 第１３回改訂（平成２６年４月１日施しようとしている企業の実践手順
行）』https://www.chusho.meti.go.jp/soshiki/kaitei_13.pdf

※１－４『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第PMS システム監査学会概要（下記の様に定義されている。サイトの診断」研究プロジェクト　報告 Structure of Hotel PMSより筆者作成）』
https://medium.com/@AltexSoft/hospitality-connectivity-landscape-choosing-solutions-for-your-
hotel-7db9d1d9f33d 

※１－５宿泊施しようとしている企業の実践手順設予約通知フォーマッフォーマット標準化に伴う組織向けの攻撃の脅威事業におけるクラウド利活用の課題 https://www.mlit.go.jp/common/000116859.pdf 

※１−６資料９：システム監査学会　→ 生産管理分野テキスト生産管理の診断」研究プロジェクト　報告要素から大きく下記の３種類がある。を実施しようとしている企業の実践手順導入への実践的課題と検討内容した訓練を実施技法の診断」研究プロジェクト　報告開発（P180,CISA職業におけるクラウド利活用の課題訓練を実施大学校,CISA平野,CISA2015）

http://www.tetras.uitec.jeed.or.jp/files/kankoubutu/b-162-14_01.pdf

※２－１『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 10大脅威 2020』https://www.ipa.go.jp/security/vuln/10threats2020.html

※６『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第サイバー保険に関する調査 に関する調査研究関する調査研究する調査研究調査 2018』http://www.sonpo.or.jp/cyber-hoken/data/pdf/
cyber_report2018.pdf 

※２－３『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告 対策の診断」研究プロジェクト　報告ガイドライン一覧　第 3版』』

https://www.ipa.go.jp/security/keihatsu/sme/guideline/

※２－４『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワーク緊急導入支援コロナウイルス感染症対策の診断」研究プロジェクト　報告の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告テレワーク緊急導入への実践的課題と検討内容支援』

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/jikan/

telework_10027.html

※２－２サプライチェーン一覧の診断」研究プロジェクト　報告セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告脅威に関する調査研究備するのが一える調査研究

 https://www.ipa.go.jp/files/000073868.pdf 

※３－１．総論クラウドサービス安全利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告進め

https://www.ipa.go.jp/files/000011594.pdf 

※４－１赤尾嘉治,CISA サイバーセキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告対応を実施しようとしている企業の実践手順躊躇する経営陣の意思決定行動に関する考察する調査研究経営陣の意思決定の行動様式については、次の様な資料を参考して行う。の診断」研究プロジェクト　報告意思われ決定行動に関する調査研究関する調査研究する調査研究考とする国内外の基準等察される。,CISA 経営情報セキュリティ対策の診断」研究プロジェクト　報告学会秋全国研

究プロジェクト　報告発表大会,CISA2016

※４－２『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第クラウドサービスの診断」研究プロジェクト　報告安全性評価に関する調査研究に関する調査研究関する調査研究する調査研究検討会中間と評価に関する調査研究りまと評価に関する調査研究め（案である。）　平成 31 年 3 月』

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin01_02000277.html　

※６－１『中小企業の情報セキュリティ 対策ガイドライン　第中小企業におけるクラウド利活用の課題の診断」研究プロジェクト　報告ための診断」研究プロジェクト　報告クラウドサービス安全利用と評価に関する調査研究の診断」研究プロジェクト　報告手引をしていて、セキュリティ対策が充分ではない中小企業を攻撃・突破し、き情報財産（資産）』

https://www.ipa.go.jp/files/000072150.pdf
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